
lulG

岩手大学国際交流センタ一報昔

第2号

岩手大学国際交流センター

2006年7月

IUIC
タイプライターテキスト

IUIC
タイプライターテキスト

IUIC
タイプライターテキスト

IUIC
タイプライターテキスト

IUIC
タイプライターテキスト

IUIC
タイプライターテキスト

IUIC
タイプライターテキスト

IUIC
スタンプ



目　　次

｢国際交流センターの役割と国際化戦略の必要性｣

国際交流センター長　　　堀江暗一一一一一一一1

｢地域在住外国人移住者の言語課題｣

ー巻頭言-

一研究ノートー

松岡洋子---一一一3

-教育部門報告一

日本語特別コースおよび国際交流科目日本語科目実施報告-------一一一一一一一一一--一一一1 ll

日本語研修コース実施概要　-一一一一一一--一一一一一一一一----I----I---------I----------- 1 7

全学共通教育科目(日本語)一一一一一-一一一一一-一一一一----一一一---一一一一一一-一一----一一一一一-- 20

全学共通教育科目(日本事情) ---一一---一一一一一一一一--一一-一一一一一一---一一1---------- 21

国際交流科目実施報告一一一一一一一--I----I----------------一一一一-一一一--一一-一一一一一一-- 24

夏季休暇日本語補講報告-一一一一一-Hl1-----------------一一一一一一一一-----一一一---- 27

日本語･日本文化研修コース一一一一一-一一一一--一一-一一一一一--一一-一一一一一一一一一----一一一一-一一- 28

日本語･日本文化研修生修了レポート作成報告一一一一一一--一一一一一一一---一一一一一一日--一一29

韓国群山大学サマースクール日本語クラス報告----一一一一一一一---一一一--------一一一一一31

理工系留学生教育･指導について一一一一-----一一一一一一一一-一日---一一-一一一一一-一一-一一一一一33

平成17年度外務省長期青年招聴事業研修報告日--一一一一一-一一一一一一1-------一一一一1------ 35

平成17年度前期日本語研修コース､日本語･日本文化研修コース修了発表会一一一一一一一一日一一37

平成17年度後期日本語研修コース･短期プログラム終了発表会1-------------日一一一一- 38

ネットアカデミー日本語版使用報告一一一一--一一一一-一一-----一一一一一一一--一一一一一一一11-- 39

日本語学習支援ネットワーク会議in IWATE実施報告1--------------I---------- 42

-国際企画部門他報告-

平成17年度岩手大学UURRプロジェクト報告一一-一一一一一一一一1--------I------------I- 47

短期留学プログラムによる受け入れ･派遣---一一一一一一一一一一一一一一----一一一一1---------------- 53

米国ア-ラム大学サイスプログラム関連事業報告-----一一-一一一一---I-------------- 55

群山大学サマープログラム--一一一一一一-一一一-一一---I-----------------一一一一一---I--- 60

石河子大学学生派遣プログラム実施報告-一一一一一一一一-一一-一一--I---------------一一一一66

石河子大学学生受け入れプログラム実施報告-------一一--一一一一一一1--------------- 70

石河子大学日本語教師派遣事業報告一一-----一一一一一一一--一一一一一1-------I-------- 72

海外派遣のための語学支援-一一一一一-一一日1-------------一一1----------------一一- 74

海外留学情報提供-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一-一一一----------一一一-一一一一一---一一---一一1 75

国際交流センターの広報関係活動報告--一一--I------日一一一一一一---一一---一一-一一一一一一一一76

進学説明会----一一一一一一一-------一一一一一一-----I一l---I------------一一一一一一一一-- 80

タマサート大学生との交流会報告----一一-一一-一一一一一一一一------一一----一一一--一一一一一一一一-一一82



ボランティアチューター･会話パートナー制度----I------------一一一--------一一---- 83

国際交流会館活動記録=--一一一一一-一一一--一一一----一一一一-一一一-一一一一一一--一日---- 84

留学生実地見学旅行報告一一一--一一一1-----一一一一一-----一一一-一一一一一1------一一1 88

平成17年度岩手大学外国人留学生スキー研修-I-----------一日一一--一一--一一--一一-- 89

北東北国立大学法人3大学外国人留学生合同合宿研修会報告--一一一一1---I--------- 90

国際交流センター組織図--------I------一一一-一一-一一一------一一------ 93

平成17年度留学生関連行事一一---一一--一一一一m一一1------------------一一一一一-- 94

外国人留学生集計表-一一一-I-----一一一一一--一一---一一--一一一-------------一一一一95

外国の大学との交流協定一一-一一--一一一一一-一一一一一一--I--一一-一一--------一一----I--I 97

平成17年度岩手大学海外派遣･留学プログラム一覧-------一一一一一一--I-------------- 99

平成1 7年度海外学生派遣実績-一一一--一一一-一一一-------一一-----I----------- 100

岩手大学留学生地域派遣実績一覧---一一一一一一一一---一一一一一-一一-------一一-一一---- 101

一資料-



国際交流センターの役割と国際化戦略の必要性

堀江暗(岩手大学国際交流センター長)

岩手大学国際交流センターはそれまでの留学生センターを発展的に解消して､平成16年4月

1日の国立大学の独立行政法人化への移行と同時に設置されましたoこれは法人化-の移行に

伴い､本学教育研究支援施設の一層の機能強化を図るために行われた組織再編の一環で､国

際交流センターの場合は国際交流活動を強化することが目的ですoすなわち､外国人留学生の

受け入れと日本語教育および生活支援等､従来留学生センターが行っていた業務に､外国大学

との交流協定の締結､外国人研究者の受け入れや本学教職員の海外派遣等のこれまで研究協

力課で行ってきた国際交流活動業務を一元化するためです｡

科学技術･学術審議会国際化推進委員会の｢科学技術･学術分野における国際活動の戦略的

推進について｣の報告書(平成17年1月)によれば､ 21世紀の｢知｣をめぐる世界大競争の時代に

対応し､我が国の取り組むべき課題を解決するためには､従来の｢国際化の推進｣から｢国際活動

の戦略的推進｣-と政策概念を発展させ､国としての国際活動に対する戦略的な考え方を明確に

し､これに基づき､アジア諸国との連携､国際的研究人材の養成､国際活動基盤の強化を推進す

る必要があるとしています｡本学でも今後､全学を挙げて｢岩手大学の国際化戦略｣を策定し､そ

れに基づいた教育､研究､環境および大学構成員の国際化を図っていく必要があると思われま

す｡

岩手大学では､平成17年3月に国際化に関する基本構想を策定し､本学における国際化の行

動計画として､教育(留学生の受け入れ､外国大学-の派遣､カリキュラムの国際化)､研究(研究

者交流､国際的学会活動)､国際社会-の貢献(外国大学との共同研究､国際協力機関を通じた

貢献)､地域社会-の貢献(UURR国際共同交流事業プロジェクトの推進､地域社会との交流)お

よび国際化のための基盤整備(教職員､予算､危機管理､広報)等の項目を挙げています｡

これに基づいて国際交流センターでは､国際教育部門､国際企画部門(含むUURR部門)を設

けて業務に当たってきました｡なお､ UURR(University - University &　Region - Region)と

は国際共同交流事業プロジェクトで､国際学術および国際産業技術交流活動を展開するために､

岩手大学および連携地域の研究成果を中国の大学およびその連携地域に技術移転するために

平成16年4月に発足した学長特命のプロジェクトです｡

本報告書は､平成17年度の国際交流センターの各部門の活動をとりまとめたものですが､セン

ター運営に関する忌博のないご意見と､センターに対する一層のご支援をお願いいたします｡
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岩手大学国際交流センター報告第2号(2006.7)

【研究ノート】

地域在住外国人移住者の言語課題

松岡洋子(岩手大学国際交流センター)

1.地域在住外国出身者とは

日本の外国人人口は2004年現在約197万人で総人口の約1.5%を占める｡戦後外国籍人口の大

半を占めていた特別永住者(日本の旧植民地出身者とその子孫)は年々減少する一方､新来外国人は

急増し､その割合も逆転している｡外国出身者の居住地域も全国各地に広がり､都市部だけでなく農村

でもその姿を見ることが珍しくなくなってきた｡

1980年代から技術研修･技能実習生や中国残留帰国者とその家族が､また､ 1990年の出入国管理

及び難民認定法改定以降､日系人労働者や配偶者など多くの外国出身者が日本各地に定住するよう

になった｡技術研修･技能実習制度は産業界からの要請により作られたが､特に中小企業が安価な労

働力を得る方策として利用されている｡同じく､日系人に対して与えられている｢定住｣滞在許可につい

ても､血統主義に基づいた単純労働者の獲得手段となっている｡フィリピン､中国､韓国などからの外国

人配偶者が斡旋業者や知人の紹介などによって､いわゆる｢嫁不足｣の農村地域に多く移住している｡

定住者､外国人配偶者数はそれぞれ25万人を超えている｡

技術研修･技能実習生の滞在は最長3年間であるが､その他の外国出身者は相当期間滞在するか､

または永住の可能性が高い｡さらに､国際結婚により生まれる複文化の子どもたち､あるいは帰化など

によって､国籍は日本人であっても移民的背景を有する人口の増加が顕著になっている｡

平成16年末現在における在留資格別の割合

その他 

a.国際薫発巨特別永 劍�"鳴�

(一般永住者) 

興行.¥>:I '~ヽ′ 雪空聖｣ 望｢// 辻�"x7ぴﾒ竰篦��ｪB� ＼′＼､十㌦..-. AjI/1祝≧′､∧ ＼､ヽ ��� ��

品普等 ｢ 三三割 廼ﾙgｹ�ﾈ,ﾉI"�

法務省入国管理局平成16年度統計資料より
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2.移住者と受け入れ社会との関係

移民国家である､オーストラリア､カナダなどでは､移住の条件として英語力が挙げられ､一定の言語

習得支援も実施されている｡一方､日本政府は､インドシナ難民､中国帰国者とその家族に対して､一

定期間の日本語教育をはじめとする定住促進支援を実施してきたが､日系人や配偶者等の移住者に

対しては公的な日本語教育､定住支援は行っていない｡技術研修生･技能実習生についても日本語教

育を始めとする受け入れ条件の整備が不十分なケースが多く､研修生･実習生たちは地域社会から隔

離されている｡そのため､日本語力､日本社会に関する知識の不足を起因とする近隣授受民とのトラブ

ルや労働､教育分野での社会参加困難等の問題がある｡これらの問題は外国出身者の側に一方的に

原因があるのではなく､受け入れる側の日本社会にも偏見や差別､無関心等があることが指摘されてい

る｡

2006年3月に総務省は｢多文化共生推進プログラム｣を発表した｡このプログラムは以下のような項目

で構成されている｡

1)コミュニケーション支援(情報の多言語化､日本語･日本社会学習支援)

2)生活支援(住居､教育､労働環境､医療･保健･福祉､防災など)

3)多文化共生の地域づくり(意識啓発･外国人住民の自立と社会参画)

4)多文化共生施策の推進体制整備(自治体の体制整備､役割分担と連携･協働)

上記のような提言から､政府はこれからの日本社会を多文化共生社会として体制を構築し､多様な文

化背景を有する住民が自立的に社会参画することを標梼していることが窺えるo一方､法務省は2006

年5月に､日系人労働者を定住者として受け入れてきた制度を見直し､総人口の3%まで外国人の受

け入れを行うこと､技術研修･技能実習制度を廃止し､就労を希望する外国人に一定の日本語能力を

求める試案をまとめた｡ここ数年でFTA(自由貿易協定)によりフィリピンから看護､介護分野の人材導

入が具体的に計画され､タイ､韓国､マレーシアからも専門職を持つ高度人材の受け入れを求める意見

が相次いでいる｡少子高齢化を迎えた日本は労働人口の確保を外国人労働者に頼らざるを得ないとの

指摘が経済界からも繰り返しなされており､また､非婚化､晩婚化が進む現状では外国から配偶者を迎

える流れも当分続くことが予想される｡単に先進国に途上国からの労働人口が流入し､その受け入れを

調整するということではなく､日本社会が存続するために､外国からの移住者受け入れのための検討を

迫られる局面にあるといえよう｡

そこで､次項では日本と同様移民国家ではないものの､近年移民が急速に増加し､対応策を講じた

ドイツ､フランス､韓国の事情を紹介する｡

3.移住者に対する各国の施策

3.1ドイツ

ドイツには2005年の統計資料によると約670万人の外国人が居住しており､これは総人口の9%近く

を占めている｡ドイツでは長年外国人労働者をガストアルバイター､つまり､帰国を前提とした流動労働

力として受け入れてきたが､実際には家族が呼び寄せられ定住化が進んだ｡ドイツも日本と同様に少子

高齢化が進み､社会を持続させるために外国人の受け入れが不可避だと考えられている｡しかし､移住
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者家族の労働､教育などの分野での社会統合が進まず､高い失業率が社会福祉予算を圧迫している

というドイツ人の不満が高まってきた｡移住者の社会統合が遅れた大きな理由として挙げられているの

が､ドイツ語力の低さである｡ドイツ連邦政府は新移民法施行数年前から外国人移住者の社会統合を

推進しはじめ､ドイツ語習得支援､職業訓練､青少年活動､移住女性教育､ドイツ人に対する異文化コ

ミュニケーショントレーニングなどのさまざまな分野での自治体､市民団体による活動を支援してきた｡

2003年および2005年には外国人住民の社会統合促進を目的とし､連邦内務省と民間財団との共催で

自治体の移民社会統合事業コンテストが実施され､モデル事業の普及に努めた｡このような状況の中､

2005年1月に新移民法が施行され､ドイツは合法的移民の受け入れに踏み切った｡新移民法では､連

邦政府内務省の下部組織として設置された連邦難民移民局により､統合コースと称するドイツ語および

ドイツ事情オリエンテーション教育が実施され､新移民にはドイツ語力､ドイツ事情知識についての試験

を課すこととなった｡ドイツ語能力試験についてはヨーロッパ言語試験機関(ALTE)が設定した言語共

通参照枠組み(Common European Framework of Reference for Languages=CEF)のBlレベルを求めて

いる｡

3.2フランス

フランスでの｢移民｣とはフランス以外の国で生まれたフランス国籍を持たない長期滞在者であり､国

籍取得法が生地主義をとっているために外国人でもフランスで出生した者はフランス人となる｡現在フラ

ンスの外国人人口比率は約7%と言われるが､以上のような理由のため実際の外国人移住者人口は把

握できない｡

フランスでは2006年5月､新移民規制法案が可決された｡この法案の基本姿勢は学歴､職業上の能

力､政治観､宗教的信条などにより移民を選別するというものである｡フランスではここ10数年､不法移

民に対する規制が厳しくなっているが､フランスの単純労働は移民で支えられていると言われ､新法は

｢移民の使い捨てだ｣という世論の反発も招いている｡新法では､入国の前提条件として｢同化契約｣が

義務付けられ､ドイツの新移民法と同様にフランス語能力試験を課すことが検討されている｡この能力

試験は先にドイツの言語能力設定で見たCEFのAlレベルよりも簡単なものが想定されていると言われ､

フランス社会で移住者が自立的に生活するためには十分なものとは言えないと言語学者などから指摘

されている｡フランスでは､多文化共生という概念は薄く､フランス社会に融合することがフランスの構成

員として求められている｡しかしながら､これまでフランスでは移住者に対するフランス語教育には非常

に消極的で､民間レベルの支援団体等により細々とフランス語学習支援が行われてきただけである｡こ

の新法施行により第二言語としてのフランス語教育の新たな動向が注目される｡

3.3韓国

韓国はかつて移民送り出し国であったが､ 1980年代後半のソウルオリンピックを契機に急速な経済成

長を遂げ､途上国からの移住労働者が大量に流入し､外国人の不法就労が社会問題化した｡その後､

日本の制度を参考とした技能研修制度が実施されたが､産業界からの要請により合法的な労働力の確

保を目的として外国人雇用許可制が2004年より実施された｡この新雇用許可制は韓国と送り出し国の
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2国間協定による外国人労働者の計画的受け入れ制度で､フィリピン､スリランカ､モンゴル､インドネシ

ア､ベトナム､タイの6カ国との協定でスタートした｡雇用許可制では､送り出し国において基礎的な韓

国語試験を実施し､韓国企業は合格者を3年間雇用することができる｡新制度において韓国語能力試

験が実施された理由は､労働者が韓国語を理解しないために､労働者の安全､権利が守られないこと

が多く､韓国語の基礎力が不可欠だと判断されたためと言われている｡しかし､ 2005年に実施された試

験に合格し韓国に渡航した労働者は､簡単な挨拶程度の会話にも不自由し､ -ングルもほとんど読め

ないというケースが見られ､現行の能力試験の合格者の韓国語運用力では不十分だという指摘がある｡

この試験の内容は､ヨーロッパの共通枠のような基準に基づいて作成されたものではなく､既存の韓国

語教材等を参照して作成されたということである｡試験作成機関の担当者の話によると､他国の試験等

を参考に今後改定が行われる可能性もあるということである｡試験結果と合格者の能力の関係､送り出

し国での韓国語教育のあり方も含めて､今後検討が重ねられるであろう｡

4.移住者に必要な言語能力

前項で概観した3カ国の移住者政策は､人口減少､少子高齢化を迎えた日本社会にとって示唆に富

むものである｡注目すべきは､いずれの国も言語能力を移住者に対して求めている点である｡現在､日

本に定住する大多数の外国出身者は滞在条件に日本語力を求められることもなく､日本語教育を受け

る機会も保障されない｡また､就労､教育､社会保障などの場面における多言語情報提供の整備も進

んでいない｡そのため､移住者は住民､労働者としての権利､義務について十分な情報が得られず､不

利益を被り､社会参加を阻害されている状況がすでに見られる｡田村(2000)は外国人が地域社会で生

活する上でぶつかる3つの壁(｢ことばの壁｣ ｢制度の壁｣ ｢心の壁｣について指摘した｡先述した総務省

の｢多文化共生推進プログラム｣の提言はこのような状況を受け､その改善を目指して作られたものであ

る｡また､日本経済団体連合(経団連)では総務省の提言以前の2004年に｢外国人受け入れ問題に関

する提言｣を､また､ 2005年に｢『第3次出入国管理基本計画における主要な課題と今後の方針』に対

する意見と要望｣をそれぞれ発表している｡経団連の提言､意見書では日本に有用な外国人労働者の

受け入れの推進とともに､現在､問題化している長期滞在外国人の教育､保険､地域住民との共生に

ついて､自治体だけでなく､国､企業で対応するよう求めている｡その具体的な項目のひとつとして､日

本語教育の充実､多様化を挙げている｡

このように､言語能力は移住者が社会参画する上で重要なものと捉えられているが､移住者を対象と

した第二言語としての言語教育内容､方法についてはドイツやフランスなど移住者の多い国でも整備が

遅れており､日本語教育についても実践､研究ともここ数年､課題として取り上げられるようになったとこ

ろである｡

先述したヨーロッパ言語試験機関のCEFのような基準の検討が日本語でも始まっている｡第二言語

としての日本語能力とは､言語知識だけでなく､言語運用力を有することを意味する｡すなわち､日本

語を使って､日本社会に参加し､日本人と相互交渉する能力のことである｡ CEFの言語観では､複言語

環境にあって､さまざまな能力を使い分けて効果的なコミュニケーションをすることが重要だと捉えられ

ている｡多言語､多文化状況で相互の言語と文化を理解し､他の言語､文化に対し寛容になり､必要な
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課題を遂行するための言語能力のモデルは母語話者ではないと捉える0

〈cEF参照レベル〉

熟 達` し た 倭 用 者 �2�Mastery 兌x*(+ﾘ.蟹<x/�+�.�+X+ﾘ-�-ｨ+x-x,H,ﾈ.�,ﾈ/�w��8,凉ﾘ��+x.�+�,h*ｨ,X*ｸ.鑓*(.ｲ�

いろな話し言葉や書き言葉から得た情報をまとめ､根拠も論点も一貫した方法 

2 凾ﾅ再構成できるo自然に､流暢勝つ正確に自己表現でき､非常に複雑な状沢 

でも細かい意味の違い､区別を表現できる○ 

C 之ffV7F庸R���W&�F柳��ﾂ��&�V6坊�7��いろいろな種類の高度な内容のかなり長いテクストを理解することができ､含 

意を把握できる○ことばを捜しているという印象を与えずに､流暢に､また自然 

に自己表現できるo社会的､学問的､職業上の目的に応じた､柔軟な､しかも 

1 剏�ﾊ的な言葉遣いができるo複雑な話題について明確でしっかりとした構成の 

詳細なテクストを作ることができる○その際テクストを構成する軸は接続表現､ 

結束表現の用法をマスターしていることがうかがえるo 

自 �"�"�Vantage 俾兒ｨ,ﾉ�ｩnYZｩnﾈ,ﾈｵｨ��4�,宛9�.�ｭﾈ-�,JI(ｨ�ｹ4�*�,(ｾ��ﾉ4�,掩)��,ﾉZ�舐�

なテクストの主要な内容を理解することができるoお互いに緊張しないで母語 

話者とのやり取りができるくらい流暢かつ自然であるoかなり広汎な菓煮の話 

立 劔��,�,(*(,JIk隕ﾘ,X�ｨﾝx,�6X4�5�6x/�ﾞﾈ.�+�,h*ｨ,X*ｺH+8-ﾈ+H-ﾈ,�����闊,�,(*"�

し た 劍,I+x�.)%ｨ�/�麌+X,�*ｨ.x齪ﾌ�,ﾈ雹5�/���k�,X*ｸ.薬�

B 彦�&W6�ﾆB�仕事､学校､娯楽で普段出会うような身近な話題について､標準的な話し方で 

倭 劍*�.ｨ,韶Ywi5�/�yﾘ��,X*ｸ.��ｸ+ｸ,ﾈ+�,h,�*ｩ�(+8.ｨ,H*(.�&闔h/�{xﾗ8+X,H*(.�,b�

用 劍*ｸ,亢�+�.�+ｸ*H,芥+ﾘ*(,H*(,ﾈ駟�H,��顏�+x.�+�,h*ｨ,X*ｸ.愉�xｽ�,Xﾌ)�ﾉ4�,�.��

者 ���亅I�8,ﾈ*�.刎)��,�,(*(,JI%��8,雲ｹd�,Xﾈｸ-�WH*�.x.ｨ+ﾚIjﾉxﾘ*�.�6X4�5�6x/��

作ることができるo経験､出来事､夢､希望､野心を説明し､意見や計画の理 

由､説明を短く述べることができるo 

塞 礎 段 階 の 使 用 者 ���"�Waystage �+(*ﾘｮ馮ｹ4�,偉)�ﾉ4��饑�.(彿���饑�IH8*)Z芥ｽ�ｪH覃馼,�,zI+ﾉ�ｩ4亊hﾅr�
がある領域に関する､よく使われる分野表現が理解できる○簡単で日常的な範 

囲なら､身近で日常手の事柄についての情報交換に応ずることができる0日 

分の背景や身の回りの状況や､著癖知的な必要性のある領域のこと側を簡単 

なことばで説明できるo 

A �'&V�ｷF�&�v��具体的な欲求を満足させるための､よく使われる日常的表現と基本的な言い 回しは理解し､用いることができる○自分や他人を紹介することができ､どこに 

1 剌Zんでいるか､誰と知り合いか､持ち物などの個人的情報について､質問をし 

たり､助け舟を出してくれるなら簡単なやり取りをすることができるo 

吉島･大橋(訳･編)2004:p.251より　⑥Goethe-Institut Tokyo

これらの基準で､ドイツではBlレベル､すなわち自立した言語使用者になることを移住者に求める一

方､フランスではAl以下のごく基礎的な口頭能力を移住条件に課す｡日本政府が今後､外国からの移
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住労働者等を合法的に受け入れる際､必要な日本語能力の基準を設定し､日本語教育を政策的に実

施することが予想される｡日本に移住する外国出身者にはどの程度の日本語力が必要となるか､ CEF

の基準を移住者の特性に応じて検討することも可能であろう｡

5.地域在住外国出身者の言語課題と研究機関の役割

前項で述べたとおり､移住外国出身者が必要な言語能力とはなにか､それをどのように移住条件とし

て課すか､あるいはどのように習得支援を行うかについて､日本は早急に対応しなければならない段階

にある｡移住外国人に必要な言語能力とその評価法については国立国語研究所が2006年度から調

査研究を開始した｡また､文化庁ではここ数年､地域日本語教育の推進のため､調査研究､ボランティ

ア研修の開催､地域の日本語教室モデル事業などを実施している｡さらに､文部科学省では外国人児

童生徒の教育環境整備に向け､ 2006年度から外国籍児童生徒の不就学状況調査を開始するなど､

政府関係機関の具体的な動きが始まっている｡

一方､大学でも地域在住外国出身者の言語課題分野で地域に対する知的貢献の役割を果たす動き

が見られる｡大学等で行われている日本語教育実践､研究は､これまで留学生対象のアカデミックな分

野の日本語教育､あるいは海外の高等教育機関対象の日本語教育が中心となっていた｡しかし､ここ

数年､移住者対象の日本語教育に関する研究が取り上げられるようになってきており､学会､研究会等

での発表が増加している｡また､大学が地域在住外国人対象の日本語教育に関わる人材育成､研修

会を実施するケースも現れている｡岩手大学国際交流センターでは､平成17年度から地域貢献事業の

一環として｢日本語学習支援ネットワーク会議｣を主催し､岩手県ならびに東北地区の日本語学習支援

活動に関わる団体､個人の情報交換､研修の場を提供することになった｡平成17年度は岩手大学を会

場に､岩手県内はじめ東北一円の関係者が参加してのシンポジウム､分科会が行われた｡これを受け､

平成18年度は岩手県内での公開講演会､ならびに仙台市を会場とした複数団体共催のシンポジウム

を計画している｡また､筆者自身は財団法人岩手県国際交流協会の主催する日本語学習支援者研修

事業に講師として平成11年度から協力し､移住者の言語習得施策についての調査研究を継続してい

る｡これらの研修､研究活動においては移住者の言語能力とその習得だけでなく､受け入れ社会の体

制､意識の重要性についても強調している｡上述したような調査､研究成果を活用し､地域で増加が予

想される外国人移住者の言語課題に対し､ 1)最新の情報発信､ 2)関係機関等の調整､ 3)言語習得支

援法と教材整備､ 4)地域住民に対する啓発活動といった点について､研究機関は積極的な役割を果

たすべきである｡

*　この研究は日本学術振興会科学研究費補助金(基盤研究(B)(1)課題番号16320069　研究課題

｢移住者と受け入れ住民の多文化的統合を視座とした共通言語教育｣研究代表者:松岡洋子　平

成16年～19年度)により実施中である｡
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日本語特別コースおよび国際交流科目日本語科目実施報告

1.概要

国際交流科目日本語科目は初級､中級の各2レベルの授業14科目が提供されている｡対象は

短期留学特別プログラム等の交換留学生で､単位取得が可能である｡

一方､日本語特別コースの対象は単位取得を目的としない全学の外国人留学生で､定員に余

裕のある場合には研究員およびその家族も受講が可能である｡国際交流科目日本語科目は日本

語特別コースの初級､中級レベルを兼ね､全学共通科目日本語科目は日本語特別コースの上級

レベルを兼ねて開講されている｡すなわち､初級､中級レベルの授業では､国際交流科目または

特別コースとして履修する学生が､上級レベルの授業では全学共通教育または特別コースとして

履修する学生が混在する形で授業が進められている｡

2.受講までの流れ

受講希望者は､毎学期はじめに実施されるオリエンテーション-の参加が義務づけられている｡

オリエンテーションでは英語および中国語の通訳を介した説明を行っており､今年度は尾中教員

(英語)､国際課の雀職員(中国語)の通訳協力を得た｡コース概要､履修方法等を30分程度説

明し､ ｢受講申込書｣の提出を求めた○その後､クラス決定のためのプレースメントテストを実施した｡

前学期からの継続受講者は前学期の成績によって日本語能力が把握できているため､プレースメ

ントテストは免除した｡プレースメントテストの結果は翌日朝に国際課掲示板にて発表し､学生はそ

の結果に基づき､受講科目を選択する｡研究生､大学院生には指導教員の承認を得るため｢受講

承諾書｣の提出を求めた｡平成17年度オリエンテーションは以下のように実施した｡

<前期>

4月5日(火) 13:30-15:00　学生センターG41教室　参加者16名

4月7日(木) 13:30-15:00　　学生センターG41教室　参加者　5名

<後期>

10月5日(水) 13:30-15:00　学生センターG41教室　参加者　20名

10月7日(金) 13:30-15:00　学生センターG41教室　参加者　7名

なお､諸事情によりオリエンテーションに参加できない受講希望者､および学期途中に来学した

受講希望者に対しては担当教員が個別に対応した｡今年度は特に外国人研究員が学期の途中
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から受講を希望する例が多く､その都度対応したが､授業進度と受講者の日本語力との関係上､

通常のクラスとは別にボランティアに対応を依頼したケースもあった0

3.授業概要

3.1開講クラス

初習者対象の｢日本語初級I｣､初級前半修了(約150時間程度学習した者)対象の｢日本語

初級Ⅱ｣､初級修了程度(約　300時間程度学習した者)対象の｢日本語中級I｣､中級前半修了

(約450時間学習した者)対象の｢日本語中級Ⅱ｣､中級修了(約600時間程度学習した者)対象

の｢上級日本語｣の5レベルの授業を毎学期提供している｡初級では､基礎的な言語形式の習得

を中心とし､中級では4技能別､機能別に授業が構成されている｡先述したように､初級､中級レ

ベルの授業は国際交流科目日本語科目と日本語特別コースを兼ねて開講している｡授業概要は

以下の通りである｡

<日本語特別コース科目一覧>

レベノレ �盈ｩkﾂ�内容 �5(7ﾒ�

初級Ⅰ �?ｩgｸﾎｨ�ｸ�B�初めて日本語を学習する人が対象○初歩的な文法､語嚢等についての知識 澱�

および日常生活に必要なごく基本的な会話および読み書きの技能の習得を 

総合 冦ｨ輾+v��

テキスト:『みんなの日本語初級Ⅰ』(スリーエーネットワーク) 

初級Ⅱ �?ｩgｸﾎｨ�ｸ�R�日本語を150時間程度学習した人が対象o初級後半の文法､語嚢等につ 釘�

いての知識および日常生活に役立つ会話および読み書きの技能の習得を 

総合 冦ｨ輾+v��

テキスト:『みんなの日本語初級II』(スリーエーネットワーク) 

日本語初級Ⅱ 傀从佩9Kﾈ8ﾈ7�8ｸ,ﾈｫ�｣S��鬩/i7�,ﾈ�;�/�mｨ輾+x�ｲ�1 

漢字 �6X4ﾈ5�6sｨ�t$�8uD4ｴ�茯uD$�ｵf���(�ｉgﾙ�ﾈ����

中級Ⅰ �?ｩgｸﾎｩ(hｸ�B��ﾘﾘr�初級修了者が対象○大学生活(研究室､授業等)に必要な日本語の会話技 �"�能および中級レベルの文法.語嚢の知森の習得を目指すo 

テキスト:『現代日本語コース中級Ⅰ』(名古屋大学出版会) 

日本語中級Ⅰ ��ﾉ�ﾈ,h+X,I?ｨ�ﾙ�hｨ蟹�Xｧy�hｨ�,儺ｹwh,��(ｵｩEﾈ,ﾈ�;�/�mｨ輾+v��1 

会話 �6X4ﾈ5�6sｨ�x,�-�.x*�?ｩgｸﾎｨ檠�(�ｈ4�8ｸ4竰�

日本語中級Ⅰ �4�4ｨ6h7�6(4�,閏h�,ﾈｮ��)<x��|ﾘ,ﾈ�;�/�mｨ輾+x�ｲ�1 

読解 �6X4ﾈ5�6sｨ�y�Xｧr��Xｧx��z�y�h,ﾉ?ｩgｸﾎ｣�<x��](�ｈ4�8ｸ4竰�

日本語中級Ⅰ �4�4ｨ6h7�6(4�,閏h��8ﾈ7ﾈ�ｸ6x,�,r�,ﾈﾞﾉ�ﾉEﾉ|ﾘ,ﾈ�;�/�mｨ輾+tB�1 

作文 �6X4ﾈ5�6sｨ�y�Xｧr��Xｧx��z�y�h,ﾉ?ｩgｸﾎ｣�ﾞﾉ[i](�ｈ4�8ｸ4竰�
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日本語中級Ⅰ �(hｸ���ﾈ8ﾈ7�8ｸ,ﾈｫ�｣3��鬨,ﾈ�;�/�mｨ輾+v��1 

漢字 �6X4ﾈ5�6sｨ�t泌DU$ﾔTHuD�DTｴ�茯uD$�ｵf����ｉgﾙ�ﾈ����

中級Ⅱ �?ｩgｸﾎｩ(hｸ�R��ﾘﾘr�中級前半修了者が対象o大学生活(研究室､授業等)に必要なより高度な �"�

日本語の会話技能および中級レベルの文法.語嚢の知識の習得を目指す○ 

テキスト:『現代日本語コース中級Ⅲ』(名古屋大学出版会) 

日本語中級Ⅱ �.h.畏)7�,�4�4ｨ6h7�6(4�,閏h�,ﾉ<x��|ﾘ,ﾈ�;�/�mｨ輾+x�ｲ�1 

読解.漢字 �6X4ﾈ5�6sｨ6�986�4�4X6r�

日本語中級Ⅱ 作文 �.h.畏)7�,�4�4ｨ6h7�6(4饉h��8ﾈ7ﾈ�ｸ6zH揵�[i9著ﾞﾉ�ﾉEﾉ|ﾘ,ﾈ�;�/�mｨ輦�1 
すoテキスト:『留学生のための論理的な文章の書き方』(スリーエーネットワ- 

ク) 

日本語中級Ⅱ 凉ﾘﾆ隗y�h,儺ｹwh,旭��)4�,夷ｩE蟹[hﾅ�9�,ﾉ&ﾘ�,ﾈ�;�/�mｨ輾+v��2 

理系日本語 �6X4ﾈ5�6sｨ6�986�4�4X6r�

日本語中級Ⅱ 兌hﾆ隗y�h,儺ｹwh,旭��)4�,夷ｩEる[hﾆ�,ﾉ&ﾘ�,ﾈ�;�/�mｨ輾+x�ｲ�1 

文系日本語 �6X4ﾈ5�6sｸ6�986�4�4X6r�

上級 ��8ｸ�?ｩgｸﾎ｢�大学生活に必要な高度な口頭表現力の習得を目指すo ���

口頭表現 �6X4ﾈ5�6sｨ6�986�4�4X6r�

上級日本語 ��Xｧy�hｨ�,儺ｹwh,畏)7�,�<x��|ﾘ,ﾈ�;�/�mｨ輾+x�ｲ�1 

読解 �6X4ﾈ5�6sｨ6�986�4�4X6r�

上級日本語 論文作成 ��Xｧy�hｨ�,儺ｹwh,畏)7�,閏h�ﾞﾉ�ﾉEﾉ|ﾘ,ﾈ�;�/�mｨ輾+v��1 
テキスト:『大学.大学院留学生の日本語4論文作成編』(アルク) 

『大学生と留学生のための論文ワークブック』(くろしお出版) 

4.実施状況

初級クラスは前後期とも研究生､研究員､家族の受講者のみで､正規生の受講者はいなかった｡

中級Ⅰクラスには初めての短期留学特別プログラム生としてテキサス大学オーステイン校から2名

(前期2名･後期1名)が参加した｡後期にはア-ラム大学sICEプログラムの学生が初級Ⅱクラス

(5名)､中級Ⅰクラス(総合､会話､漢字に各7名)に12月初めまで参加した｡また､外務省青年招

碑事業研修生(キルギス)1名が11月未から2月初めまで中級2クラス､上級クラスに参加した｡

各学期の時間､担当者､受講者数は以下のとおりである｡
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<前期> (4月12日～8月2日)

科目名 倬隴B�担当 假8ﾗX�)�B�

特別 俛�ﾝｲ�共通 

日本語初級Ⅰ総合 ���Xｾ���ﾓB�松岡洋子.坂本淳子 大高久枝 �2�0 ��

日本語初級Ⅱ総合 佇駑ィ�大高久枝.大畑佳代子 釘�0 辻�

日本語初級Ⅱ漢字 佇霎�R�小笠原洋光 �2�0 辻�

日本語中級Ⅰ総合 佇�2紕�m���"�尾中夏美 松岡洋子 ��"�4 ��

日本語中級Ⅰ会話 佇�2紕�尾中夏美 唐�3 辻�

日本語中級Ⅰ作文 �絣綯�中村ちどり 唐�2 辻�

日本語中級Ⅰ読解 ��Sr繧�橋本学(人文社会科学部) 湯�2 辻�

日本語中級Ⅰ漢字 佇�2紕�尾中夏美 ����1 辻�

日本語中級Ⅱ総合 佇絣綯��S2紕�松岡洋子 途�2 ��

日本語中級Ⅱ読解 ��Sr繧�岡崎正道 澱�0 辻�

日本語中級Ⅱ作文 冦コ綯�中村ちどり ���0 辻�

日本語中級Ⅱ 理系日本語 冦ビﾓ���小笠原洋光 ���0 ��

日本語中級Ⅱ 文系日本語 佇�2紕�岡崎正道 ��2�2 ��

上級日本語口頭表現 佇縒繧�松岡洋子 唐�- ��R�

上級日本語読解 ��S偵���岡崎正道 湯�- ��r�

上級日本語論文作成 仞�2紕�菊地悟(教育学部) 迭�- ����

合計 �#x5(7ﾒ� ���r�16 鼎"�

受講者合計165 

<後期> (10月12日～2月22日)

科目名 倬隴B�担当 假8ﾗY�B�
特別 俛�ﾝｲ�共通 

日本語初級Ⅰ総合 ���Xｾ���ﾓB�松岡洋子.坂本淳子 大高久枝 途�0 ��

日本語初級Ⅱ総合 佇駑映ﾓB�大高久枝.大畑佳代子 唐�5 辻�
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日本語初級Ⅱ漢字 佇絣綯�小笠原洋光 迭�0 辻�

日本語中級Ⅰ総合 佇駑���"�松岡洋子 �#"�1 辻�

日本語中級Ⅰ会話 佇�2紕�尾中夏美 �#��1 辻�

日本語中級Ⅰ作文 �絣綯�中村ちどり 迭�1 辻�

日本語中級Ⅰ読解 ��Sr繧�橋本学(人文社会科学部) 途�1 辻�

日本語中級Ⅰ漢字 佇縒繧�尾中夏美 ��2�0 辻�

日本語中級Ⅱ総合 佇絣綯��S2紕�尾中夏美 松岡洋子 湯�2 ��

日本語級Ⅱ読解漢字 仞�r繧�岡崎正道 唐�2 辻�

日本語中級Ⅱ作文 冦コ綯�金田啓子(教育学部) 澱�1 辻�

日本語中級Ⅱ 理系日本語 冦ビﾓ���小笠原洋光 �"�0 ��

日本語中級Ⅲ 文系日本語 佇�2紕�岡崎正道 湯�3 ��

上級日本語口頭表現 佇縒繧�松岡洋子 迭�- �#��

上級日本語読解 ��S偵���岡崎正道 唐�- �#"�

上級日本語論文作成 仞�2紕�小島聡子(人文社会科学部) 唐�- 澱�

合計 �#x5(7ﾒ� ��C2�17 鼎��

受講者合計209 

受講数合計は延べ人数

5.問題点､課題

5.1施設､設備

学生センター棟の演習室数が不十分で､日本語クラスの教室の確保が困難な状況が続いて

いる｡ここ数年､人文社会科学部が専門科目を演習形式で行うケースが増加しており､そ

のため､中小規模の演習室が必要になっている｡この状況は今後とも続くことが予想され､

改善策が急がれる｡

また､新学期当初および夏休み前には教室の環境が劣悪になる｡新学期は暖房が切られ

ているが､盛岡の場合､ 4月いっぱいはかなり冷え込む日が多い｡一方､ 6月終わりごろ

から暑さのため熱中症の症状を訴える学生も出ており､扇風機､団扇､保冷剤などを教室

に持ち込んで対応している｡近年の異常気象は学生に我慢を強いる限界を超えており､学

習に集中できる環境にはない｡経費節減のため一律に冷暖房費を削減することによって､

最低限の教育環境を整えることができない現状は問題である｡

さらに､今年度新たにオンライン教材を導入し､授業でも試用を始めたが､情報処理セ

-15-



ンタ-教育端末室の使用には時間的制限があり､国際交流センター教員室でのノートパソ

コンによる授業は準備､後片付けに時間を要し､ノートパソコンの台数および部屋のスペ

ースに制限があるため利用しづらい｡

以上の問題は､国際交流センターの専用施設が確保できないことに起因するが､早急に

施設を作ることは不可能である｡現状でできる限りの改善策を講じていきたい｡

5.2　内容､コースの位置付け

学習者の日本語レベル､ニーズが多様であるが､それぞれの絶対数が少ないために効果

的なクラスの設置が困難である｡今後､国際交流センターの学期設定時期と合致しない時

期に多様なプログラムの日本語学習者が合流するケースが増加することが予想される｡学

生や指導教員に対するにニーズ調査の実施や学習効果の検証を継続し､学生が参加しやす

く効果的な日本語教育を提供していきたい｡

以上

(文責:松岡洋子)
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日本語研修コース実施概要

1.コースの日的

日本語研修コースは､大学院入学前の日本語予備教育プログラムであり､ 6ケ月間の日本語集

中コースとして開講されているo受講対象となる学生は､岩手大学と近隣の大学の大学院-進学

する予定の留学生(大使館推薦の国費研究留学生および教員研修留学生)であるが､国際交流

センターの許可を得た場合は他の留学生も受講することができる｡毎年4月と10月に開講され､

日常生活と研究に必要な日本語の基礎を学ぶ｡

2.平成17年度前期

(1)受講生

受講生は6名で､全員が大使館推薦国費研究留学生である｡国籍と研修後の配属先は次の通

り｡

インドネシア(岩手大学人文社会科学部)

ウルグアイ(秋田県立大学)

ガーナ(秋田大学)

南アフリカ(秋田大学)

タンザニア(岩手医科大学)

アルゼンチン(岩手県立大学)

(2)授業日程

4月7日(木)

4月12日(火)

4月13日(水)

4月15日(金)

4月29日～5月5日

7月29日(金)

8月初旬～下旬

8月下旬～9月中旬

9月15日(木)

プレースメントテスト

開講式

授業開始

留学生のためのオリエンテーション

連休

日本語修了発表会

夏休み

補習授業

修了式
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(3)週間時間割

(月) 宙懌��(水) 忠mｒ�(金) 

Ⅰ(9:00-10:30) ��ﾘﾘy?ｩgｸﾎ､��総合日本語A �<x��鞐ﾉ[d��総合日本語A ��ﾘﾘy?ｩgｸﾎ､��

Ⅱ(10:30-12:00) ��ﾘﾘy?ｩgｸﾎ､��総合日本語A 個別指導B �<x��鞐ﾉ[d��総合日本語A ��ﾘﾘy?ｩgｸﾎ､��ﾌ)¥ｨ轌;�"�

Ⅲ(13:00-14:30) 亅�､��漢字rA �5(98788X�ｸ5��漢字A 亅�､��

Ⅳ(14:45-16:15) ��日本事情 侘)¥ｨ轌;��� ��

(4)授業担当者

総合日本語A

読解･作文A:

漢字A:

コンピュータ:

日本事情:

個別指導A･B

※漢字クラスは13:45-14:00の間は自習時間

※　日本語授業のレベルは､Aが初級Ⅰ､Bが上級

松林和美､坂本淳子､小野寺淑(国際交流センター非常勤講師)

中村ちどり(国際交流センター専任教員)

松林和美､坂本淳子､小野寺淑(国際交流センター非常勤講師)

小笠原洋光(国際交流センター専任教員)

尾中夏美(国際交流センター専任教員)

中村ちどり(国際交流センター専任教員)

3.平成17年度後期

(1)受講生

受講生は4名で､内訳は教員研修留学生2名(フィリピン人､岩手大学配属)と学内募集の中国

人留学生2名である｡

(2)授業日程

10月11日(火)

10月12日(水)

10月14日(金)

12月23日～1月10日

1月4日～6日

2月17日(金)

2月下旬～3月中旬

3月10日(金)

3月17日(金)

開講式

授業開始

オリエンテーション

冬休み

スキー研修旅行

日本語修了発表会

補習授業

修了式

留学生送別会
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(3)週間時間割

(月) 宙懌��(水) 忠mｒ��(金) 

Ⅰ(9:00-10:30) ��ﾘﾘy?ｩgｸﾎ｢�総合日本語 �<x��鞐ﾉ[b�総合日本語 ��ﾘﾘy?ｩgｸﾎ｢�

Ⅱ(10:30-12:00) ��ﾘﾘy?ｩgｸﾎ｢�総合日本語 �<x��鞐ﾉ[b�総合日本語 ��ﾘﾘy?ｩgｸﾎ｢�

Ⅲ(13:00-14:30) 亅�｢�漢字 �5(98788X�ｸ5��漢字 亅�｢�

Ⅳ(14:45-16:15) ��日本事情 侘)¥ｨ轌;�� ��

※漢字クラスは13:45-14:00の間は自習時間

※　日本語授業のレベルは､全て初級Ⅰ

(4)授業担当者

総合日本語:

読解･作文:

漢字:

コンピュータ:

日本事情:

個別指導:

松林和美､坂本淳子､小野寺淑(国際交流センター非常勤講師)

中村ちどり(国際交流センター専任教員)

松林和美､坂本淳子､小野寺淑(国際交流センター非常勤講師)

小笠原洋光(国際交流センター専任教員)

尾中夏美(国際交流センター専任教員)

中村ちどり(国際交流センター専任教員)

(担当:中村ちどり)
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全学共通教育科目(日本語)

主に新入学の1年生が履修する外国語科目としての日本語であるが､彼らは入学の時点におい

て既に相当程度の日本語能力を有しているので､その実情に合わせて｢上級日本語｣を3科目用

意している｡ (1)口頭表現(2)読解(3)論文作成である｡

週3回の授業を3人の教員が分担しているが､受講者は単位取得希望(必須)の学部留学生の

ほか､高度な日本語力の習得を望む学生やその家族等も参加し､ ｢日本語特別コース｣の上級編

をも兼ねるものとなっている｡

(1)口頭表現では､ハイレベルな話題をもとに議論したり､自分の意見を発表しかつ質疑応答も

行なったりする､高度な会話の訓練

(2)読解では､日本の文化･歴史･政治､現代社会の諸問題などに関する､これもレベルの高い

文章(新聞等)の読解の訓練

(3)論文作成では､研究した内容や報告する事項を日本語でまとめる訓練

この授業の受講者は原則として､過去において600時間程度の日本語学習歴を有する者に限ら

れているので､相当ハイレベルな内容にもついてこれるはずであるが､それでも漢字圏(中国など)

の出身者とそうでない者､専攻分野の違いなどにも起因する関心の度合いの高低等により､おの

ずと差が生じてくることは避けがたい｡

授業担当者は次のとおり

上級日本語A(口頭表現)松岡洋子

上級日本語B(読解)　　岡崎正道

上級日本語C(論文作成)菊地悟

(担当:岡崎正道)

-20-



全学共通教育科目(日本事情)

この科目は全学共通教育科目｢人間と文化｣の一つとして留学生を対象に､理系と文系の2コース

に分かれていて､前期は｢日本事情A｣､後期は｢日本事情B｣として開講されている｡

理系コースについて､日本事情Aで使用した資料及び取扱内容は､前年度とほぼ同様に日本の明

治以降の技術史を中心に､具体的事例とその考え方についてである｡今年度の日本事情Bは､前期

に引き続き受講する学生が混在したので､視点を世界に向け､アーノルド･パーシー著『世界文明に

おける技術の千年史』を資料として日本とアジアに関係する内容を採り入れた｡

1.理系

前期については昨年の報告に詳述したので､ここでは､後期についての扱いを述べる｡ ･

先ず前期の初めに用いた資料によって､科学技術導入の歴史と日本の大学制度の変遷を､社会の

要請と科学の進展を背景において調べ､法人化を選択した日本の大学が今進めている産学官協力に

目を向け､科学教育がもたらす社会･文化-の影響を考える｡続いて､技術の進展は､孤立した一つ

の国家､あるいは一地方の特異な技能･知識に依拠してきたのではなく､他の多くの国々(地方)から

の新しい技能･知識の導入を､既に使用に馴染んだ自国固有の技能.知識との"対話"に上って相良.

開発を促し､そのようにして得られた新しい技能･知識が再び諸外国-伝えられ､あるいは逆輸入の形

で持ち込まれたりしながら､ より高いレベルの技能･知

識の形成-と繋がることを見るoこうして明治期から始まる日本の科学･技術の進展が世界史における

特異な存在ではなく､網の目で結ばれた世界のあらゆる地域の多種多様な出来事について"時間の

流れ"の中での必然とも言うべき事実であるとの認識を得る｡

資料は､特に中国や東南アジア諸国を意識した記述を選択して興味を惹きつけ､留学生のレベル

には少し高いが日本語として普通のレベルにあるもので､このような書籍を読み進むために付きまとう

日本語特有の言い回しや頻出する未修得漢字の困難さから意欲を失うことの無いように配慮しつつ授

業を展開したoまた､訳文であるため訳者には当然と思われる表現でも､前後の関係から別の言葉を

選んだ方が適当と思われる箇所についての評論も加え､更に一文進む度に各段落の要約を書かせ､

文の構成と著者の意図する内容の把握､文章表現力をつけるための作文練習をも兼ねた｡

1.1受講生

本年度の受講生数は､前期は工学部生3名､後期は前期受講学生3名を含み理系のみならず文

系学生を交えた17名である｡

1.2授業および評価(前期)

ほぼ昨年同様､以下の項目について､輪読しながら講義･解説及び議論を行った｡
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1)この講義の目的の説明

2)資料『科学の社会史』の前書き､序章｢社会のなかの科学｣､第1章｢日本における近代科学

の基礎工事｣ ､ 1750年頃からの大学､諸研究機関設置とその変遷と年表

3)江戸時代の機械技術- ･和時計の話

4)大砲製造と反射炉､工作機械と鉄鋼業の話､技術者養成機関としての大学､国産エンジンの

話､日本の鉄道と新幹線､電子顕微鏡の歴史とコンピュータを駆使した現在の電子顕微鏡の

話題

5)産学連携

･前期の評価は､出席して輪読に参加すること及びレポートで行った0

1.3授業および評価(後期)

後期の授業内容は､以下の項目についての読解､解説､各段落の要約である｡

1)この講義の目的の説明と『科学の社会史』の前書き､及び序章｢社会のなかの科学｣

2) 『世界文明における技術の千年史』の第1章(1)世界史におけるバランス- ･製鉄の話

3)日本の近代技術- ･大砲製造と反射炉､工作機械と鉄鋼業の話

4) 『世界文明における技術の千年史』の第5章(3)銃の製造､ (5)日本のマスケット銃- ･鉄の精錬と

性質､加工の話

5)釜石製鉄所の話

6) 『世界文明における技術の千年史』の第9章(1)ロシアの鉄道､ (2)日本の技術､ (3)技術革新と対

話､ (4)帝国主義の次元

7) 『科学の社会史』の第一章｢日本における近代科学の基礎工事｣ - ･技術者養成機関としての大

学(東京大学)

8) 『世界文明における技術の千年史』の第10章｢科学革命と技術の夢｣の(1)電気学と化学､ (2)新

しい機関､ (3)軽やかに飛ぶツバメ-の憧れ､ (4)物質という新世界-の夢､ (5)平和のための原子

力､ (6)伝統と対話しつつ歩む中国と日本

後期の評価は､出席し輪読に参加(出席点) ､随所でその時間に扱った資料についての要約提

出(読解力､聴解力)､更に最終回において新しく資料を与えそれについてのレポート提出(期限内

に資料を読み､内容を理解する読解力及び表現力)を求めて､これらを総合して行った｡

[参考資料]後期､新たに使用した資料のみ記載

アーノルド･パーシー著､林武監修､東玲子訳『世界文明における技術の千年史』 (新評論)

(理系担当:小笠原洋光)
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2.文系

外国人留学生が日本で学びまた日常生活を営む上で役に立つ､日本に関する諸事情､諸文化事象

について講義する｡具体的項目は､以下の通り｡

(1)日本人の言語表現の特性

(2)日本人の精神と日本文化の特質

(3)日本の歴史､歴史上の人物､日本の思想

(4)政治･経済･社会･風俗等､現代日本の諸問題

(5)その他､日本と日本人に関するあらゆる事柄､また日本と世界の関係など

これらの中からその都度具体的なテーマを設定して講義するのだが､出席している学生の日本語能力､

問題関心等により､内容をいろいろ工夫している｡また学生の出身国についても､考慮を払う必要があ

る｡特に政治的に対立する国の学生が授業に出ているような場合は､どちらか一方に与するような(あ

るいは､そう受け取られかねないような)発言は､極力慎む配慮が望まれる｡

(文系担当:岡崎正道)
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国際交流科目実施報告

1.概要

国際交流科目は短期留学特別プログラムの交換留学生を受講対象として実施される科目であ

る｡国際交流科目は大学の授業を英語により提供し､日本語力のない留学生が単位を取得するこ

とを目的として設置されている｡また､日本語学習を希望する留学生に対して入門レベルからの授

業を提供している｡平成17年度4月より短期特別留学プログラムの学生が在籍し始め､英語によ

る科目および日本語科目が開講された｡

さらに国際交流科目は全学共通教育科目､専門科目､教職科目とともに､全学の正規学部生

も受講可能な科目として認定されている｡これは､正規学部生が英語により知識を得る機会を与え､

実践的な英語力の向上を図るための措置である｡

平成17年度は短期留学特別プログラムの学生のほか､英語による科目は人文社会科学部生､

交換留学生､日本語･日本文化研修生が､日本語科目は交換留学生がそれぞれ受講した｡

2.実施状況

平成17年度の開講状況は以下のとおりである｡受講学生は短期特別留学プログラムの2名(前

期2名､後期1名)および交換留学生である｡

<前期;4月12日～8月2日>　(国際交流科目として登録者のあった科目のみ記載)

科目名 倬隴B�担当 假8ﾗY�B�

現代日本の法律Ⅰ 佇��クリアリ �"�

TheLawofContemporaryJapanI 途繧�(人文社会科学部) 

『武士道.日本の魂』を読む ���三浦勲夫 釘�
Reading"BushJ'do‥TjTeSou/ofJapan'もyNotobeInazo 迭綯�(人文社会科学部) 

映画に見る目本の文化と社会 冦��ファー �"�

JapaneseCultureandSocietyThroughFilm 湯����(人文社会科学部) 

もうひとつの国:1930年代のアメリカと現代の誕生 ���ファー �"�

AnotherCountry:TheUSAinthel930'sandtheBirthofModernity 途繧�(人文社会科学部) 

岩手の文化.歴史地理学 冦��杉浦直 �"�

TheCulturalandHistoricalGeographyoflwate 迭綯�(人文社会科学部) 

日本語中級Ⅰ総合 佇��2紕�尾中夏美 釘�

ⅠntermediateJapaneseⅠGeneral 冦����"�松岡洋子 

-24-



日本語中級Ⅰ会話 佇��尾中夏美 �2�

ⅠntermediateJapaneseIConVersation �2紕�

日本語中級Ⅰ作文 ���中村ちどり �"�

ⅠntermediateJapaneseⅠWriting 迭綯�

日本語中級Ⅰ読解 ��R�橋本学 �"�

ⅠntermediateJapaneseⅠReading 途繧�(人文社会科学部) 

日本語中級Ⅰ漢字 佇��尾中夏美 ���

ⅠntermediateJapaneseⅠKanji �2紕�

日本語中級Ⅱ総合 佇��R綯�松岡洋子 �"�

IntermediateJapaneseHGenera1 ��R�2紕�

日本語中級Ⅱ文系日本語 佇��岡崎正道 �"�

IntermediateJapaneseIIforSocialScience �2紕�

<後期;10月12日～2月22日>

科目名 倬隴B�担当 假8ﾗY�B�

現代日本の法律Ⅱ 佇��クリアリ �"�

TheLawofContemporaryJapanⅡ 途繧�(人文社会科学部) 

日本のスポーツSportsinJapan �����"�浅見裕 (代表;教育学部) ���

『武士道の倫理と現代日本』を読む ���R綯�三浦勲夫 (人文社会科学部) �2�

Reading〟meSamura1'Eth1'CaDdModemJapaD"by 

MishimaYukio 

日本人の心理的側面 冦��斎藤博次 ���

ThePsychologicalAspectsoftheJapanese 迭綯�(人文社会科学部) 

宮沢賢治の詩の世界 仞��山本昭彦 ���

AnⅠntroductiontothePoeticworldofMiyazawaKenji 迭綯�(人文社会科学部) 

日本語中級Ⅰ総合 佇駑��松岡洋子 ���

ⅠntermediateJapaneseⅠGeneral ���"�

日本語中級Ⅰ会話 佇��尾中夏美 ���

ⅠntermediateJapaneseⅠConVersation �2紕�

日本語中級Ⅰ作文 ���中村ちどり ���

ⅠntermediateJapaneseIWriting 迭綯�

日本語中級Ⅰ読解 ��R�橋本学 ���

ⅠntermediateJapaneseⅠReading 途繧�(人文社会科学部) 
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日本語中級Ⅲ総合 佇��R綯�尾中夏美 �"�

ⅠntermediateJapaneseⅠⅠGeneral ��R�2紕�松岡洋子 

日本語中級Ⅱ読解 仞��岡崎正道 �"�

ⅠntermediateJapaneseⅠⅠReading 途繧�

日本語中級Ⅱ作文 冦��金田啓子 ���

ⅠntermediateJapaneseHWriting 迭綯�(教育学部) 

日本語中級Ⅱ文系日本語 佇��岡崎正道 �2�

IntermediateJapaneseIIforSocialScience �2紕�

3.課題

現段階では学生交流協定校数が少なく､国際交流科目の主たる対象学生である短期留学特別

プログラムの学生数はごくわずかである｡そのため､毎学期の開講予定科目リストの中から､短期留

学特別プログラムの学生が受講申請した科目についてのみ開講するシステムをとっている｡英語に

よる授業は担当教員の負担が大きい｡そのため､開講準備したものが無駄になることのないように､

受講者ゼロの科目を開講しないための措置である｡したがって､短期留学特別プログラム以外の学

生は上記の経過によって開講の決まった科目の中から受講科目を選択することになる｡開講可能

な科目は上述の開講状況一覧より多く準備されているが､実際に短期留学特別プログラムの学生

が受講を希望しない場合は開講されないことは､短期留学特別プログラムの学生以外の選択肢を

狭めることになる｡このような状況を改善するために､正規学部生､交換留学生に対する開講前に

受講希望調査を実施するなど､受講生確保の方策を講じる必要がある0

また､平成17年度は英語による授業が始めて実施されたが､登録､受講生管理､成績管理等に

ついて学務課との協力体制が未整備であった｡来年度からは､国際課において国際交流科目の

学務事務を担当し､学務課と連携するよう体制を整えるよう準備を進めている｡

さらに､国際交流科目を恒常的かつ安定的に実施するためには方策が必要である｡たとえば､基

礎科目を英語で提供することによって､交換留学生が就学期間を延長することなしに卒業するシス

テムを構築することや､岩手大学ならではの魅力ある科目を提供することなどによって､留学生を獲

得することにつなげられる｡そのためには､担当教員に対してインセンティブを与えるなど､全学的

取り組みが求められる｡

以上

(文責:松岡洋子)
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夏期休暇日本語補講報告

1.概要

夏期休暇日本語補講は学期中の通常クラスに参加できない学生や､通常クラスで学習したことを復

習したい学生を対象として開講した｡また､ア-ラム大学SICEプログラムの参加学生が10月の通常ク

ラスの開講までに学習予定レベルの授業に支障をきたさないように準備クラスとして利用された｡

①初級Ⅱ予備クラス

日時: 2005年9月1日～9月29日　9:00-12:00 (全8回)

対象:初級Ⅰ修了者､ア-ラム大学sICEプログラム(参加者計7名)

担当:大高久枝　大畑佳代子

内容:初級前半レベルの総復習｡初級の基本文型を使って四技能を総合的に高める｡

利用教材: 『げんき1』(TheJapan Times)

『みんなの日本語Ⅰ』(スリーエーネットワ-)ほか

②中級Ⅰ予備クラス

日時:2005年9月1日～9月29日　9:00-12:00 (全8回)

対象:初級Ⅱ修了者､研修コース修了者､ア-ラム大学sICEプログラム(参加者計12名)

担当:坂本淳子　大高久枝

内容:初級レベルの総復習｡特に日本語の音声に慣れ､スムーズな発話に繋がるような練習

を中心に行った｡

利用教材: 『日本語作文とスピーチのレッスン初級から中級-』(アルク)

『日本語集中トレーニングー初級から中級--』(アルク)ほか

2.課題

初級前半終了程度の学習者に対応できる教材が少ないため､担当者は学生の能力を見ながら臨機

応変に対応している｡しかし､短期間の講座では､その都度教材を自作するのも限界があるため､教

材開発が必要である｡

また､夏期休暇中は残暑が厳しい日も多く､教室環境が劣悪となる｡扇風機等での対応では不十分

であり､教室環境の改善策を講じる必要がある｡

なお､ SICEプログラムの参加学生の日本語レベルが日本での研修には不十分なケースが見られ､

送り出し先での事前研修に改善が求められる｡

以上

(文責:松岡洋子)
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日本語･日本文化研修コース

1.コースの特色

本コースのねらいとするところは､日本語および日本の諸事情､すなわち日本の文化･歴史･地

理･政治･経済･社会･教育等々について理解を深めさせることにある｡

そして､教室内で教師が何かテキスト等を用いて講義するのを学生が聞くというスタイルにとどま

らず､様々な行事や体験学習等がふんだんに用意され､大いに楽しみながら学べるというのが､本

学の日本語･日本文化研修コースの大きな特色である｡

2.受講生

2002-03年はロシア人1名､ 2003-04年はロシア･チェコ･中国各1名の計3名､ 2004-05

年は中国･カザフスタン各1名を受け入れた｡ 2005-06年は中国人1孝.を受け入れている｡

3.指導体制

留学生の専門分野や興味･関心にマッチする専攻の教員が､指導教官を務める｡また日本語の

指導や生活･就学上の相談等については､国際交流センターの教員が共同で携わった｡

4.活動内容

周辺の名所･旧跡等を訪ねたり､必要に応じ博物館等の文化施設で研修を行なう｡学内･学外の

イベント等に積極的に参加させて､関係者や市民との交流を深める｡花見･バスツアー･キャンプ･

盆踊り･七夕･クリスマス･餅つき･スキーツアー･ひな祭り等々､季節ごとの催しが大学及び学外諸

団体によって数多く企画､実施され､留学生たちはこれらを通して日本文化を実体験することがで

きる｡

5.受講資格･修了要件

このコースを受講することができる学生は､中級レベル以上の日本語能力を有し､日本語･日本

文化に関する分野を専攻もしくは学習している者である｡コースの修了者には修了証を交付､また

受講科目については､成績等の条件を満たした場合単位を与える｡

(文責:岡崎正道)
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日本語･日本文化研修生修了レポート作成報告

1.対象学生と指導の概要

日本語･日本文化研修プログラムは世界各国の高等教育機関において日本語･日本学を専攻

する学生が日本の大学k 1年間留学し､各自の専門知識を高めることを目的として文部科学省が

実施する制度である｡国際交流センターでは､平成17年度は前期(平成16年10月～17年度9

月)は大使館推薦1名(カザフスタン)､交流協定校の大学推薦2名(中国)､後期(平成17年10

月～平成18年9月)は大学推薦1名(中国)の研修生を受け入れた｡日本語･日本文化研修生は

各専門の担当教官が指導教官となるが､国際交流センターに所属する学生である｡

研修生は各自の専門分野の講義および日本語授業を受講し､知識･技能を高める一方､個別

研究を行い､国際交流センターが主催する｢修了発表会｣において発表し､最終レポートを提出す

ることが義務付けられている｡

2･平成16年～平成17年研修生の個別研究

当該年度の研修生､個別研究課題は以下のとおりである｡

氏名 偬��r�身分 侈Hｸh攣���

サビナ.アダモヴア �4ｨ5X7H5�5�92�大使館推薦 倬ﾙ���)Eﾈ,ﾘ��檍,ﾈﾆ��ﾈ,佰ﾈ*�+ﾒ�ｬ(ｺｸｻ8支,ﾉ5x､｢�ﾙ�i�俛�,h4ｨ5X7H5�5�98,h/�NHｧ(+X,Bﾒ�

劉績 (中国.精華大学) �(hﾙ��大学間推薦 �?ｩ(i{ﾈﾙ�,ﾈｫ�ｨ淙ｧh*�.xﾊ�.亅�ｩn)���

学生は､国際交流センター担当教員が修了発表までのスケジュールを提示し､指導教員の助

言のもとに個別研究を進めた｡最終段階で､国際交流センター教員が文章の構成および修了発

表用資料(スライドおよび発表用テキスト作成)について指導した｡両学生とも担当指導教員の指

導時間が十分に取られており､研究室学生との交流も多かった｡

3.課題

日本語･日本文化研修生に対する1年間の研修計画が明示されていないため､研修生は各自

の研修内容について暖味な状態に置かれている｡今年度は個別研究指導教員と国際交流センタ

ー教員が事前に打ち合わせをして1年間の研修計画の概要をたてた｡次年度以降は､授業､文

化交流､研究を総括した形の研修計画を､センター教員､指導教員､学生との話し合いによって
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早期に作成することが望ましい｡また､センターと指導教員の一層の協力体制が求められる｡

以上

(文責:松岡洋子)

-30-



韓国群山大学サマースクール日本語クラス報告

1.概要

国際交流センターで平成17年度初めて実施したこのサマースクール日本語クラスは､群山大学サ

マースクールの平日午前中(9:30-12:30)のプログラムとして実施された｡参加学生の日本語力には

個人差が大きかったが､母語話者に対して日本語を使用する機会をできるだけ多く提供するため､日

本語を使ったプロジェクトワークを行った｡

なお､この授業は教育学部専門科目｢日本語教授法｣受講生がTAとして参加し､プロジェクトの進行

を補佐した｡以下にプログラムの概要を示す｡

回 �?ｩWB�内容 �?ｩgｸﾎｨｻ8�d��8ﾗX�(,ﾉo�ｨB�

1 嶋ﾈ���?｢�自己紹介 ��(7��ｸ6x6��ｲ�

(木) 唳?ｩgｸﾎｨ,Y�(+Xﾘx*�*B�

2 嶋ﾈ���?｢�日本事情(日本人の日常) �?ｩgｸ馼��,ﾈ�饑�/�ｹ��
意見を聞こう【健康法､韓流ブーム､携帯事 侈Hｸh6X�ｸ7ﾘ,ﾉ��k��

(金) ����｢�意見交換の相手 

(ホームステイ先でインタビュー準備) �48985�7(8X�ｹ�)d�,ﾉ��k��

同日午後 宙4�4�6X4(7(6X4"��プロジェクトのサポート準備 ･情報検索の方法 ･インタビューシート作成 ･インタビューの表現技法 ･比較研究の方法 

8月20日 �7ｨ�ｸ8�5�6X49�h,X48985�7(8X�ｲ�8ﾊ假ｸ��� 

3 嶋ﾈ�#)?｢�意見収集の結果まとめと学生同士の討論 假ｸ��饑�,ﾉ�騫ﾘ5H7ﾈ�ｸ6r�
(月) 忠NHｧ(ﾊHｸh,ﾉ_ｹd���意見の類型化.比較の視点の提示 

4 嶋ﾈ�#9?｢�情報補強法【インターネット&文献検索】 ��饑�ﾉ�Yd�,ﾉ��k��
(火) 宙6x786(4�,亊h+x.��ﾙvﾈ,��饑�,ﾈ����情報収集サポートと整理サポート 

5 嶋ﾈ�#I?｢���R��追加情報の収集(インタビュー) �48985�7(8X�ｸ5H7ﾈ�ｸ6r�

6 嶋ﾈ�#Y?｢�調査結果と考察方法 �+(ﾛ以ｸ惓�騫ﾘ5H7ﾈ�ｸ6r�
(木) 宙ｭ�?ｨ,ﾈ馼�粨�8ﾊ�,ﾉNHｧ"��討論パートナー 

7 嶋ﾈ�#i?｢�粟���発表技法入門【比較研究の口頭発表演習】 �7�8��ｸ7ﾈ48986xﾞﾉ�ﾈ5H7ﾈ�ｸ6r�JﾙUﾉUﾈﾋｸ轌;��

同日午後 ��ﾈ惓JﾙUﾈ橙� 
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群山大学の学生は学年混合の3グループに分かれ､それぞれテーマを決めて日韓事情の比較を行

った｡選ばれたテーマは1)携帯電話事情､ 2)韓流ブームの意識､ 3)食文化､の3つであった｡各グ

ループを日本語教授法受講学生が補佐した｡まず､グループ討論によって知りたい情報の項目を挙

げ､それを整理して､図書館の文献､インターネットなどから情報を収集した｡さらに､学内､およびホ

ームステイ先でそれぞれのテーマについて知りたいことをインタビューし､テーマに関する事実と意見

を日韓事情の比較という視点で分析し､パワーポイントにまとめて発表を行った｡

2.成果と課題

参加学生は学年､日本語力､興味分野に差が大きく､決められたテーマに対する研究の取り組み姿

勢にも差が見られた｡そのため､一部の学生に作業が偏ったり､日本語教授法受講学生の誘導によっ

てかろうじて作業が進められたり､といった状況であった｡また､インターネットの情報検索作業では､

日本語による検索作業に不慣れなために､時間が不足し､補佐役の学生が手伝う場面が多く見られた｡

最終的にはどのグループも一定レベルの成果発表をすることができたが､プロジェクトワークに対する

不慣れさ､作業時間の短さなど-の対処法を考える必要がある｡

来年度以降も継続される場合､プロジェクトワークという手法は残しつつ､内容､テーマ､ TAの活用

法等について改善を行いたい｡たとえば､来日までにこちらから課題を出し､準備する時間を与えるこ

と､テーマについて主体的に選択すること､日本語能力に基づき事前にグループ分けをしてもらうこと

など､考慮したい｡

以上

(文責:松岡洋子)
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理工系留学生教育･指導について(平成17年度)

理工系留学生教育としては､工学部の学部内共通基礎科目として｢基礎工学概論｣と､農学部及び

工学部の大学院生､大学院受験予定者､研究者を対象とする｢理系日本語｣ (国際交流センタ一･日

本語特別コース参照)がある｡ここでは､工学部について述べる｡

1.教育

留学生のために工学部における学部内共通基礎科目として｢基礎工学概論｣をおき､工学の基礎と

なる物理学､数学､化学に関する日本語で書かれている文章と､日本の工業事情を新聞記事､ビデオ

等で紹介し､日本語の読解力と聴解力を養成すること､日本語で書かれた半導体基礎用語､日本工

業規格についての用語を学ぶこと､日本語による報告書(レポート)の書き方を習得することを目的と

する｡授業内容と教材等については､ 2004年度の本センター報告に詳述されている｡

受講者及び授業について=今期(平成17年度前期開講)の受講者は､電気･電子工学科の1年

次及び3年次各2名の計4名である｡対象が電気工学科生である事と､ 1年と3年のレベルの異な

る学生であることも考慮し､電磁気学を復習しながら､上記の内容を適宜盛り込んでの学習を試みた｡

目標は､ 3年次生に対してはMaxwellの電磁場の方程式を理解すること､ 1年次の学生には､振動､

波動の記述から波動方程式を導き､それとベクトル解析の初歩的理解をとりいれながら電磁現象の記

述方法を知ることに置いた｡教科書を輪読しながら物理法則の理解と､それに必要な基礎的計算技術

習得を図り､物理的考えと数学的な扱いとの帝離が生じないように確認しながら進めた｡

1.2授業内容と教材

[授業内容]

(1)工学の考え方､力学の基本法則､ベクトルの概念(解析的及び幾何学的表現)

(2)最近の日本の電子産業-･ビデオ

(3)振動と波動の数学的扱い:単振動､円運動と周期運動､波動の記述法

(4)静電場と自己力､ガウスの法則と立体角-ガウスの法則の微分形

(5)物理定数の意味(物質の本性､幾何学的量) ､物理法則(Law)と原理(Principle)について

(6)計測用語について-JIS測定と誤差(絶対誤差､相対誤差､精度､確度等)

(7)ベクトルについて:ベクトル積､ diy, grad, rotについて

(8)静電場､静電ポテンシャル､電気双極子と双極子ポテンシャル

(9)静電誘導と電気容量､定常電流とオームの法則-荷電粒子の力学法則として理解

(10)アンペールの法則- ･rotの物理的意味､

(ll)ローレンツ力-･電磁誘導､電磁波･-波動方程式
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1.3指導方法の問題と改善策について

毎年のことであるが､留学生の日本語､特に書く力はかなり低下してきているように思われる｡初学

者に対して学習の始めに必要なのは､彼らが持っている能力を引き出す問いかけではなく必要な事柄

の判断基準となる標準的表現法を可能な限り正確に提供することであるから､今期は図や数式は勿論､

説明文も省略せずに出来るだけ詳しく板書しそれをノートさせることで､上記の問題点克服を図った｡

留学生がこのような教授法に慣れることは､実際行われている授業における口頭で述べられる説明

文を聞き取りノートできるために必須の学習技術である｡半期の限られた学習時間ではあるが､このよ

うな視点からの指導法を試みた｡

2.大学院生指導

この期間において､工学部生の受講希望者は無い｡

資料

(1)砂川重信著書｢電磁気学の考え方｣ (岩波)

(2)砂川重信著書｢力学の考え方｣ (岩波)

(3) Isaac Newton著書｢pRINCIPIA｣ ( Motte's English Translation)

(4)日本規格協会編集JIS-ンドブック｢品質管理｣

(5) Eインゲルスタム､ S.ショーベリー､木下是雄共著｢応用物理ポケットブック｣

(6)小笠原洋光､平塚貞人､山口勉功､中西良樹共著｢物理学実験｣

(担当:小笠原　洋光)
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平成17年度外務省長期青年招碑事業研修報告

1.受け入れの経緯

平成16年度に引き続き､外務省が実施する青年招碑事業の受け入れ機関として専門研修(日

本語･日本語教育)を実施した｡この事業は外務省が毎年実施する途上国の人材育成事業のひと

つで､約　3ケ月の日本語研修および文化体験と2ケ月半の専門研修を行う｡今年度はキルギスの

日本文化センターの日本語講師を受け入れた｡

氏名:ジャニル･ティニスタノヴァ

出身:キルギス

主たる研修事項:日本語教材開発､日本語学習

研修期間:平成17年11月27日　～平成18年2月17日

2.研修の概要

<日本語学習>

①岩手大学国際交流センター日本語特別コース受講(週7コマ)

日本語中級Ⅲ総合(月･水) (担当:松岡洋子)

日本語中級Ⅱ読解･漢字(木)(担当:岡崎正道)

日本語中級Ⅱ作文(木)　(担当:金田啓子)

上級日本語口頭表現(月) (担当:松岡洋子)

上級日本語読解(水)　(担当:岡崎正道)

上級日本語論文作成(金) (担当:小島聡子)

②チュートリアル(火･金)　(担当:人文社会科学部3年　小川有紀子)

<教材開発>

①コンピューター漢字教材開発指導(不定期) (担当:工学部　三輪譲二)

②コンピューター漢字教材開発TA(水) (担当:工学研究科1年　江尻　耕治)

③情報収集

･早稲田大学､国際日本語普及協会(平成17年12月9-10日)

･教育工学会研究集会(東北大学) (平成18年1月13-14日

･国際交流基金日本語研修センター図書室(さいたま市) ･凡人社(東京都)

(平成18年1月12-14日)

<体験学習>

①ホームステイ(平成17年12月31日-1月3日)秋田県湯沢市(チューター宅ほか)

②もちつき体験(平成18年1月3日)岩手大学国際交流会館

③スキー合宿(平成18年1月5日-7日)安比高原スキー場(留学生スキー合宿に参加)
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3.研修効果

当該研修生はキルギス日本文化センターにおいて日本語授業を担当する講師で､今回の研修

の主目的はコンピューター漢字教材開発であった｡そのため､工学部三輪譲二助教授の全面的

な協力を得て､技術指導および､工学研究科の学生TAによる個別指導を受けた｡日本語研修に

ついては日本語能力試験1級レベルの語嚢､文法項目､読解､作文力の習得を目指した｡また､

日本の文化､歴史事情についても学んだ｡研修の効果としては､研修の主目的であるコンピュータ

ー漢字教材のシステムがほぼ完成したこと､日本語能力1級合格レベルの能力にほぼ到達したこと

があげられるoなお､コンピューター漢字教材の開発に当たっては､教育学部金田啓子講師に教

材音声録音作業で多大な協力を得たo三輪助教授､金田講師の両氏に感謝の意を表したい｡

5.研修生からの反応

岩手大学で工学部三輪助教授の指導の下､また､教育学部金田講師の協力を得て､今回の研

修の主目的であるコンピューター漢字教材開発がほぼ完成したことが一番の研修効果である｡未

完部分については帰国後完成させたい｡

日本語研修については､自己の弱点が明らかになり､今後の学習の方向性が見えた｡また､日

本の文化､歴史などに関する知識を講義､見学を通じて得られたことは大きな収穫であった｡

6.課題

①受け入れ形態:

今回の研修生も昨年度同様､国際交流センターで通常実施している日本語特別コースに

中途時期から受け入れたが､本人の日本語力が高く､また､研修に対する主体的な態度も

大きく､昨年ほど問題はなかった｡また､生活支援は国際課事務､チューター､担当教員の

連携で臨んだ｡今回は本人が比較的健康に過ごしていたが､病気や停電などの突発事態

等､緊急時の対応について今後さらに体制を整備する必要がある0

②研修生の専門性:

今回の研修生はコンピューター教材開発を主目的としており､国際交流センターだけでは

対応が困難であったため､工学部の全面的な協力を得た｡日本語教育研修といってもその

目的は多様であり､国際交流センターだけではなく全学の指導協力体制を得られるようにし

ていきたい｡

以上

(文責:松岡洋子)
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平成17年度前期日本語研修コース､日本語･日本文化研修コース

修了発表会

日本語研修コースと日本語･日本文化研修コースの修了生を対象としたスピーチ発表会である｡

日本語研修コースは1学期間､日本語･日本文化研修コースは1年間の研修･研究の成果を発表

した｡またスピーチ発表会後に､留学生と地域の日本人との交流パーティーを行った｡

1.日時･参加者

平成17年7月29日(金)学生センタ一棟3階会議室

約50名参加(外国人留学生､教員､日本人学生､地域の外国人､留学生支援団体の方々等)

2.発表内容

2.1日本語研修コース修了生

(1)コフイ･アドマコアンサ(ガーナ)

(2)前田･ガブリエラ･直美(アルゼンチン)

(3)ルッサ･デニス･アファダリ(タンザニア)

(4)ベニテス･アレハンドロ(ウルグアイ)

(5)ジャン･パナ･ラバト(南アフリカ)

(6)シャルル･マルタ(インドネシア)

2.2　日本語･日本文化研修生

(7)劉　績(中国)

(8)アダモヴァ･サビナ(カザフスタン)
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『ようこそガーナ-』

『私の町-ブェノスアイレス-』

『タンザニアの有名なところ』

『美しい国ウルグアイ』

『私の国､南アフリカ』

『文学における｢芸者｣像とその現実』

『日中両国漢字改革から見る漢字問題』

『持続可能な社会-向けた環境教育』

(担当:中村ちどり)



平成17年度後期日本語研修コース､短期プログラム修了発表会

日本語研修コースと短期プログラムの修了生を対象としたスピーチ発表会である｡日本語研修コ

ース修了生は1学期間､岩手大学国際交流センターで初級日本語を学習しており､ Microso托

PowerPointを用いた自国の紹介を行った｡短期プログラム修了生は協定校のテキサス大学オース

テイン校(アメリカ)からの留学生であり､ 1年間､国際交流科目と日本語を学習した後に､自国と日

本との遠い等について発表した｡スピーチの終了後には､留学生と地域の人々との交流会を開催

した｡

1.日時･参加者

平成18年2月20日(月)午後1時～3時　学生センタ一棟3階会議室

約50名参加(外国人留学生､教員､日本人学生､地域の外国人､留学生支援団体の方々等)

2.発表内容

2.1日本語研修コース修了生

(1)ロウェナ･クルス(フィリピン)

(2)王　ショウ(中国)

(3)パルハット･イスラハット(ウイグル)

(4)マリル･ネル(フィリピン)

『夢の国フィリピン』

『中国の遺産』

『ウィグルの自然と暮らし』

『フィリピン､海の宝』

2.2短期プログラム修了生

(5)フィールズ･ウイリー･ジーン(アメリカ)　　　　『日本とテキサスの異なったイメージ』

(担当:中村ちどり)
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ネットアカデミー日本語版使用報告

1.概　要

ネットアカデミー日本語版は2005年3月末に情報処理センターのネットアカデミー英語版管理サー

バーに導入され､同年4月から授業での使用を始めた｡ネットアカデミーの大きな特徴はLANを経由

した教材の配信と学習履歴の管理にある｡学生は教育機関のイントラネットを経由して端末に配信され

た教材で学習を進める｡教員は学生の学習進捗状況をWWWブラウザ上で把握し､学習履歴をサー

バーで一括管理する｡このように学習履歴をサーバー上で管理することで､教師は学習者に対して学

習上の助言を与え､より効果的なシステムの活用が可能となる｡今年度はネットアカデミーの特徴を生

かす活用方法を探るため授業での試用を行った｡

2.ネットアカデミー日本語コースの概要

ネットアカデミー日本語版は語嚢､聴解､読解､能力試験ミニテストの4コースからなり､語嚢コース

以外のそれぞれが日本語能力試験の1級(上級)から4級(初級前半)の各レベル別に構成されてい

る｡学習者は各自の日本語能力に応じ､レベル別､スキル別に学習を進めることができる｡コンテンツ

は以下のとおりである｡

<読解コース>

｢本文｣ ｢内容理解｣ ｢クイズ｣ ｢読む練習｣ ｢まとめ｣の5項目が各ユニットで提示される｡ ｢本文｣では読

むスピードを把握し､ ｢内容理解｣で注釈､ルビなどを使って本文を理解する｡ ｢クイズ｣は内容把握問

題と文法問題が提示される｡ ｢読む練習｣では主述関係､修飾関係､キーワードなどが提示され､読解

力向上のためのヒントを与え､さらにスピードリーディング機能を使って読む速度を速める練習も行える｡

｢まとめ｣では､英語､中国語の訳文､注釈機能､音声による文章の確認などができる｡ 1､ 2級各8ユニ

ット､ 3, 4級各7ユニット､計30ユニットからなっている｡

<聴解コース>

読解と同じく30ユニットで構成される｡ ｢本文｣ ｢内容理解｣ ｢クイズ｣ ｢聞きの練習｣ rまとめ｣の5項目が

各ユニットで提示される｡ ｢本文｣はパートごとに区切られ､聞き取れる部分と聞き取れない部分を区別

する｡ ｢内容理解｣では英語､中国語訳､注釈機能を使って聞き取れなかった部分を理解する｡ ｢クイ

ズ｣で自分の聞きとった内容の理解度を測り､ ｢聞きの練習｣ではスピードを変えて聴解能力を高める｡

最後に｢まとめ｣で内容の再確認を行う｡

<語嚢コース>

生活､勉学･研究､政治･経済､文化･娯楽､科学･技術の5分野､ 30カテゴリー､ 300ユニットで構成

される｡英語あるいは中国語を選択して､ ｢ワードマッチ｣､ ｢カナマッチ｣､ ｢サウンドマッチ｣､ ｢スペルア

ウト｣等の機能を使って学習する｡

<能力試験ミニテスト>
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日本語能力試験1級から4級まで各級3ユニット､合計12ユニットの演習問題で構成されている｡各

ユニットは｢文字･語嚢｣ ｢聴解｣ ｢読解･文法｣の各項目があり､全部あるいは各項目を選択して能力読

験に挑戦する｡テスト結果が最後に表示され､弱点部分は再挑戦することもできる｡

3.今年度の活用概要

今年度は｢日本語初級Ⅱ総合｣､ ｢日本語中級Ⅰ総合｣および｢日本語中級Ⅲ総合｣の授業中に以

下の2通りの目的で使用した｡

①　復習と自己評価としての利用;｢日本語初級Ⅱ総合｣および｢日本語中級Ⅱ総合｣

学期の最終週に1学期間に学習した項目を再確認し､定着度を自己評価するために｢能力試

験ミニテスト｣ ｢聴解コース｣を利用した｡学生は､それぞれの当該レベル(初級Ⅱは3級､中級

Ⅱは2級～1級)のいくつかのユニットに挑戦し､わからない部分は教師から個別に指導を受け

た｡

②　学習項目導入としての利用;｢日本語中級Ⅰ総合｣

学期中に数回､授業と並行して利用した｡授業中に使用する教材にはない学習項目を｢読解コ

ース｣ ｢聴解コース｣によってクラス全体に導入し､個別に問題に取り組ませ､さらにクラス全体に

フィードバックを行った｡学期の最終週には｢能力試験ミニテスト｣に個別に挑戦させ日本語能

力の自己評価をさせた｡

4.活用効果と今後の課題

昨年度の国際交流センター報告で､ネットアカデミーの活用方法について提案を行ったが､今年度

はそれに基づき､学期途中の学習項目補足導入として､および学期終了時の復習として試用した｡学

期途中での利用については､教科書の補足教材として機能し､より学習効果が高まったという反応を

学生から得た｡たとえば､ ｢読解コース｣で末習の文型､文末表現､語嚢などに注目し､それに対して解

説を加えてから課題に取り組んだ結果､文法項目の知識を個別に得るだけでなく､既習知識と統合し

読解力につなげるトレーニングができた｡また､学期終了時の利用では､個々に学んだ項目を統合し

てスキル別課題に取り組み､読む､聴くという日本語による情報受容力の向上につなげた｡初級後半

では､教科書を中心にした学習過程では文型知識の習得に焦点がおかれ､そこで得られた個々の知

識を統合して活用する学習活動が不足する傾向にある｡これを補う方法として､ネットアカデミーの活

用は有効であった｡また､ネットアカデミーでは各ユニットの課題には個々のペースで取り組むことで､

自己の知識の定着度や不足している点を個別に明らかにすることができる｡さらに､授業以外でこのシ

ステムを利用した学生もおり､各自の学習､研究上の専門に必要な語嚢の整理や､自分の弱点克服

のために活用した｡オンライン教材を個別に利用することで､取り組んだ課題に対するフィードバックを

細かく受けることができるため､学生は飽きることなく､効果的に学習を進められたようである｡

ただし､今年度の活用は授業内容とネットアカデミーのコンテンツとの対応について詳細に検討して

計画的に利用したわけではなく､昨年提案したような教室での一斉授業の学習項目との有機的なつな
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がりについて今後､検討する必要がある｡教師が学習者に対して受講している教育課程の全体像を総

合的に提示し､教育課程のそれぞれの位置付け､現在の進度､到達目標､各自の到達度などについ

で情報を提供し､それに対応した学習を奨励しっづけることが重要である｡

さらに､システムの利用登録に当たって､いくつかの課題が出た｡まず､新入学生は学生証の入手

に時間がかかり､学期当初に必要な利用オリエンテーションの時期が遅くなるという現状がある｡また､

授業には学生の家族も受講しているが､その場合､家族本人はシステムに登録することができず､家

族である学生に登録を依頼し､それを借用することになる｡大学のサーバーを共同で利用するため､

学生､教職員以外の者を登録させることは困難であるが､何らかの対応をしなければならない｡

次年度以降は､さらにこのシステムを利用する授業を広げ､担当講師各自の工夫を加えていく予定

である｡

(文責:松岡洋子)

i (財)日本国際教育協会主催の日本語能力判定試験｡外国語としての日本語能力を証明するものとして

全世界で活用されている｡なお､大学入学のための日本語能力判定試験としては日本留学試験がある｡
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日本語学習支援ネットワーク会議　jn IWATE実施報告

1.事業目的と実施形態

本事業は岩手大学国際交流センターの地域貢献の一環として今年度初めて実施された地域日

本語教育貢献事業である｡岩手県に在住する外国出身者に対する日本語学習等の支援を充実

させ､地域の多文化共生を促進するため､日本語学習支援にかかわる関係者による情報交換､事

業連携を目的としたネットワークの構築を行った｡本事業は財団法人岩手県国際交流協会が共催

し､岩手県教育委員会､盛岡国際交流協会から後援を得た｡

2.参加者､スタッフ

岩手､秋田､青森､宮城､福島､山形の東北6県から56名の参加者を得た｡また､講師､司会､

発題者として9名.の講師陣を大阪､東京､新潟､山形､秋田から招いた｡センター教員および国際

課事務職員1名がスタッフとして参加し､本学学生のアルバイト6名が運営を補佐した｡

3.経費

経費は共催団体の財団法人岩手県国際交流協会と岩手大学国際交流センターが費目ごとに

以下のとおり負担した｡

負担先 儂�｢�金額 

岩手大学 几yN��318,600 

(財)岩手県 国際交流協会 倆8ｾ��116,800 

会議費 �#bﾃ#SB�

資料作成費 迭ﾃC�"�

467,146 

4.実施時期､プログラム

本事業は以下のとおりに実施した｡

日時:2006年2月18日(土)9:30-16:20

場所:岩手大学学生センターG18､ G4-A/C/D/E

プログラム:

<午前の部>　全体会　9:30-12:30
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司会:岩手大学国際交流センター　尾中夏美氏

開会のことば　　　岩手大学国際交流センター長　堀江暗氏

基調講演1｢多文化共生社会に向けて｣

多文化共生センター大阪　田村太郎氏

基調講演2｢多様な言語･文化が言祝がれる地域づくりのために｣

(財)海外技術者研修協会日本語研修センター

春原憲一郎氏

基調報告1｢岩手在住外国出身者の現状と課題｣

岩手県地域振興部文化国際課　山内雅恵氏

基調報告2｢岩手の外国出身児童生徒の現状と課題｣

岩手県教育委員会学校教育課　佐藤智-氏

<午後の部>　1　分科会13:30-15:10

第1分科会｢日本語教室の運営と学習支援｣(参加者:12名)

司会:山形大学　内海由美子氏

発題:ゆうの会　熱海アイ子氏

第2分科会｢外国出身の子どもの支援｣ (参加者:14名)

司会:国際ボランティアセンター山形　横沢由実氏

発題:秋田県子供学習支援ネットワーク　那波百合子氏

第3分科会｢共生のための共通言語としての日本語｣ (ワークショップ)

(参加者:10孝.)

ファシリテ一夕-:新潟大学　足立祐子氏

第4分科会｢在住外国出身者支援と行政の役割｣ (参加者:12名)

司会:(財)岩手県国際交流協会　川村央隆氏

発題:山形市総務部国際交流課　阿部伸光氏

2　全体会15:30-16:20

司会:岩手大学国際交流センター　尾中夏美氏

分科会報告　　報告者:各分科会司会者

まとめ　　　報告者:岩手大学国際交流センター　松岡洋子

閉会のことば　　　岩手大学国際交流センター　岡崎正道氏

5.内容と参加者の反応

5.1基調講演･基調報告
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基調講演は2つの視点から行われた｡ひとつは､多文化共生社会の実現に向け､言語だけでな

くさまざまな視点から課題をとらえるために､多文化共生センター理事の田村太郎氏から話をして

いただいた｡日本が確実に多文化社会になっていること､日本に暮らす外国人の現状､多文化共

生に向けて外国人の人権保障､受け入れ地域社会の変化の方向性などについて､自治体と市民

社会がどのような協働を行えるのか､具体例を見ながら考えることができた｡参加者の反応は好評

で､もっと話を聞きたいという意見が多く見られた｡

もうひとつは､言語､文化の視点から新しい地域づくりをするためのビジョンについて(財)海外技

術者研修センターの春原憲一郎氏からお話しいただいた｡春原氏の豊富な知識に裏打ちされたさ

まざまな角度からの日本人的思考の特徴の解説と異文化を受け入れるため､相互理解､共存のた

めの発想法についてヒントを得ることができた｡参加者からは､発想の転換ができた､多くの行政関

係者に聞いてほしい話だった､といった評価を得た｡

基調報告は成人と就学児童生徒のふたっの実態について行政機関からの報告を得た｡まず､

在住外国人に関する岩手県の所轄部署である文化国際課山内雅恵氏から岩手県内の在住外国

人数､在住外国人に対する岩手県の施策等について報告をしていただいた｡岩手県でも他県と同

様に外国人登録者数が増加傾向にあり､また､滞在の長期化､定住化の傾向が認められるように

なっている｡岩手県では相互理解の促進､ボランティア養成や情報提供などの日本語学習支援事

業､パンフレット､看板等の多言語情報提供や外国人相談事業などにより在住外国人の生活支援

を行っており､今後も継続させていくということである｡参加者からの反応として､具体的な統計資

料などを配布してほしかった､焦点を絞った話をしてはしかった､といった反応があった｡

就学期の子どもについては､岩手県教育委員会の佐藤智-氏が､日本語指導が必要な外国

人児童生徒の実態について統計資料に基づきご報告いただいた｡岩手県では日本語指導を行う

ために教員の加配､文部科学省が主催する日本語指導者研修-の教員派遣などを実施している

が､今後は市町村教育委員会､各種団体との連携により外国人児童生徒の支援事業を促進させ

たいということであった｡参加者からは､教育現場の具体例などをもっと知りたいという意見が寄せら

れた｡

5.2分科会

分科会はネットワーク会議の主目的である､日本語学習支援関係者のネットワーク構築に直接

結びつく企画である｡今回は地域で実際に展開されている日本語教室の運営についての課題解

決に向けた意見交換､現在問題が深刻化している外国出身の子どもの学習支援､外国人と日本

人がコミュニケーションに使う共通言語としての日本語について考えるワークショップ､行政関係者

の情報交換という4つのテーマで分科会を設置した｡各分科会のテーマについてさまざまな実践に

ついての情報を得て､多様なネットワークを構築するために､各分科会の司会者､発題者は岩手

県外の実践者を中心に依頼し､情報を得た｡
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5.2.1第1分科会｢日本語教室の運営と学習支援｣

第1分科会では地域で展開されている日本語教室の課題について､東北各地の関係者が情報

交換を行った｡司会は山形大学留学生センターの内海由美子氏｡発題者として岩手県一関市で

ボランティアとして長年日本語学習支援活動を行っている｢ゆうの会｣代表の熱海アイ子氏が日本

語教室の現状と課題を報告した｡ ｢ゆうの会｣は日本人との婚姻のために来目した配偶者を中心に

日本語学習､文化体験などをしている｡学習に来る配偶者たちは教室で情報交換をし､交流を楽

しみ､さまざまな問題をお互いに助け合って解決している｡つまり､日本語教室は単に言語学習の

場としてではなく､配偶者が相互に助け合うコミュニティとしての機能を果たしていることを指摘した｡

また､日本語教室開催の頻度が週1回2時間程度で､学習する側にとっては不十分だという声が

多いが､ボランティアの確保が難しいという現状がある｡また､日本語教室同士の情報交換は､活

動を活性化させ､課題の解決方法を探るために重要だということである｡

熱海氏からの話のあと､意見交換が行われたが､日本語学習支援活動の経験の長い参加者か

らは､もっときちんと日本語を教えるべきだという意見が多く出された｡司会の内海氏は日本語を教

えることだけに活動の意義を見出すのではなく､地域で外国人が生活するためにどのような日本語

が必要か考えていくことも重要だという指摘をした｡参加者の日本語学習支援歴によって意見の偏

りが見られ､多様な日本語教室のあり方について今後も考える機会を設けるべきだという指摘があ

った｡

5･2･2第2分科会｢外国出身の子どもの学習支援｣

ここ数年､外国出身の子どもの教育問題が全国的に注目されるようになったが､岩手県では当

該児童生徒を受け入れた学校が孤軍奮闘している例が多い｡この分科会では､東北地域での先

進事例として秋田､山形の状況が報告された｡司会はNPO法人国際ボランティアセンター山形の

横沢由実氏｡発題者として秋田県子ども学習支援ネットワーク代表那波百合子氏から秋田の子ど

もの学習支援活動の変遷と問題分析について報告があった｡当初は民間のボランティアが県外の

活動から学びながら活動を始めたが､行政との連携事業を行うようになった｡子どもの滞在の長期

化傾向が強まり､今後は継続的な指導､支援が必要となること､学校教育現場の人材育成､研修

が重要であることなどが課題として指摘された｡同じ東北地区でも場所によって在住する外国出身

者の背景が異なるが､東北地区全体が連携し､情報交換を行いながら､教育システムを構築する

重要性が確認され､今後もネットワークを継続するよう要望が出された｡

5･2･3　第3分科会｢共生のための共通言語として日本語学習｣

第3分科会は在住外国出身者と受け入れ住民が共生するためにどのような日本語が必要かを

考えるためのワークショップであったoフアシリテ一夕-は新潟大学国際センターの足立祐子氏｡今

回はゲスト参加者として､岩手大学の留学生4名が加わり､どのような日本語を使ったら情報が伝

わり､コミュニケーションが成立するか､いくつかの課題にグループごとに取り組むことによって考え
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た｡このワークショップを通じて､外国人と受け入れ住民がコミュニケーションするためには､日本語

教室などで外国人が一方的に日本語を学ぶだけでなく､日本人も共通言語としての日本語につい

て学ぶ必要があることを参加者は実感した｡

5.2.4　第4分科会｢在住外国出身者の支援と行政の役割｣

第4分科会は行政関係者が集まり､市町村レベルの横の情報交換を行った｡司会は(財)岩手

県国際交流協会の川村央隆氏｡他市町村の情報提供として国際結婚による外国人配偶者が多く

在住する山形市国際交流課の阿部伸光氏から山形市の行政による外国人支援事業について報

告があった｡配偶者は長期定住外国人であり､一般的な言語､医療等の支援や相談業務のほか､

子育て､教育にかかわる支援の必要性が高い｡ここ数年は再婚による連れ子の教育問題が起こり､

広域市町村連携による外国人児童生徒対象の日本語指導も行うようになったという報告があった｡

続いて､岩手県内を中心とした参加市町村関係者から各地域の状況報告と質疑応答が行われた｡

地域ごとに在住する外国人の背景､人数などに違いがあるが､広域に散在する外国人支援をいか

に進めるか､行政と民間､行政同士がどのように連携するか､今後も継続的に意見交換を進めた

いということで総括された｡

6.今後の課題

岩手県内の日本語学習支援関係者のみならず東北各県からの参加者を得た｡また､民間と行

政の関係者が集まったことにより､連携の現状と可能性について意見交換を行うことができた｡今

回は初回ということで､他地域からの先進的な事例についての情報を得ること､会議を通じて同じ

活動を行う人同士が出会うことを目的とした｡そのため､参加者同士の討論の時間は十分にとるこ

とができなかった｡さらに､開催時期が2月中旬となり､参加者の移動に気候的リスクを伴ったことも

課題としてあげられた｡

今後は総論的な話題だけでなく､テーマを絞った議論や､ワークショップ､在住外国人との意見

交換､専門家による講演などに対する需要にも応えていきたい｡なお､現時点での具体的な動きと

しては､東北地区の民間団体､大学との連携による子どもの学習支援に関するシンポジウムの開

催が検討されている｡

大学の地域貢献事業として､岩手のみならず､広く東北地区､全国の団体､大学との連携を図

る機会提供を行いたい｡また､そのための基礎研究､調査も継続して行いたい｡

以上

(文責:松岡洋子)
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平成17年度岩手大学uuRRプロジェクト報告

uuRRプロジェクト委員

堀江　暗

幕松木草
薮　敏裕

新妻　二男

平原英俊
小野寺純治

対馬　正秋

松森康夫
高橋　良彦

雀　草月

UURRプロジェクトチームリーダー工学部材料物性工学科教授

農学部農業生命科学科教授

教育学部国語教育教授

教育学部学校教育助教授

工学研究科フロンティア材料機能工学専攻助教授

地域連携推進センター教授

地域連携推進センター技術移転マネージャー

研究交流部研究協力課課長補佐

研究交流部国際課課長補佐

研究交流部国際課外国語専門職員

uuRRプロジェクトの趣旨

成長著しい中国においては､産学連携が経済発展の一翼を担っている｡一方､日本の産業界は市場の

将来性を展望し､改めて中国-の技術･資本の進出を開始しようとしている｡

このような背景のなかで､地域連携を積極的に進めてきた岩手大学は､中国の大学とその連携地域と､い

ままでの学術交流の成果を踏まえ､国境を越えた中小企業同士のビジネス･チャンスの場を作り出すため､

UURR (University and University+ Region and Region-大学･大学と地域･地域の連携事業)国際共同交流

プロジェクトを推進する｡

岩手大学は､国際学術および産業技術交流活動を展開するため､中国の大学､その連携地域公設の研

究機関､研究支援機関との連携強化を図る｡例えば､中国の大学としては清華大学､大連理工大学､北京

大学･石河子大学､華南理工大学ほか､中国地域としては､杭州･廊坊､大連､石河子､広州などである｡

岩手大学国際化の行動計画教育
(1)教育
1 )外国人官学生の受入
2)外国大学への派遣
3)カリキュラムの国際化

(2)研究
1)研究者交流
2)国幹的学会活動
( 3 )地域社会へのjt献

1 ) UURR国幹共同暮兼プロジェクト

2)地域社会との交流活h
3)安全保旺耳易管理体制整備
(4)国際社会への貢献
l )外四大学との共同亭兼
2)国際協力機関等を通じた千林

型niversity型niversity　&旦egion畏egion
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国際化の必要性

岩手大学は地方に設置された高等教育機関として地域の発展に貢献してきた長い伝統を一つの特色とし

ており,国際社会においても,主にアジア諸国からの留学生受入れ等を通じてその役割を果たしてきた｡今

後はこれまで培ってきた地域社会-の貢献を世界にも広げる視点にたって､本学にふさわしい国際化に意

識的に取り組んでいく必要がある｡

国際化のミッション

岩手大学は次の目標を掲げて地域社会の成熟と国際社会の発展に寄与したいと考えている｡

1)積極的かつ自立的に地球市民としての責任を果たせる人材を育成する0

2)グローバルな視点に立った研究を推進する｡

3)大学の国際化を通して地域の国際化に貢献する｡

4)研究成果及び教育資源を通して国際社会の発展に貢献する｡

1.大連理工大学とのUURR事業

平成17年度の大連理工大学とのUURR事業の検討事項について､過去の大連理工大学とのUURR事業

の経緯とともに報告する｡平成16年8月24日にUURRメンバーは岩手大学鋳造センターとの連携､岩手

大学の技術を大連地域企業に技術移転する際の窓口機能の構築と連携のために､中華人民共和国大連

理工大学を訪問し協議した｡大連理工大は､ 1949年に大連学院として関学した大学である｡ 1960年､政府

の教育部直轄の全国重点大学(26大学)の1つに認可された｡現在､ 31学部で学生は約4万人､教職員は

3109人である｡岩手大学と大連理工大学の交流について述べると､堀江暗教授と大連理工大学･金俊沢教

授とは1980年以来鋳造分野での研究交流が続いており､大連理工大学は1989年に中国で初めての鋳造

センターを設立した経緯もある｡岩手大学としては鋳造センター(現､平成18年1月1日開設した工学部付

属鋳造技術センター)とともに､大連理工大学と緊密な関係の構築が期待されると言うことで訪問する運びと

なった｡大連理工大学･校務委員会主任､林安西教授(日本では学長に当たる)と面談し､岩手大学の

UURR事業について説明した｡その後､平成16年11月17日､大連理工大学･校務委員会主任､林安西教

授､鋳造技術中心主任･金俊沢教授､日本学研究所･杜鳳剛教授が岩手大学を視察され､岩手大学との技

術交流･研究者交流についての意見交換が行われた｡その後､大連理工大学と国際学術交流協定を締結

することについて､平成16年12月22日開催の工学部国際交流委員会で審議･了承されたことが平成17

年1月25日の工学部教授会で報告され､平成17年3月4日国際交流センター運営委員会で承認された｡

中国の反日デモの影響が懸念されたが､平成17年5月23日には､岩手大学と大連理工との国際学術交

流協定締結式を大連理工大学において行った｡これまで､鋳造技術を専門とする教員の交流を契機に､平
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成15年3月26日に岩手大学地域共同研究センタ

ー(現､地域連携推進センター)と大連理工大学鋳

造技術研究センターとで部局間交流協定を締結し

おり､今回､更に教育学部と工学部が加わり､大学

間交流協定に発展させた｡岩手大学からは平山健

一学長､菊地俊彦理事､森邦夫工学部長､星野勝

利教育学部長､堀江暗国際交流センター長､他15人が出席した｡平山学長は｢両大学の教育､研究分野で

の発展を図り､大学の成果を地域社会に還元したい｡教職員､学生の一層の交流､両国の真の友好を強く

願う｣と強調し､当面の教員交流･学生交流計画について積極的に意見交換を行った｡また､この目は岩手

県と宮城県が合同で大連市に経済事務所を開設しており､今後は､この事務所を拠点として大連理工大学

をはじめ､中国の他の大学との交流(UURRプロジェクト-大学･大学･地域･地域の産学官連携) -と発展さ

せていく計画も提案された｡

岩手日報平成17年5月31日

平成17年10月3日から10月7日には大連理

工大学から郭東明副校長(科学技術研究主管) ､李

俊傑教授(科学技術処処長､技術転移中心主任､科

技園総経理) ､金俊準教授(鋳造技術研究中心主

任) ､李廷挙教授(材料電磁加工研究所所長)が来

訪され､大連理工大の産学連携紹介､本学技術移

転希望シーズ､対応方針案が説明され､岩手大学と

大連理工大学の連携による技術移転方法について

協議した｡両大学が共同して｢国際技術移転中心

(センター)｣を設立し､マーケット活動､大連理工大

と岩手大の研究者交流を行う案も検討された｡

平成17年12月20日に小野寺､対馬UURR委員李俊傑科学技術処処長を訪問して､ "人材教育､共同研

究､技術移転"などの連携ができるセンター｢国際技術移転中心(センター) ｣について協議した｡大連理工

大では12月16日に開催された科技園の総会で､岩手大学と大連理工大学の国際技術移転センタープロ

ジェクトの概要と岩手大学の技術案件について来場した大手企業27社に対して紹介したことの報告があっ

た｡

平成18年1月27日の定例記者会見で､平山学長は岩手大学と大連理工大とのUURR事業について｢大

学･大学と地域･地域の連携を意味するUURRプロジェクトの一環として､平成18年4月大連理工大学との
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技術移転に向けたプロジェクトに乗り出し､大連理工大学に両大学の技術移転事務室開設を予定している｣

ことを発表した｡

2.寧波大学とのUURR事業

岩手大学と寧波大学の交流は､平成15年3月17日に教育学部と寧波大学･外語学院との間で学部間学

術交流協定と学生交流協定が締結され､岩手大学の学生の派遣と寧波大学の学生を受け入れ､また岩手

大学卒業生を寧波大学外語学院日本語系教員として派遣等の交流を行っている｡教育学部薮教授(UURR

委員)が中心となって､平成1 7年度文部科学省科学研究費補助金･特定領域研究｢東アジアの海域交流と

日本伝統文化の形成一寧波を焦点とする学際的創生-｣の-課題として｢東アジアにおける死と生の景観｣

が採択され､この研究課題を基に寧波大学と共同研究を行い､平成18年2月には寧波大学の戴先生を招

聴して講演会を開催した｡また､過去に国際共同交流プロジェクト(UURR事業)の1つとして､平成15年11

月3日(月)､ 4日(火)の2日間にわたり､清華大学､岩手県及び漸江省とともに､中国漸江省杭州市におい

て｢日中中小企業技術製品交流懇談会｣を開催した｡その時の､寧波大学･外語学院楊建華副教授(日本語

系副主任､元岩手大学留学生)と､当時日本語系3年次学生2名(内1名は現在教育学部在籍留学生)は

本学のUURR事業のサポートおよび企業技術面談の際の通訳として協力を頂いた経緯がある｡

平成17年度においては､平成17年7月10日から14日に外語学院と教育学部では､これまでの留学生

の派遣以外に共同研究､共同シンポジウム､ダブルディグリーのような実質的な交流と他学部との交流の可

能性について協議するために､寧波大学外国語学院･範誼院長､盛育冬副院長､楊建華日本語系副主任

が来学された｡本学のUURRプロジェクトの紹介､工学部において寧波大学学生の日系企業インターンシッ

プ状況の説明､インターンシップ時の協力について協議

した｡帰国後､範誼院長は岩手大学の様子､教育学部以

外の学部との交流の進め方についての報告書を寧波大

学学長-提出し､学長からは外国語学院と教育学部との

交流とともに､この経験を寧波大学の他の学院にも広めて

ほしいとの提案があり､岩手大学に対して興味を示していた｡この連絡によって､平成18年1月6日から10

日の間にUURRメンバー(堀江暗国際交流センター長､他5名)が寧波大学を訪問した｡蒋院長から2006

年の両大学の交流について以下の6項目の提案があった｡ 1)寧波大学工学院と交流の可能性｡ 2)寧波大
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学材料与化学工程学院と交流の可能性3)平成18年11月に地域貢献に関するシンポジウムの開催｡ 4)

学部交換留学の継続と､半年ないし3ケ月間の大学院生(修士)の交換留学の検討｡ 5)学術研究の交流､人

文教育から工学系-の拡大｡ 6)平成18年10月の寧波大学20周年記念事業-の平山学長の招碑｡特に､

岩手大学の地域貢献(ローカル経済の貢献実績)に対して､寧波大学も地域の総合大学としての地域貢献

策について岩手大学の協力を求められた｡寧波大学工学院院長および材料与化学工学院からは､上記提

案と共に日本政府または中国政府共同プロジェクト-の申請および学生交流の提案､同様に地域貢献のあ

り方についてシンポジウムを開催したいとの提案があった｡ UURR委員は本提案について岩手大学で検討

し､寧波大学との連絡を密にすることとした｡

3.吉林農業大学･ほかとのUURR事業

西津直行教授の雑穀を対象とした｢食品の健康機能性研究と新食品開発･事業化｣がシーズとして提供さ

れたこともあるが､検討段階に留まっている｡このシーズは岩手県内では雑穀入り食パン等を商品化してお

り､ UURR事業としても今後期待される分野である｡そのほか､すでに中国国内で合弁会社を設立している

県内企業(T食品)が中国国内での納豆製品の開発を目指して､中国東北部の吉林省長春市にある吉林農

業大学食品工程学院に研究センターを2006年に共同設立する情報があった｡当該企業は開発商品の販

売市場を中国東北部に定め､その拠点として大連市を考えており､そのための方法等を農学部に相談に来

ている｡本企業と農学部の食品関係の教員が連携しシーズとして醸成できれば､大連理工大学とのUURR

事業に有効なシーズとして提供できる可能性があるので､来年度の検討課題として提起したい｡

その他､新彊ウイグル自治区にある石河子大学とも交流を行っているが､研究交流および学生交流が中

心で､ UURR事業としては検討中である｡

4.清華大学とのUURR事業

平成17年1月16日～17日に､周軍(杭州市技術局副局長)､石福慶(清華大学技術開発部副総工程師)

他6名が岩手大学に来訪し､平成15年11月3日(月)､4日(火)の2日間にわたり､清華大学､岩手県及

び漸江省とともに､中国漸江省杭州市において実施した｢日中中小企業技術製品交流懇談会｣での課題で

あった技術移転について再度協議した｡中国側からは技術合作(日中中小企業技術製品交流懇談会)は常

にお互いに交流を深めることで実際的な交流に繋がるものであり､ 1回だけの交流懇談会では不十分であ

るという意見もあり､今後の杭州と岩手のUURRプロジェクトの成果をより明確にするために今後とも緊密な

情報交換のもとで進めることとなった｡一方､具体的な技術移転には至っていない原因として､本交流懇談

会は技術というよりも製造の手段､設備導入の紹介依頼相談がほとんどであった｡しかも､日本の設備を使
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って中国ですぐに取り入れて､市場に出したいという傾向の相談も多かったため教員として生産指導まで対

応できるかといった点で無理があったとも考えられるoこの経験は大学が中国との技術移転を行う上で､非

常に大切な機会となった｡今後の交流の方法を知財コンサルタント､中国移転コンサルタントの有識者を交

えて再度検討する必要がある｡

5.国内活動

平成18年1月30日､ (独)日本学術振興会と(社)科学技術国際交流センター主催の公開シンポジウム｢大

学の国際戦略一戦略的･組織的な取組を目指して-｣が開催され､塩原部長平原UURR委員が参加した｡

これは､大学国際戦略本部強化事業の一環として開催された初のシンポジウムで､約220名が参加してい

た｡シンポジウムでは小野元之日本学術振興会理事長､小田公彦文部科学省科学技術･学術政策局長に

よる挨拶の後､木村孟大学評価･学位授与機構長による基調講演､ ｢大学の国際戦略一組織づくり･目標設

定-｣ ｢研究の国際展開一外部資金の獲得･海外拠点-｣ ｢内なる国際化-キャンパスの国際化･職員養成

- ｣をテーマとした3つのセッションにて事業採択機関の活動状況やパネリストによる議論が繰り広げられた｡

セッション1の(テーマ｢大学の国際戦略一組織づくり･目標設定-｣)では､本事業採択以前から学内の国

際業務担当組織整備を行っていた慶鷹義塾大学と､国際コンソーシアム主幹校として国際活動やベンチマ

ーキングに取り組む名古屋大学から活動事例の紹介があった｡事例紹介後のパネルディスカッションでは､

国際戦略策定や目標設定において重要となるポイントについて､パネリストより指摘があった｡セッション2の

(テーマ｢研究の国際展開一外部資金の獲得･海外拠点- ｣ )では､長崎大学･鳥取大学からはそれぞれ強

みのある研究を中核とした国際展開について､また早稲田大学からは海外拠点を活用した研究展開などに

ついて報告された｡海外活動には避けて通れない危機管理の問題や､海外拠点のあり方などについて議

論された｡セッション3 (テーマ｢内なる国際化-キャンパスの国際化･職員養成-｣ )では､教員の約40%が

外国人である会津大学の取組､またインターネットを活用した外国人留学生･研究者支援に挑む大阪大学

の活動事例が発表された｡会場の参加者からも所属機関の｢内なる国際化｣ -の取組について紹介された｡

パネリストからは､大学の国際業務に通じたスペシャリストとしての職員養成が強調されるなど､これからの大

学国際化に向けた課題が述べられた｡今後の岩手大学のUURRプロジェクトの活動にとって非常に有意義

な講演であった｡

(参考､引用http://www.u-kokusen.jp/index.html)

(平原英俊　岩手大学工学研究科)
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短期留学プログラムによる受け入れ･派遣

1.受け入れ

今年度初めて米国の協定大学から短期留学プログラムによる学生を2名受け入れた｡日本語科目以外は英

語による開講科目であり､日本人や他の留学生との共修科目である｡

表2.交換学生の国際交流科目履修状況

ウイリー �8ﾈ4�92�

(滞在期間:2005年4月～2006 年3月) 忠�胃ﾘｯｨｭC｣#��YD紿ﾈ���以竰�

前 期 履 修 料 �?ｩgｸﾎｩ(hｸ�I�ﾘﾘt��日本語中級Ⅰ総合A 

日本語中級Ⅰ漢字 �?ｩgｸﾎｩ(hｸ�Hｫ�｢�

現代日本の法律Ⅰ �?ｩgｸﾎｨ�ｸ�Xｫ�｢�
｢武士道.日本の魂｣を読む �)Y�贓;帝?ｩgｸ,ﾈﾛ�8/�<x-��

日本語中級Ⅰ読解 �.�*H-�,h,(,ﾈﾙ�｣��3�D��8,ﾈ4�8�8｢�

目 刄Jと現代の誕生 

日本語中級Ⅰ総合B �?ｩgｸﾎｩ(hｸ�I<x���

日本語中級Ⅰ会話 �?ｩgｸﾎｩ(hｸ�I�ﾘﾘt"�

岩手の文化.歴史地理学 �?ｩgｸﾎｩ(hｸ�H檠�"�

映画に見る目本の文化と社会 舒(訷,ﾉ[h峇��讖&騫ﾘｧr�

映画に見る日本の文化と社会 

後 期 履 修 料 目 �?ｩgｸﾎｩ(hｸ�Y[hﾆ�?ｩgｸﾎ｢� 

日本語中級Ⅱ総合A ��

日本事情B ��

日本語中級Ⅱ総合B ��

上級日本語F ��

日本語中級Ⅱ読解.漢字 ��

初級中国語発展 ��

現代日本の法律Ⅲ ��

｢武士道の倫理と現代日本｣を 読む ��

日本人の心理的側面 ��

日本のスポーツ ��

滞在中履修科目以外の地域イベントなどにも参加する機会を提供した｡帰国時には岩手での留学生活につ
いての感想などを聞いたが､概ね満足した様子である｡ただし､英語で開講している国際交流科目については

読書やレポートなどの課題が多い原籍大学での評価に比較して内容が易しすぎるらしく､評価全体が甘いとい

う指摘もあった｡この点については開講科目の質の管理にも関係するので改善を図りたい｡

カナダの協定校からは1名受け入れる予定があったが､学生の個人的な都合で取り消しになった｡派遣との
バランスもあるので､先方が来やすいような情報提供や環境整備を図りたい｡

2.派遣

今年度より学生交流の全学協定を結んだカナダのセントメアリーズ大学と米国のテキサス大学オーステイン

校に表1のように派遣することができた｡

派遣学生は全員が留学準備のための英
語トレーニングであるスーパー･イングリッシ

ュプログラム(後述)の受講生である｡そのう

ち半年派遣の学生は出発当初英語力不足

と認定されたため､交換留学ではなく､岩手

表1.派遣学生数

派遣期間 �5ｨ986r�8�4�8ｨ�ｸ5��Xｧr�テキサス大学 オーステイン校 

半年 ��kﾂ�なし 

1年 ��kﾂ�2名 
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大学を休学して協定大学の語学センターで語学留学をすることになった｡しかし､英語力不足が解消し先方で

枠に余裕があるので交換学生として受け入れてもよいとの連絡があったので､岩手大学-の復学手続きをして

交換学生としての留学に切り替えた｡交換留学中のいずれの学生も派遣先での成績は良好で､現時点まで単

位を取得できている｡

岩手大学からの派遣に先駆けて､テキサス大学から2名の受け入れ学生が来日したため､派遣予定の日本

人学生を彼らのチューターとして配置し､お互いに情報交換をして助け合えるような環境作りをした｡彼らは大

変親しくなり､半年の岩手大学留学を終えて帰国したテキサス大学生と､その時点でテキサス大学に留学して

いる日本人学生がアパートでルームメイトとして生活するなど､双方にとって有益な人間関係ができたようであ

る｡

写真1.各種留学･研修体験記が読めるウェブ　　　　写真2.リアルタイムで読める体験記

対空に留事由　また'｡甘辛を綿えた八たFJたとUi体験を暮たhtを薗傍らとも見せJdから

留学を考えこ　こ/ち､言ぜひ審郵_)叩(､たさし

Tqr)201サ

I-04-22

噺こ学院留学(米国)　　　　　　　感懐際ボランティアプロジェクト　　ト0H,

嘱転換留学(韓国明知大学)　　　　　感転換留学(苦杯農業大学)

歯交換留学僧国明知大草)　　　　　鮎ンス語学留学　　　　　　ト…

敵換留学(韓国明知大字)組　　　　　⑳交換留学(韓国明知大学) rzJjd
I-Dl-q▲

敬換留学(米国テキサス大学オ-スティン校)蝕換留学(カナダセント･ガリーズ大学) ,　謝

⑳交換留学(米国テキサス大学オースティン校) ⑳交換留学(カナダセント･メアリース大学)

噸転換短期留学(米Eg/くデュー大学)　　頓執臥語学研修(乃ナタ､州77,ツクス) ■~D.102

I-03-2B

一.　　　　　　　　　　　l　7　　日　　~　▼ ､　. ◆

･･　･~　,'~∴二j

はじめましてI l

自己招介

こんにちはl岩手大学教育宇部宍!吉事斗の三丘祐二といいます｡現在修士二年です.オ宇院でcr)T攻は葉!喜芋

(特に統語指)ですか　英語教育や英米文学･文化ちと英!吾(二間TIJる事かぢことに卯味があります.

この8月から　交換留学生としてアメI l力子牛サユ州のテキサス大手オ-フティノほに1年間留学することlこfdリ≡

LTこ｡来月の今頃はもう7メリJ]にいるのかと患うと緊張しますが　今はE]増しに期待か搬こfiってし､ます.

岩手大学とテキサス大学との交/,iW今年からということfcLので払(ともう一人あきのきん) (3二のt芋からのき/

めての交換留学生ということにfJります｡後に続く人のためにも頑張→て他線/て乗たいと患います｡まT=　この八

一ノを通して/Rにテキサス大学に行く(行きたい)人のために櫓立つ付和をお伝えしたいと患います.純一柿宇

U　楽しんで乗るつもLJですのでその婆をお見せできれは　それが一番徴こ立つだろうと思っています.できる樗

LJ至8TIJていきますので　とうそこJi下乱l｡ (このべ-I,を作るにあたって若手大字II柁メディアt!ノ9-の善臣

先生にこI謝いたf=きました.ありがとうこざいました.また国際交′売セノタ-の尾中先生には留宇全矧二関し

て大変お世話にfdLリました｡教育学部英語キ斗の先生方からも暮王fdアトハノすスをしたf=きました｡この場を借りて

皆さんに感fJlLます｡ )

好,C､軌弼-　ノ　了リヘノミ　EノiluE･7 -Yl　　三

海外での留学や研修の希望者を増やすために､ウェブ上で体験記を公開している｡帰国した時点で体験記

を書いてもらう場合もあるが､交換留学に関しては､出発前にWikiの使い方を指導してブログ形式で日々の暮

らしなどを記録するよう指導した｡今後留学を考えている学生はサイトに書き込むことにより疑問を直接学生に

問い合わせることも可能で､情報交流に役立っている｡

派遣留学期間中の危機管理については､その必要性を学生に説明した上で学生が長期休暇中にキャンパ
スを離れる場合には､移動場所と宿泊場所などについてメールで知らせてもらうこととした｡

(報告:尾中夏美)
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米国アーラム大学サイスプログラム関連事業報告

1. 2005年度サイスプログラム概要

岩手大学では米国インディアナ州にあるア-ラム大学と平成15年8月11日に学術協定を締結し､

今年度はさらに学生交流の覚え書きを交わした｡本学はア-ラム大学が毎年盛岡市に海外研修プロ

グラムとして派遣するサイスプログラム(SICE: Studies in Cross-Cultural Education)に対して以下の支

援を行っている｡

(1)サイス学生に対する日本語教育の提供

(2)サイスプログラムの引率教員がサイス参加学生に対して授業を行う教室の提供

今年度のプログラムは以下の通りである｡

受け入れ期間:2005年8月22日(月)～12月8日(木)

参加人数:12名

2.日本語教育

ア-ラム大学sICEプログラム参加学生は8月の中旬に来日し､ 12月上旬に帰国する｡そのため､国

際交流センターでは当該プログラム日本語研修を､ 1)夏期休暇日本語補講､ 2)国際交流科目後期通

常クラスの前半部に､それぞれ参加する形で2期に分けて実施した｡ 8月到着後にオリエンテーション

およびプレースメントを行い､その結果､サイスの学生を初級後半および中級前半の2クラスに分けて

日本語研修を行うことにした｡研修の流れは以下のとおりである｡

①　プレースメントテスト　　　:8月下旬

② 1期:夏期休暇日本語補講:9月

③　2期:国際交流科目日本語初級Ⅱ総合･日本語中級Ⅰ :10-12月初旬

④　修了試験　　:12月初旬

クラス

A.日本語初級II　　　　対象:ア-ラム大学sICEプログラム(参加者　計5名)

〔1期〕夏期補講初級Ⅱ予備クラス

日時: 2005年9月1日-9月29日　9:00-12:00 (毎週月･木曜全8回)

担当:大高久枝　大畑佳代子

教材: 『げんき1』(The Japan Times)

『みんなの日本語Ⅰ 』(スリーエーネットワーク)ほか

〔2期〕国際交流科目日本語初級Ⅲ総合

日時:2005年10月13日(木)-12月7日(木)月･木曜9:00-12:00
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担当:大高久枝　大畑佳代子

利用教材:『みんなの日本語Ⅱ』(スリーエーネットワーク)ほか

B.日本語中級Ⅰ　　対象:ア-ラム大学sICEプログラム(参加者　計7名)

〔1期〕夏期補講中級Ⅰ予備クラス

日時:2005年9月1日～9月29日　9:00-12:00 (毎週月･木曜全8回)

担当:坂本淳子　大高久枝

教材: 『日本語作文とスピーチのレッスン初級から中級-』(アルク)

『日本語集中トレーニング-初級から中級--』(アルク)ほか

〔2期〕 (∋国際交流科目日本語中級Ⅰ総合

日時:2005年10月13日(木)-12月7日(木)月･木曜8:40-10:10

担当:松岡洋子

教材:『現代日本語コース中級Ⅰ 』(名古屋大学出版会)

②国際交流科目日本語中級Ⅰ会話

日時:2005年10月13日(木)-12月7日(木)木10:30-12:00

担当:尾中夏美

教材:『なめらか日本語会話』 (アルク)

③国際交流科目日本語中級Ⅰ漢字

日時:2005年10月16日(月)-12月4日(月)月10:30-12:00

担当:尾中夏美

教材: 『Intermediate Kanji Book vol. 1』 (凡人杜)

(文責:日本語教育担当　松岡洋子)

3.ハローパーティーとイングリッシュ･カフェ

岩手大学生とサイス学生との交流の場を提供する目的で､ -ローパーティー(ア-ラム大学主催)と

イングリッシュ･カフェ(岩手大学主催)の2度の交流事業を実施した｡内容は表1の通りである｡

ハローパーティーは出会いを主たる目的としているので使用言語に制限がない｡一方､イングリッシ

ュ･カフェは少人数で英語での会話が楽しめるように設定し､ "カフェ"のようにお茶とお菓子を食べなが

らのリラックスした雰囲気での交流の場となっている｡サイス学生は岩大生のために全て英語で会話を

することに取り決めている｡参加者には岩手大学の留学生もいた｡

表1.事業内容

事業名 �?ｩ/b�参加人数 

ハローパーティー ���ﾈ��9?｢盈ｓ�c｣3�ﾓ�Ε���50名 

イングリッシュ.カフェ ���ﾈ���?｢盈ｓ�c｣3�ﾓ�Ε���26名 
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4.学内留学

サイス学生は引率教員の専門分野の講義をプログラムの一環として英語で受講する｡昨年度から岩

手大学とサイスプログラム担当者とで協議して､若干名の日本人岩大生が引率教員の講義を聴講でき

ることとなり､岩手大学ではこれを｢学内留学｣と呼んでいる｡今年度の概要は表2の通りである｡初年度

の参加者からの要望を踏まえて､今年度は前年度より早い6月に学内留学の参加者募集を行って､参

加者希望者が各自の時間割に組み込むことをしやすいように配慮した0

表2.学内留学概要

開講日程 兌ﾙ�ﾃ�yD繹ﾈ�#Y?｢盈ｘ*�.s�(ﾈ繪?｢盈ｙh員Im益ｩ?｣�3｣��ﾓ�c｣���

フ~ーマ �?ｩgｸ,ﾈ防枋ｨ6�4ﾈ8X8�985�8ｨ�ｲ�

受講の形態 �*鞅Y�h,h+X,H�ｼh,伜���+Y%�肩,ﾙDh-�,�*(*ｪH�8ﾗYUﾘ廁,ﾘ�8*�.薬�

受講条件 偖ﾉZｨ,��ﾎｩ|ﾘ,h�9w�/�tﾈ+x.��ﾉ[h��檍ｧyYH-ﾈ+ﾘ,ﾘｻ8支ｧyYH,ﾈｧyYI�h-ﾈ+ﾘ,ﾘ���b�

選抜方法 丿XｧyYH,ﾉ%99hｻ8醜*ｩ�I�X+X+ﾘｧy�h*�.sIkﾈ*ｩ��,�.ｨ+ﾒ�

終了後参加者に対するアンケートをとった｡満足度は高かったが､どんなことにも自分の意見を求め

られ､ディスカッション中心の授業だったので､英語力に自信がなくてももっと積極的に発言するべきだ

ったということが各自の反省点として共通していた｡

またこの学内留学を経験してのコメントとして全員が英語の聴解力がよくなったと感じているが､能動

的に授業参加するためにはやはり話せることが大切であること､また授業形態が日本とは全く異なるた

めに､レポートを書くことや予習のリーディングがかなり大変だったと感じていた｡

5.英語による特別講義

サイスプログラムの受け入れ期間中に一度､引率教員は岩大において特別講義を実施することにな

っている｡今年度の引率教員は日本人教員で日本の大衆文化論が専門であったため､表3のような講

義となった｡講演に先立って講義内容の概要を英語と日本語で作成してもらい､当日の配布資料とし

た｡題材がアニメということから取っ付きはよかったと思われるがかなり学術的分析の多い講義だったの

で､英語での講義を受けた経験の少ない日本人学生にとってはかなり難解であったと思われるが､講

義はパワーポイントを使って行われたので視覚情報が多く理解の一助になったと推測される｡

表3.特別講義概要

開催目時 兌ﾙ�ﾃ�yD���ﾈ��y?｢以笂�c｣3�ﾓ�Ε���

講演題目 ��譁ﾖV�6�蔕&ｦV7F�ｶ踟vﾆVFvS･V襷W'7F�襷匁t�6�FVﾖ�46�FU⑧6��

JapaneseAnimationアメリカの学術的文脈におけるアニメ 

参加人数 �#Ykﾂ�
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6.サイスプログラム学生対象の英語による特別授業の提供

岩手大学では岩手大学教員により英語で授業が行われる国際交流科目があり､サイスプログラム受

け入れ期間中に一度だけ､引率教員が1科目をこの中から選んで､岩手大学教員がサイス学生対象

に英語で特別授業を実施することにしている｡今年度は表4の要領で実施した｡

表4.特別授業概要

開講目時 兌ﾙ�ﾃsiD���ﾈ��I?｢以笂�3｣��ﾓ�c｣���

授業題目 彦�ﾆ�v�6�FVﾗ��&�'幡�����

担当教員 ��ﾉ[h��檍怦ｧyYHｻ8蹴�

7.結果と今後の課題

7.1日本語教育関連

今年度は早い時期からア-ラム大学日本事務局担当者との密な情報交換を行うことで､参加学生

のプロフィールを事前に把握することができ､比較的円滑に受け入れができた｡また､日本語研修期間

も昨年度よりも長期間実施することができ､その結果､岩手大学の学生との交流も深められた｡今期は

日本語力が比較的高い学生が多く､中級前半レベルで学習した学生たちの成績は概ね良好であった｡

しかし､初級後半レベルで学習した学生たちの日本語力､学習姿勢等に個人差が見られ､中級レベ

ルとの差が目立った｡また､昨年度の反省から授業の進め方､課題､評価について詳しい方法を提示

した上で授業を行ったが､その結果､学生たちにはやるべきことが明確になり､日本語力の向上に役

立った｡

来年度は､ア-ラム大学における日本語教育の内容と､岩手大学での日本語教育の内容のズレに

配慮し､渡目前の事前学習を課すことで､岩手大学の日本語研修にスムーズに合流できるようにする

ことを計画している｡今後､授業方法等についてさらにプログラム担当者と協議し､改善を図りたい｡

(文責:日本語教育担当　松岡洋子)

7.2　広範な交流

大学における通常の学生交流は1, 2名という極めて少人数の交換学生と彼らと交流できたごくわず

かな日本人学生のみに受益者が限定される傾向にある｡しかし､この事業では短期ではあるがまとまっ

た人数の学生が多くの岩大生と交流の機会を持つことにより､本来国際交流に関心の薄かった､また

は関心は持っていても交流の機会を自ら作る勇気の持てなかったかなり広範囲の日本人学生に働き

かけることが可能となった｡しかしながら､本学からア-ラム大学-の留学者はまだいない現状を鑑み､

交流のバランスの面からさらに改善に努めたい｡

7.3　英語を使用する機会の提供

外国語として英語を履修する学生が多いが､実際に使用できる機会があまりないためモーティべ-
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ションを維持できず､英語学習が構文を暗記し訳読するだけの｢死語化｣する傾向にある｡同年代の米

国大学生との交流を持つことで英語を実際に話す機会を提供することは､異文化理解と語学力維持

の両面から大変有意義と言えよう｡また､海外研修を現実にしている米国大学生に触れることで自らも

留学を決意する学生も出てきた｡ ｢留学｣を別世界の遠い存在から身近で自ら実施する可能性を持っ

た具体的な存在に変えることができた｡

7.4　学内留学による留学疑似体験

語学は学ぶべきターゲットから知識を得るための道具として使用されるようになって､本当に実力が

つく｡学内留学を今回経験した学生は最初から意欲の高い学生たちであったが､アンケートで学習そ

のもの-の意欲がさらに高まり､英語の運用能力も上がったことを感じるという報告があった｡

今回は図書を事前に入手してできるかぎり前倒しでリーディングをしておくようにとの指示を出してい

たが､それでもいきなりかなりハードな環境に投げ出された形になるようなので､次回からは参加者-

のオリエンテーションや事前準備などをもっと徹底する必要が感じられる｡

協定ができても実際に留学するには費用や時間の問題など学生が解決しなければ問題は多い｡学

内留学という機会を設けることにより､選択肢が増えたことの意義は大きい｡今年度までは単位を認め

ていないが授業時間数や授業内容が本学の単位が認定される授業と比較しても十分な質が保障され

ているので､次年度から単位を認定する方向で現在調整を進めている｡

7.5　英語による岩手大学生対象の特別講義受講の体験

学内留学のように､アメリカ人対象の英語による授業を連続して受けられない学生でも､英語を学ぶ

学生は日本人向けの英語による講義を少し体験することで｢生の英語と本場の授業｣を体験できる｡全

ての内容を理解することは無理でも､少しずつ理解度が増すと努力の成果が感じられ､さらなる努力に

つながる｡前回と今回の講義はかなり学術的で一般学生には理解が難しい内容であったので､講義の

内容や構成の仕方は今後の工夫が必要だと感じられた｡

(文責:尾中夏美)
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群山大学サマープログラム

1.プログラム概要

今年度初めて､国際交流センターが企画して韓国群山市にある国立大学群山大学の学生10名を

受け入れた｡研修の概要とスケジュールは表1､表2の通りである｡群山大学は現時点で協定校では

なく､本プログラムの運営経費は参加者が支払う参加費で全て賄ったので国際交流センター主催の収

益事業と位置づけることができる｡プログラムの内容は日本語研修と日本文化体験である｡

参加学生の選抜は群山大学が行い､当初14名の参加希望者がいたが確実に確保できるホストファ

ミリーの数がはっきりしなかったので定員を10名とした｡参加学生の中には日本に来たことがある学生

もいて､日本語能力は初級から中級まで能力差が大きかったので2クラスに分けることも考えたが､費

用との兼ね合いから1クラスで対応した｡宿舎は大学キャンパスから離れた場所にあったので､チャー

ターバスで毎日往復した｡

参加者にはプログラム修了後に修了式において修了証書を授与した0

表1.プログラム概要

受け入れ期間 兌ﾙ�ﾃ�yD繹ﾈ��y?ｨ*�.s以�#y?｢�

受け入れ学生数とプロフィール 亊異�ﾅ��)�Xｧy?ｨﾎ｢�?ｩ[hｧx怎)D��h��ID��c��kﾂ��8醜�����

宿舎 ��ｩ�)�ｨ��}�ｧy�h��8��ih,ﾘ7ｨ�ｸ8�5�6X42�

開講日本語クラス ��4�8�5��

経費 �7h8ﾘ4�8�8��8ｾ���N�/�*X��

表2.研修スケジュール

日付 ��y?｢�18日 ���?｢�2O喜一二一:二-3 �#�?｢�22日 

(水) 忠mｒ�(金) 着��襌f��(臼) 宙ﾈ竰�

午前 ��Y�Hｿ8ﾖ��ﾇﾒ�5��日本語授業 �?ｩgｸﾎｨ�ｼb�ホームステイ �7ｨ�ｸ8�5�6X42�日本語授業 

午後 ��x圸9�(R�歓迎会 �(ｹ�夷8���ホームステイ �7ｨ�ｸ8�5�6X42�カラオケ交流 

チェックイン �?ｩgｹ�ﾈｧy�b�にてホストフ 剏ﾟ後5時に宿 ���

オリエンテー ション′ �,h�9>�藕ﾟB�アミリーと対 面 剋ﾉ- 

日付 �#9?｢�24日 �#Y?｢�26日 �#wR� 

(火) 忠�R��(木) 宙ｾ���(土) 
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午前 �?ｩgｸﾎｨ�ｼb�東松園小学 校訪問交流 �?ｩgｸﾎｨ�ｼb�日本語授業 ��Y�Hｿ8ﾖ�.h.��ｴ�ﾙ�� 

午後 �(YZ��ﾈﾋ��日本語授業 �(h匣ﾏij��ｭ唏ﾍﾉU9xR�ｫⅸｮ(�)5r�eﾙ�H,�,xﾊ��ｧr�修了発表と修 了式 BBQ送別会 �� 

2.受け入れに係わる準備について

6月中旬に群山大学の担当者よりプログラム参加決定をうけて､本格的な準備に取り掛かった｡可能

性を検討していた時点と学内の事情が変わり､使用許可に手間取ったこともあった｡宿舎に何度も足を

運んでの部屋割り作成､食事計画作成､施設使用にかかわる規則の確認､参加者対象の日本語､韓

国語併記のハンドブック作り､修了証書作り､センター教員の担当割り振りなど細部にわたっての準備

を行った｡

経費に関しては､国際交流センター主催の事業ではあるものの､大学の財務手続き上に｢仮払い｣と

いうシステムがないため､参加費を受け取るまでの間､担当教員が個人的に経費の立替を行わざるを

えなかった｡

3　日本語教育

このサマースクール日本語クラスは､平日午前中(9:30-12:30)のプログラムとして実施された｡参

加学生の日本語力には個人差が大きかったが､母語話者に対して日本語を使用する機会をできるだ

け多く提供するため､日本語を使ったプロジェクトワークを行った｡

なお､この授業は教育学部専門科目｢日本語教授法｣受講生がTAとして参加し､プロジェクトの進行

を補佐した｡以下にプログラムの概要を示す｡

表3.日本語プログラムのスケジュール

回 �?ｩWB�内容 �?ｩgｸﾎｨｻ8�d��8ﾗX�"���,ﾈﾎ8ｨB�

1 嶋ﾈ���?｢�自己紹介 ��(7��ｸ6x6��ｲ�

(木) �?ｩgｸﾎｨ,Y�(+Xﾘx*�*B�

2 嶋ﾈ���?｢�粟���日本事情(日本人の日常) 意見を聞こう【健康法､韓流ブーム､携帯事情】 (ホームステイ先でインタビュー準備) �?ｩgｸ馼��,ﾈ�饑�/�ｹ��ﾊHｸh6X�ｸ7ﾘ,ﾉ��k���8ﾊ佰�ｫx,ﾉ�ｨ薰�48985�7(8X�ｹ�)d�,ﾉ��k��
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同日午後 ��プロジェクトのサポート準備 ･情報検索の方法 ･インタビューシート作成 ･インタビューの表現技法 ･比較研究の方法 

8月20日 �7ｨ�ｸ8�5�6X49�h,X48985�7(8X�ｲ�8ﾊ假ｸ��� 

3 嶋ﾈ�#)?｢�意見収集の結果まとめと学生同士の討論 假ｸ��饑�,ﾉ�騫ﾘ5H7ﾈ�ｸ6r�
(月) 忠NHｧ(ﾊHｸh,ﾉ_ｹd���意見の類型化.比較の視点の提示 

4 嶋ﾈ�#9?｢�情報補強法【インターネット&文献検索】 ��饑�ﾉ�Yd�,ﾉ��k��
(火) 宙6x786(4�,亊h+x.��ﾙvﾈ,��饑�,ﾈ����情報収集サポートと整理サポート 

5 嶋ﾈ�#I?｢���R��追加情報の収集(インタビュー) �48985�7(8X�ｸ5H7ﾈ�ｸ6r�

6 嶋ﾈ�#Y?｢�調査結果と考察方法 �+(ﾛ以ｸ惓�騫ﾘ5H7ﾈ�ｸ6r�
(木) 宙ｭ�?ｨ,ﾈ馼�粨�8ﾊ�,ﾉNHｧ"��討論パートナー 

7 嶋ﾈ�#i?｢�粟���発表技法入門【比較研究の口頭発表演習】 �7�8��ｸ7ﾈ48986xﾞﾉ�ﾈ5H7ﾈ�ｸ6r�JﾙUﾉUﾈﾋｸ轌;��

同日午後 ��ﾈ惓JﾙUﾈ橙� 

群山大学の学生は学年混合の3グループに分かれ､それぞれテーマを決めて日韓事情の比較を行

った｡選ばれたテーマは1)携帯電話事情､ 2)韓流ブームの意識､ 3)食文化､の3つであった｡各グル

ープを日本語教授法受講学生が補佐した｡まず､グループ討論によって知りたい情報の項目を挙げ､

それを整理して､図書館の文献､インターネットなどから情報を収集した｡さらに､学内､およびホーム

ステイ先でそれぞれのテーマについて知りたいことをインタビューし､テーマに関する事実と意見を日

韓事情の比較という視点で分析し､パワーポイントにまとめて発表を行った｡

(文責:日本語教育担当　松岡洋子)

4　日本文化体験活動

毎日午後を日本文化体験活動に充てた｡活動

にはできるだけ日本人学生の参加も募集などを行

ったが夏休み中という時期的な問題から､参加した

学生はそれほど多くなかった｡

様々な体験の中でも､地域の小学校訪問プログ

ラムでの3年生､ 5年生との交流は大変印象深かっ

写真1.給食交流

.威源≡o n r｢さ汐L｣~■ ▲柵イ鹿ごⅧ欝転===丁＼

たようで､子どもたちから寄せられる質問に電子辞書を片手に一生懸命答えていた｡そして､学校長か

､､､､

らは小学校での総合学習の中で韓国を含む外国文化に触れる学習を行っていることなどが紹介され
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たo交流後は子どもたちと一緒に給食を食べて､日本の子どもたちがどのような学校生活を送るかを観

察できた｡

5宿舎と食事について

宿舎には学内施設である農学部の学生宿舎を使用することとした｡宿舎の規則で定期的な清掃や

入浴時間の制約､使用後の食器は各自で洗浄するなどがあったが､ 10名の学生と宿直教員1名で独

占できたので自由な雰囲気があった｡クーラーがなくて部屋が暑かったなど設備面での問題はあった

ものの結果的に学生の評判はまずまずであった｡掃除なども慣れているようで特に苦情が出るようなこ

とはなかった｡

食事に関しては､事前打ち合わせでは調理室があるので朝食と夕食を提供できるということだったが､

具体的な打ち合わせに入った時点で調理師の手配ができないことがわかった｡そこで､朝食はパンや

おにぎり､コーンフレーク､ジュース･ミルク､果物などを冷蔵庫に準備し､担当者が消費状況を把握し

ながら補充した｡夕食は惣菜や出前､外食などで対応した｡最初はパンを中心とした食品を提供して

いたが､米食を望む声が聞かれたので後半はおにぎりやパックご飯なども用意した｡

6ホームステイ

語学研修･日本文化体験の目玉はやはりホームステイである｡ポスターを作り､ 6月いっぱいでホスト

ファミリーの募集を行った｡直前に日韓で政治問題が紛糾し､十分な応募があるかどうか多少不安もあ

ったが､折からの韓流ブームでホストファミリーは予定数集まった｡群山大学からホームステイ用の参加

者プロフィールが届いてからホストファミリーとのマッチングを行い､ 7月中旬にホストファミリーのための

オリエンテーションを実施した｡ホストファミリーには学生の到着までに可能な限りメールや葉書などで

連絡を取っていただくようにお願いした｡ホストファミリーからの連絡がなかった学生には､岩手到着後

に宿舎から電話をかけさせた｡

終了後アンケート調査を行ったところ､回答をよせた9家族のうち7家族がまたホストファミリーをやっ

てもよいと思っていることがわかった｡受け入れが短期間であるということが双方が疲れずによい交流の

機会にできる条件なのかもしれない｡

7参加者アンケートの結果

プログラム終了時に参加者全員に対してアンケート調査を行った｡正確を期するために韓国語で実

施した｡まず5段階で全体の満足度を問うたところ､ ｢大変良かった｣が5名､ ｢だいたいよかった｣が4名､

｢普通｣が1名と､満足度が高かったことがわかった｡

個別の活動に関する評価は表4の通りである｡
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表4.個別の活動評価

ノ｢
｢

6　　　8　　10

□5 ���Hﾏｳ8��"�■1 

｢来日前と現在で日本や日本人-のイメージが変わったか｣という問いに対してほとんどの学生が､

来日前には日本人は自己中心的､または冷たいといったマイナスイメージを持っていたのが､親切で

温かい人情に触れてまた来日したいと思う､とプラスイメージに転換したというコメントを書いている｡

8結果と今後の課題

今回は初めてのプログラムだったこともあり色々と改善すべき点が見えた｡

8.1日本語研修

参加学生は学年､日本語力､興味分野に差が大きく､決められたテーマに対する研究の取り組み姿

勢にも差が見られた｡そのため､一部の学生に作業が偏ったり､日本語教授法受講学生の誘導によっ

てかろうじて作業が進められたり､といった状況であった｡また､インターネットの情報検索作業では､日

本語による検索作業に不慣れなために､時間が不足し､補佐役の学生が手伝う場面が多く見られた｡

最終的にはどのグループも一定レベルの成果発表をすることができたが､プロジェクトワークに対する

不慣れさ､作業時間の短さなど-の対処法を考える必要がある｡

来年度以降も継続される場合､プロジェクトワークという手法は残しつつ､内容､テーマ､ TAの活用

法等について改善を行いたい｡たとえば､来日までにこちらから課題を出し､準備する時間を与えるこ
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と､テーマについて主体的に選択すること､日本語能力に基づき事前にグループ分けをしてもらうこと

など､考慮したい｡

(文責:日本語教育担当　松岡洋子)

8.2宿舎

宿舎は当初予見できなかったことが色々と発生した｡計画段階で予定していた調理師の手配ができ

ないことがわかり､食事の手配にかなりの労力が必要となった｡経費節減のために大学施設の使用を

決めたが､今後このプログラムを継続するなら宿舎の見直しをしなければならない｡

8.3プログラム構成

全体的にプログラムが盛りだくさんで忙しかったので活動の精査が必要で､もう少し自由時間を与え

た方がよかったと思われる｡また､担当教員の仕事が過重だったことも息の長いプログラム運営を考え

る上で改善すべき点であろう｡

9継続に向けての取組と今後の展望

3月27日に群山大学を訪問し､次年度のサマープログラムについての説明会を実施した｡日語･日

文学科の学生約60名が対象であった｡この場に今年度のサマープログラム参加者のほぼ全員が集ま

ってくれた｡担当教員の話では帰国後岩手大学-の正規留学を希望して､資金作りのために休学して

働いている学生もいるとのことであった｡このことから､このような短期プログラムを継続することにより､

短期研修プログラムが本学-の長期留学の呼び水になり得ることが推測される｡

(報告:尾中夏美)
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石河子大学学生派遣プログラム実施報告

1.岩手大学派遣メンバーと石河子大学担当者

派遣学生は12名の応募者から5名が面接によって選考された｡選考基準は､学生の意欲､参加動

機､所属学部､学年等が総合的に考慮された｡また､国際交流センターおよび国際課から引率教員が

4名参加した｡石河子大学の受け入れは､副学長､学工部長､国際交流センター関係者に担当してい

ただいた｡メンバーは以下のとおりである｡

(1)岩手大学学生交流訪問団メンバー

学生:小川　有紀子

真田　良枝

佐藤　美由希

大内　匠

岩崎　絢子

引率:堀江　暗

小笠原　洋光

高橋　良彦

雀　華月

人文社会科学部国際文化課程3年

教育学部生涯教育課程1年

農学部農林環境科学科2年

農学部農業生命科学科2年

農学部獣医学科5年

国際交流センター長

国際交流センター助教授

研究交流部国際課国際企画グループ主査

研究交流部国際課国際企画グループ外国語専門職員

(2)石河子大学受け入れ担当者

楊　露

楊　衛華

張　洪釣

高　井

王　氷-

副校長

学工部長

対外交流輿合作処処長

対外交流輿合作処主任

対外交流輿合作処

2.日程および交流概要

<準備>

参加学生は出発前の約1カ月半､訪問のための準備を行った｡準備期間中3回の打ち合わせを実

施した｡訪問期間中に岩手大学および岩手､日本事情紹介のプレゼンテーションを行うため､担当項

目を分担し､発表用スライド作成と発表練習を行った｡また､歓迎会でのアトラクション用にさんさ踊りな

どの練習を行った｡打ち合わせは主に引率担当者の小笠原助教授と国際課雀職員が担当した｡準備

期間は学期末試験から夏季休業期間だったが､学生は日程を調整して積極的に役割を担った｡

なお､今回の派遣事業の学生参加費用は18万円で半額は教育支援施設戦略経費から支出し､半

額は参加者の自己負担であった｡
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【準備日程】

日付 �>�vR�

6月上旬～ 伜����(ﾏi^X､ｨ趙�

7月20日 冤ｩ�ｩ�俟ﾂ�饋X�#�)kﾈ.h.ズkﾉ�俟ﾂ��

8月5日(金) ��c����X+�x.ﾘ+萄8�986��ｸ��樓I?ｩ/i��k鶇�詹��*ｹ9��

8月25日(木) ��c(���X+�x.ﾘ+憧�7h8ﾈ986Rﾘ5h8�98*�.h-�4�6x8�4�5h8x98��OR�

9月12日(月) ��c8���X+�x.ﾘ+道?ｩ/hﾜX�ｦﾙDjH7h8ﾈ986Rﾘ5h8�98*�.h-�4�6x8�4�5h8x98��OR�

<訪問>

訪問中は､学生および小笠原助教授､雀職員が全日程参加した｡また､堀江センター長､国際課高

橋職員はスケジュール途中で合流し､大学を表敬訪問した｡

石河子大学での初日には岩手大学､日本事情紹介のプレゼンテーションが行われ､約40名の参加

者を得た｡また､座談会では､雀職員の通訳により双方の学生たちがお互いの学生生活や興味分野

などについて積極的に話し合った｡夜は歓迎夕食会が開かれ､両大学からさまざまな出し物が披露さ

れ､和やかに交流が行われた｡大学での2日目には石河子大学の中国語教員による中国事情および

中国語講座が持たれた｡ 3日目以降は見学､交流などが行われ､各所で参加学生の積極的な態度が

高い評価を得た｡また､ 4　日目には教職員による相互交流事業の打ち合わせも持たれた｡また､参加

学生による帰国報告会が10月に開催された｡

【訪問日程】

日付 �>�vR�

9月16日(金) �ｩ:羯�x圓ﾙ�Y�Bﾙfｸｹ竕fｸｹ飆���

9月17日(土) �ｩ:羯fｸｹ籀4X8ｸ8�6�4X8ｸ8�6��9>�ﾊ乂r�4X8ｸ8�6�I���

9月18日(目) �6x8ｸ7H4�98ﾊ乂y�陷ﾘ��ﾘ昆:��

9月19日(月) ��佻����ｩUﾈﾆ芥ｧy>�ﾊ乂r�

【午後】岩手大学学生によるプレゼンテーション､座談会､歓迎夕食会 

9月20日(火) ��佻����ｩ(hﾙ�馼��*�.h-�(hﾙ�ﾎｨﾗXﾜ��

【午後】見学(博物館､学生寮) 

9月21日(水) 侈乂sｹl�IJ芥ﾛｹI儁8��橙�

9月22日(木) ��佻����ｨ�ｼhﾊ乂r�

【午後】(学生)研究室見学､日本語クラス見学 

(教職員)交流打ち合わせ送別会 

9月23日(金) �ｩ:羯�陷ﾘ��ﾘ4X8ｸ8�6�ﾙfｸｹ竕fｸｹ韈9>�ﾊ乂r��

9月24日(土) �ｩ:羯fｸｹ籐�Y�Bﾙ�x圓�

-67-



3.交流実績､効果

(1)学生交流

今年度から学生交流が始まり､その最初の事業として石河子大学訪問事業が実施された｡移動に長

時間とられるため実質的な交流事業は1週間という限られたものだったが､学生が積極的に各プログラ

ムに参加し､石河子大学関係者から高い評価を得た｡

引率の小笠原教員は以下のような評価を記した｡

1)学生の行動について:比較的に纏まり良く行動していたように見受けられた｡中国の一般の人々と

は､空港､機内､町での買い物における店員などと各自の力量で話し掛けたり､話し掛けられたりし

ながら多くの関わりを持ったようである｡

2)食事について:食事は食材が比較的豊富で､栄養の偏りは日本より心配ない｡しかし､香辛料に慣

れていない為､腹痛を起す学生がでたが､帰国まで大事に至らず無事過ごすことが出来た｡

3)学生間の交流:学生同士の接触する時間が少なかったように思うが､各自各々の観点と力量で交

流し､中国事情を感得したようである｡

4)宿泊について:石河子大学内の専用ホテルで､日本の中級ホテルのツインルーム相当であり､大

変厚いもてなしを受けた｡食事は教職員専用の食堂や学生食堂にある個室が用意されたが､食事

内容は学生と同じものであるとの事であった｡

5)その他:心配された反日感情の捌け口の対象とされるようなことはなく､どこでも穏やかに移動する

ことが出来た｡

(2)交流打ち合わせ

石河子大学からは楊副学長､張国際交流センター長､岩手大学からは堀江センター長､小笠原

助教授が参加して打ち合わせが行われた｡今回の訪問目的は､センター長交代の挨拶､今回の交

流の視察､および今後の交流事業打ち合わせであった｡打ち合わせでは(1)学生交流､ (2)研究者

交流､ (3)日本語教師派遣､ (4)図書館交流について確認が行われた｡図書館交流はすでに職員相

互訪問､および資料交換が実施された｡日本語教師は､ 8月に派遣が行われた｡来年度も継続して､

1年間派遣予定であるが､日本語教育専攻の学生の派遣は人材不足のため困難であり､他の専攻

分野の人材が日本語教師として派遣される可能性の高いことを伝え了承を得た｡研究者交流は

JICAとの連携事業が計画されていたが､口蹄疫のため､今回は見送りとなった｡その外､農学部関

係で､期間一週間の短期での受け入れは実現した｡長期の受け入れについては､受け入れ費用の

予算のことがあり､文部科学省の留学生枠で申請したい｡さらに､教員交流では､学位取得のため

石河子大学の教員派遣の希望があるが､奨学金が派遣条件となっているため､推薦順位の配慮等

検討することとした｡ (筆者注:文部科学省奨学金申請の学内審査で石河子大学推薦教員の推薦

順位が低くなり､留学派遣は見送りとなった｡ )今後も引き続き各種交流事業を推進するため､具体

的な検討を継続させることで合意した｡
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4.今後の課題

引率教職員の小笠原助教授､雀職員から以下のような課題が指摘された｡

1 )派遣学生の選考時､語学力(中国語または英語)や特技を選考条件とすべきである｡

2)中国語や中国の文化､習慣などについて事前研修を行う｡

3)募集時期を早め､準備期間を長くする｡

4 )トラブルに対処できるよう､旅行会社や受け入れ機関と準備すべきこと等について事前連絡を取

るようにする｡

5 )長い移動時間を有効利用するため､学生達に中国ガイドブックなどを用意させ､移動中に読ませ

ておくとよい｡

6 )今回､現地で岩手大学卒業生が案内等を行った｡今後も卒業生を活用すべきである｡

7)学生同士の交流時間をもっと長く取るべきである｡

8 )研究室訪問では言葉の壁を感じた｡派遣学生の選考の際､語学力を条件に入れるべきである｡

9 )疲れや不慣れな環境のため､体調を崩す学生もいた｡薬の携帯は必須である｡また､スケジュー

ルに余裕を持たせたほうがよい｡

1 0)　参加学生に対して交流事業参加に際し､明確な課題を与えるべきである｡単なる交流では

なく､何か学び取る機会としたほうがよい｡

初回の学生派遣事業として以上のような課題が明らかになったが､次年度は語学研修等を積極的に

取り入れ､短期研修の形で単位化できるような内容のプログラムに発展させたい｡

(文責:松岡洋子)
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石河子大学学生受け入れプログラム実施報告

1.岩手大学派遣メンバーと石河子大学担当者

学生交流事業の一環として､ 10月は石河子大学からの訪問団受け入れ事業を行った｡石河子

大学の5学部(岩手大学に関係分野のある学部)からの代表の学生が1名ずつと引率教員2名

の計7名の訪問団であった｡メンバーは以下のとおりである｡

<学生>

卒新勝(男) BiXinSheng機械電子工程学院大学院2年

蓑　民耀(男) YuanMinYao政法学院　学部4年

王彦波(男) WangYanbo農学院　学部4年

馬　暁育(女) MaXiaoJing動物科技学院　学部3年

付　蓉(女) FuRong文学芸術学院　学部2年

<引率教職員>

楊衛華(女) YangWeiHua　学工部長

高　井(女) GaoHui　　　国際交流中心主任

2.日程および交流概要

受け入れ準備は8月から始められ､スケジュール作成､宿舎および交通機関等の手配､訪問

先研究室教員および受け入れ学生ボランティアとの打ち合わせ等が国際交流センター教員と国

際課職員によって進められた｡また､情報メディアセンター図書館､ミュージアム見学､全学

共通教育科目英語授業の体験､研究室訪問などの実施に当たり全学的な協力､支援を得た｡さ

らに､学生同士の交流を深めるため､歓迎会､交流会等で9月の派遣事業に参加した学生たち

を中心に､本学サークル(三曲､競技舞踏部､しどろもどろ)､ボランティア等の多くの学生が

プログラムの運営に協力した｡訪問した研究室は以下のとおりである｡なお､研究室の訪問に

あたり､通訳として本学学生の協力を得た｡訪問した研究室は以下のとおりである｡

<学生の訪問先研究室>

卒新勝;農学部(農業機械関係)担当:武田純一(通訳:張会均)

蓑民耀;人文社会科学部(法律)担当:丸山仁(通訳:権慶梅)

王彦波;農学部(林学)担当‥寿松木章､薄遇攻､小藤田久義､白旗学(通訳:何暁嵐)

馬　暁青;農学部獣医関係の各研究室(通訳･案内:岩崎絢子)

付　蓉;教育学部(音楽)担当:佐々木正利(通訳:挑暁艶)
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<スケジュール>

日付 乖�:�>�vR�

10月23日(日) �ｩ:罠fｸｹ籐�Y�Bﾙ�x圷ｫﾘﾇﾙuｹ����

10月24日(月) ��佻����ｨｧy+r餾ｸｧy+yUﾈﾆ嬰ｹn)�Xｧx��櫁5H6�486�8ｹ?ｩgｸﾎｨﾗXﾜ��【午後】学内見学;ミュージアム本館､農業教育資料館､図書館 

学長主催歓迎会 

10月25日(火) ��佻����ｨ��ﾎｨ�ｼh����?ｩgｸﾎｨ�ｼh�����
【午後】買い物(アネックスカワトク)着物体験わんこそば体験 

10月26日(水) ��佻����ｨﾊHｸh�dｹn"�【午後】石河子大学紹介および質疑応答国際交流会館見学 

カラオケ交流 

10月27日(木) 倡9>�*�.h-�ｽ�位乂r�
石割桜､岩山展望台､中央公民館､イオンショッピングセンター､ 

デンコード､小岩井農場､手作り村 

夜;副学長主催送別会 

10月28日(金) �渥ﾙYHﾊ乂r姐ｸﾌ8�)7�5�VﾊH4�8ｨ98784�69���
夜;農学部主催夕食会 

10月29日(土) �ｩ:罠�x圓ﾙ8ﾈｹ竕?ｩgｹ�Xｧydｹn"��

3.交流効果と今後の課題

今回の学生受け入れ事業では､ 5学部の代表5名との交流が行われた｡受け入れに際しては

短期間でできる限り学生同士の交流が図れるよう､ 9月に訪問した5名の学生の協力を得てプ

ログラム作成を行った｡中国訪問時よりも学生同士が親密にすごす時間が増えたことが一番の

効果である｡学生たちは帰国後も電子メール等で連絡を取り合い､お互いの進路や現在の研究

等について情報交換している｡大学間交流では､学位取得､研究実績など目に見える効果が得

られることも重要である｡しかし､日中関係が政治的に多くの課題を抱えている時期に､一人

ひとりの学生同士が人間として語り合い､お互いの国､個人について主体的にかかわることが

できたことも大きな成果といえよう｡ただ､交流のできた学生数は限られたものであり､今後

は全学の多くの学生たちに関心を持たせるような改善が求められる｡

また､事業経費として､石河子大学から仙台までの移動費は石河子大学が､仙台から東京ま

での移動費､宿泊費(食費)､交流事業にかかる経費は岩手大学がそれぞれ負担した｡しかし､

大学の経費が十分ではない状況で今後､同様の事業を継続することについては経費の使途を改

善すべきである｡たとえば､公的な宿泊研修施設の利用､見学､文化体験が大半を占めるプロ

グラムではなく､双方の大学の参加学生が課題を発見し解決する活動が中心となるプログラム

の設定など､限られた経費で最大の効果を得られる事業にすべく再検討を行いたい｡

(文責:松岡洋子)
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石河子大学日本語教師派遣事業報告

派遣期間:平成17年8月17日～平成18年8月16日(1年間)

派遣教師‥佐々木仁美(岩手大学大学院教育研究科修士1年)

I.派遣までの経緯

平成16年度に猪内前学術担当理事が石河子大学を訪問した際に石河子大学学長と交わした覚書

に基づき､平成17年度8月より日本語教師1名が岩手大学から派遣された｡当初､2名の教師派遣

要請があったが､日本語授業の受講希望者数状況から1名の派遣になった｡日本語教師の選定にあ

たっては､日本語教育の知識があること､中国語能力を有することが優先され､教育研究科修士1年

の佐々木仁美氏が派遣された｡

Ⅱ.派遣前研修

1.　日本語教育研修

派遣前3ケ月間､国際交流センターにおいて､日本語教育研修を実施した｡研修内容は以下のと

おりであるo教授経験がほとんどないため､実習を多く取り入れ､即戦力となる知識､技能の養成を目

指した研修を実施した｡

1)日本語教育基礎知識習得研修‥日本語教授法等の概論書の講読､教科書分析､

教案作成方法講義等(週1回)

2)授業見学:日本語特別コースの授業見学と見学レポート作成(週2-3回)

3)授業実習:日本語特別コースの中級前半レベルの授業実習(週2回｡見学含む)

4)カリキュラム作成:授業使用予定教材による1学期間のカリキュラム作成

2.中国語研修

佐々木氏は中国に1年間の留学経験があり､中国語研修は実施しなかった｡

Ⅲ.任期中の担当業務

1)前期の担当授業科目名と時間帯･単位数･受講対象･受講者数

日本語(-)単位数4 -学期72時間19週(週に2コマ計4時間)

受講者外国語学院英語専攻3年生58人

日本語(≡)単位数3 -学期54時間(週に3コマ計6時間)

9･12月の2ケ月(10-11月は4年生が教育実習のため授業なし)

受講者外国語学院英語専攻4年生60人

-72-



日本語促成班10月11月2ケ月間の週末1日3時間の初級クラス

英語専攻以外の学生が自由に受講できるが､受講料は1人120元｡

2)後期の担当授業科目名と時間帯･単位数･受講対象･受講者数

日本語(二)前期の日本語(-)の続き

受講者　外国語学院英語専攻　3年生　58人

単位数　4　-学期72時間19週

日本語(二)受講者科技学院英語専攻3年生30人

単位数　4　-学期　72時間19過

(前期は中国人教師が教えていた)

外国語学院英語専攻の授業とは教科書が異なる｡

日本語促成班4月5月2ケ月間

週末1日3時間の初級クラスと中級クラス　約50人

英語専攻以外の学生が自由に受講できるが､受講料は一人100元｡

3)その他の業務

教職員対象に日本語指導を個別に依頼される場合もある｡

Ⅳ.今後の課題

◎以下の課題に対処するため､石河子大学の日本語科目担当教員との連絡を密にする必要が

ある｡

･教科書の選定について相談する

･対象学生の日本語学習歴を事前に把握する

･業務の詳細について事前に把握し､準備を進める

◎　派遣教師の選定について､枠組みを定める必要がある｡

◎　評価基準を定め､授業の成果について検証を行うべきである｡

◎　教材の寄贈など､教育環境の整備に努める｡

◎　派遣教師の支援体制を確立する｡

(文責:松岡洋子)
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海外派遣のための語学支援

1.スーパーイングリッシュ

スーパー･イングリッシュは留学準備のための英語集中コースとして位置づけ､大学の教室を使用するが大学

のカリキュラムには組み込まれていない｡短期間での効果を上げるために受講資格を設けた｡概要は以下の

通りである｡

開講期間(11週間):前期4月18日～7月8日､後期10月5日～12月21日

授業時間:月､水､金の18時20分～19時50分

受講資格:学部は問わない｡英語検定準1級以下2級以上､ TOEFLまたはTOEFL-ITPで480点以上

530点未満､またはTOEIC700点以上

募集定員:15名

受講料:有料

教員は外部から雇用した､英語を母国語とする英語教育の専門教員で､英語圏で実施されているESLプロ

グラムに準じた構成である｡授業は全て英語のみで実施した｡曜日毎に聴解､読解､作文の各スキル分野に

特化した授業を行った｡受講者数は表1の通りである｡

表1.受講者数

2005年前期 劔�#��YD靜8ｯ｢�

所属学部 �?ﾈ���教育 儘逢r�農学 俘xﾇb�入社 仆8屍�工学 僞�r�合計 

人数 �2�3 ���3 ����0 ���3 ���5 

終了後のアンケート調査では内容について満足であると答えているが､受講資格が英検2級では低すぎると

いう指摘が見られた｡しかし､英検準1級を最低条件とした場合､受講できる資格のある学生数が激減すること

が予想されるので､指摘に妥当性があると推察されるものの今後も受講資格はこのままで据え置くこととする｡

2.ムービーナイト

英語に接する機会を増やすため､毎月第3木曜日に映画の上映会を始めた｡上映する映画は英語で音声
を聞きながら字幕も英語で表示することにより､目と耳で内容理解ができるように配慮している｡会場ではワーク

シートを配布し､映画終了後に理解度をチェックして翌日ウェブで正解を確認できるようにしている｡

まだ広報が不十分であり､試験期間や大学祭準備期間に重なるなどして参加人数が伸びていないので､今

後改善に努めたい｡

表2.上映作品

月 ��8防ﾞﾉV��参加人数 

10月 陪�T�ﾆ�R�9 

11月 �6�7FﾆV也F�6ｷ��ll 

12月 陪�T�ﾆ�S"�0 

1月 陪�''���FW&�襾F�6�&6W&W"w57F�R�4 
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海外留学情報提供

海外の大学との学生交流や海外研修プログラムに関心をもってもらうと同時に､基礎語学力の習得を支援す

る目的で以下の事業を実施した｡

1海外留学t研修オリエンテーション

海外留学･研修オリエンテーションは例年5月に開催していたが､他のオリエンテーションと重なるので､時期

をずらして6月に開催して参加状況を観察することにした｡実施日程と参加人数は以下の通りである｡

実施日程:6月16日(木)午後4時30分～午後7時

参加人数:約60名

前目には大学生協主催のTOEIC体験と講演会も催され､この二日間を大学生協との国際教育共催事業と

位置づけた｡オリエンテーションの内容は､留学全般の情報提供､各学部主催プログラムの紹介､全学対象交

換留学の紹介､ TOEFLと国際ボランティアプロジェクトの紹介､体験発表､質疑応答であった｡

2個別留学相談

個別留学相談は学生それぞれの授業時間との兼ね合いもあるので､不定期に実施している｡相談受付のポ
スターは常時掲示しているので､希望者は国際課を通すか直接メールで相談時間の予約を入れてくる｡

相談内容は語学研修､ワーキングホリデー､交換留学と多岐に渡るが､学生側の情報不足がかなり見られる

ので､人生設計や将来の希望職種などについても話を聞きながら相談に応じている｡また､高い語学力を求め

られる留学に関しては､準備方法などについても助言している｡

表1.留学相談のべ件数

月 滴ﾈ��5月 塗ﾈ��7月 嶋ﾈ��9月 ���ﾈ��11月 ��(ﾈ��1月 �(ﾈ��3月 俘xﾇb�

件数 迭�4 迭�3 ���0 迭�4 �"�3 ���4 �3b�

表2.学部別相談人数

入社学部 仆8支ｧyYB�工学部 僞�yYB�

9 途�4 途�
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国際交流センターの広報関係活動報告

1.海外でのPR活動と情報収集の意義

日本の大学-の留学希望者の多くは､東京などの大都市圏に留学を希望する｡生活費がかかるも

ののアルバイトが地方に比べて豊富にあるし､日本語学校などが集中していることもその要因であろう｡

しかし､地方大学の実情についての情報不足や偏見なども多分に作用していることが留学フェアなど

に参加してみて推測されるo岩手の地理上の位置がわからないだけでなく､ ｢先生はなまりがひどいの

ではないですか? ｣などといった質問が沢山寄せられる｡卒業生から｢せっかく学位まで取ったのに､

友達からは『そんな大学は知らない』と言われて悔しい思いをするので､もっと知名度を上げて欲しい｣

と言われたことがあるo知名度が低く偏見を持たれた大学に､熱意ある質の高い留学生が出願してくれ

ることを期待するのはあまり現実的ではないだろうo大学についての正確な情報を発信するとともに､

留学を希望する学生にどのようなニーズがあるのかを把握し､的確に必要な情報を提供することが重

要である｡

2.多言語ホームページへの取り組み

国際交流センターではセンターのホームページ上に多言語のウェブページを載せている｡現在日本

語､英語を含めて10カ国語対応となっている｡

多言語ホームページの立ち上げに関しては､留学生対象にホームページ作りのワークショップを実

施し､その研修受講者を各国別チームに編成してアルバイトとして雇用し､あらかじめ指定した内容を

翻訳してもらったo内容は大学の概要や学部､生活環境､自分が留学してみての印象など簡単なもの

である｡

多言語ウェブページ

静も青書のウェブページ

ベンガル語

タイ語

野　中EE)語

持国語

ロシア語
l　マレーシア語

ベトナム語

藁喜吾

スペイン語

静岩手大学号学生吟声

留学生のメッtz -ジ
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この取組ではチームのホームページ作りに関する技術力が大きく影響することがわかった｡また､母

国語でのキーボード操作に不慣れなために入力に時間がかかったり､アルファベット以外の文字は文

字化けを避けるために画像としてはめ込むなどの対応が必要であった0

今後は更新作業の省力化のためにWikiを活用し､日本語も平易な日本語版を追加するなどして情

報提供の環境整備をしていく予定である｡

3.日本留学フェア

3.1韓国

韓国で開催されたJASSO(日本学生支援機構)主催の日本留学フェアは釜山とソウルの二会場で

一日ずつ開催された｡教員1名､事務職員1名で

参加したが､事務職員は朝鮮族の中国人だったので

通訳を介せずに直接様々な質問に答えることができ

た｡ソウル会場では帰省中の韓国人留学生が通訳を

手伝ってくれた｡

韓国では人文社会科学部-の編入学に関する質

問が多かったが､ソウル会場では工学部､農学部-

の質問もあった｡

今回､韓国語の資料を増やした｡昨年も使用した大

学紹介チラシと大学紹介cDの他に､大学のポスター､

日本留学フェア(韓国)概要 

開催日程 乘亥#｣佇�)?｢粟�唏5ﾈ4R�

ル:9月4日(目) 

開催場所 乘亥#ｨｩ亥(8ﾘ6(6X7ｨ6X8ｲ�
ソウル:セントラル.シティ 

来場者数 乘亥#｣�#3)kﾂ�
ソウル:256783名 

岩手大学ブース -の来訪者数 乘亥#｣#)kﾂ�

ソウル:55名 

大学人試案内､日本語授業時間割､宿舎紹介､岩手県紹介パンフレットなどを用意した｡韓国は保護

者が留学に熱心なので､説明のために韓国語の資料が必要不可欠であると思われる｡

韓国では一般に留学情報センターのような機関が韓国の留学希望者に情報提供しているので､事

前に主な機関にメールで連絡してフェア会場にパッケージ資料を取りに来てもらうよう手配した｡

3.2　タイ

(1)日本留学フェア

教員1名､事務職員1名で参加したが､今回も本学

卒業生が通訳をしてくれた｡資料は本学紹介のチラ

シ､ CDの他､ポスター､日本語授業時間割､大学人

試案内などをタイ語で準備した｡

二日間のフェアでは工学部と人文社会科学部-の

問い合わせが一番多かった｡その中でも工学部は機

械工学やシステム関係の割合が高く､入社は経営･

日本留学フェア(タイ)概要 

開催日程 ���ﾈ綺?｢�7丁Ci?｢�?｢��

開催場所 �48985��ｸ5(986�6ﾈ985�8ｸ7｢�
テル 

来場者数 �2ﾃ田ykﾂ�

岩手大学ブース -の来訪者数 ��3ykﾂ�

経済､日本の歴史や日本語学-の関心が高かった｡

会場には成績証明書のコピーなどを持ってきて受け入れの可能性を聞く留学希望者もいる｡今回は
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そのような社会人3名■から成績証明書などの書類を預かって､帰国後もメールでやりとりしながら研究

生としての受け入れ支援をした｡残念ながら来日までに到らなかったが､このようなアプローチが有効

であることがわかった｡

(2)学校訪問

留学フェアの前後に大学のプロモーション活動としてバンコクにある高校2校を訪問して､岩手大学

の紹介を実施した｡いずれも外国語として日本語を教えている学校である｡時期的に新学期が始まる

直前の学校が多いため､難しい面もあるが可能な限り続けていきたい｡

3.3　NAFSA(米国国際教育学会)

前年に引き続きの参加である｡JASSOが用意した日本の大学の集合展示ブースで､本学に割り当

てられた時間帯にブースにおいて説明を行った｡米

国､カナダの協定大学の担当者とは事前に打ち合わ

せておいたので､ブースに立ち寄ってくれて色々な

情報交換が行え互いの要望を伝え合うことができた｡

会場では事前申し込みを必要とするワークショップ､

当日参加の研究発表などが数多く用意されていて､

国際教育関係者の研鉾の場ともなっていた｡

日本留学フェア(米国)概要 

開催日程 �#��YD綛ﾈ�3�?｢�笘��b�

月3日(金) 

開催場所 兔Hﾙ�5h4�6x8ｸ�88�5h986x92�

州立コンベンション.トレー 

ドセンター 

参加登録者数 澱ﾃc�ykﾂ�>�ﾙ�､�����"�

約1,700名) 

日本からの参加 大学数 �#Y�Xｧr�

3.4 EAIE(欧州国際教育学会)

本学の中期目標に｢広く世界から留学生を受け入れる｣とあるが､これまでヨーロッパからの留学生受

け入れ数は少なかった｡ヨーロッパとの学生交流を活

発に行うための情報収集とネットワーク構築のために

初めてヨーロッパにおける留学フェアに参加した｡

初回の参加であったため情報収集が主となった｡オ

ーストリアの工学系大学から学生交流についての問

い合わせがあった｡しかし､受け入れの為には英語で

の授業開講などいくつか解決しなければならない課

題があることがはっきりした｡

また､本学教員と面識がある､友人であるといった

日本留学フェア(欧州)概要 

開催日程 �#��YD纔ﾈ��Y?｢盈ｘ���

17日(土) 

開催場所 �7ﾈ�ｸ8�986異�4�8�4�7H�88B�

ギエウオ大学講堂ほか 

参加数 冩�"ﾃ���kﾂ�

日本からの参加 大学数 ��i�Xｧr�

教員からのコンタクトもいくつかあったので､これについては帰国後本学の教員に引き継いだ｡
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4.進学説明会(東京)

本報告書の｢進学説明会｣の項を参照されたい｡

5.活動の評価と今後の課題

5.1岩手大学の知名度を上げる努力

海外でリクルート活動をしていて痛感するのは､現地での知名度の低さである｡ ｢岩手はどこにあるの

か｣から始まって､ ｢先生はなまりが強くて標準的な日本語が話せないのではないか｣といったことに至

るまで､魅力ある留学先としてのイメージができるまでの道のりが遠いことを感じる｡

一方で東京の進学説明会においてタイ人学生が岩手大学という名前をあらかじめ知った上でブース

に来てくれた｡本学が毎年参加しているバンコク市で実施される日本留学フェアにおいて本学ブース

での説明を聞いたようである｡今後も名前を聞いたことがあるというレベルまで持っていく地道な努力が

引き続き必要である｡

5.2多言語による情報提供の充実

留学生-の情報提供は英語は言うまでもなくできるだけ多言語での対応をめざす必要がある｡多く

の留学生はインターネット･カフェなどから本学のウェブにアクセスしてくるようであるが､そのような環境

では日本語フォントが入っていないことが多い為､文字化けなどが生じて十分な情報を得ることができ

ないようだ｡英語ではこのようなことが避けられるので､最低限英語での情報提供を充実させるとともに､

大まかな情報は多言語で対応していきたい｡

(文責:尾中夏美)
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進学説明会

l ･ r2005年外国人学生のための進学説明会｣報告

主催　　独立行政法人　日本学生支援機構(JASSO)

日　時　　7月　3日(日) 10時～16時

会場　　横浜会場:パシフイコ横浜展示ホールD

担　当　　小笠原洋光

雀　華月

参加大学　165校(私立大学､短期大学を含む)

総入場者数1314人(H15年4367人､ H16年3967人)

日　岩手大学会場訪問者(記帳者のみ)

外国人学生総計: 16名(H16年度36名.　H15年度69名)

国　別:中国9名　マレーシア2名　タイ5名

希望学部等‥人文社会科学部(9名;経済,法律,社会,心理)編入学､大学院希望者各1名

教育学部(教育)1名　工学部(電気,情報,機械) 5名　農学部(生物応用)1名

日本語学校等来訪者:総計5名

新宿日本語学校　アジア学生文化会館(ABK)　富山情報ビジネス専門学校

TIC日本語学校　　同志社

1･2主な相談事項(昨年とほぼ同じ内容)

入試について‥入試科目､手続き(入学願書と共に提出しなければならない必要書類)

入学割合- ･受験者数に対する合格率

納付金:学費､入学金など

授業料の納入方法-分割納入は?　減額及び免除の規定は?

奨学金について:どんな奨学金制度があるか?　　何人ぐらいもらえるか?

生活状況:生活費

宿舎について:入居状況

1.3　その他の質問事項

･過年度の留学生の受験状況

･　編入学の方法

2･平成17年度国費(学部進学)留学生への大学進学説明会報告

日　時　平成17年10月27日(木)13時20分～16時30分

場　所　東京外国語大学留学生日本語教育センターさくらホール

担　当　小笠原　洋光

高田　千住

対象者　69名(文科系39名､理科系30名)
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2.1岩手大学ブース来訪留学生

(グループ来訪- ･ 7名.)

国籍 ��ｩnR�性別 

1 �7�8�8ｸ�ｸ5b�総合人間学 傚r�

2 �48986�6ﾈ5h4��国際関係学 �&｢�

3 �8ﾘ5h4��電気電子工学 �&｢�

4 �5(8ﾘ987(4��生物工学 �&｢�

5 �8(98588ｲ�経済学 �&｢�

6 �8(9858�ﾈ8ﾂ�国際関係学 傚r�

7 �5�985X6ｨ4��情報工学 �&｢�

(個別来訪･ -3名)

国籍 ��ｩnR�性別 

8 �7ﾘ8ﾈ�ｸ5h4��心理学 �&｢�

9 �5�42�法学 �&｢�

10 �4X5�7�4ﾈ5�5�92�経営学 �&｢�

2.2留学生からの質問事項

学部･学科及び授業について

･岩手大学で心理学､経営学は学べるか

･人文社会科学部の人間科学課程について教えてほしい

･自分は情報工学を専門としているが､岩手大学の情報システム学科について教えてほしい

･英語で受けられる授業があるか､日本語の授業はあるか.レポートを英語で提出可能か

･人文社会科学部の法学･経済コースのゼミナールについて教えてほしい｡ 1年次にゼミナールはな

いのか

宿舎について

･岩手大学には寮はあるか.寮に入居の際､条件はあるか

･国際交流会館に入居可能な期間はどの位か､家賃と共益費はいくらか

生活環境について

･盛岡で生活するとしたら1年でどのくらいの生活費がかかるか｡

･岩手県の位置と盛岡市の気候･自然･人口･生活環境について､盛岡は冬に雪がふるか

その他

･東ヨーロッパからきている学生はいるか｡

･岩手県には国立公園があるか｡

･留学生の支援としてどのようなものがあるか｡

(文責: ′｣､笠原　洋光)
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タマサート大学生との交流会報告

タイのタマサート大学で日本語学科に所属する学生が日本研修として10月に岩手県八幡平市にホ

ームステイした｡この期間中に日本の大学祭を見学する目的で以下の日程で本学を訪れた｡

日時:平成17年10月22日(土)午前10時すぎ～

参加人数:学生16名､引率教員1名

会議室での日本人学生との交流会の後､本学学生がタイ人学生をグループごとに分かれて案内し

たo最後にタイの学生が伝統舞踊を披露して交流が終了した｡タイの学生にとって珍しい体験ができ

たものと思われるが､日本人学生の方は大学祭対応で忙しく､タイの学生との交流に時間が割ける学

生の数が限られていたのが課題であった｡

(文責:尾中夏美)
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ボランティアチューター･会話パートナー制度

科目等履修生を除く全ての留学生に対して､大学が経費負担して有償のチューターを留学生に付

ける制度があるが､それ以外の留学生でも渡日間もない留学生で希望する者には､日本人学生を無

償ボランティアのチューターとしてつけることにしている｡また､留学生で日本人と日本語会話の練習を

希望する者もいるので､これは会話パートナーとして日本人学生に登録してもらうことにしている｡これ

らのボランティア活動に対して日本人学生対象のオリエンテーションを以下の要領で実施した｡

日時:平成17年5月13日　午後4時30分～5時30分

参加人数: 18名

オリエンテーションの内容はそれぞれの活動の内容説明と体験者による体験談などである｡登録者

には必要があるときに担当教員から一斉送信で登録者の携帯電話やメールに連絡がいくようにしてい

る｡会話パートナーには留学生とのペアワークの相手として日本語の授業に入ってもらう場合もある｡

日本人学生にとっても留学生との交流を希望しながら接点が自分では見つけられない者には便利な

制度といえよう｡

(文責:尾中夏美)
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国際交流会館活動記録

1.会議等

1･1国際交流会館オリエンテーション(前期).･･英語(尾中先生)と中国語(雀国際課職員)の通訳

日　時:平成17年4月22日18時30分～20時

担当:国際交流センター教員､国際課職員

内容:年度始めで､新旧の会館住人の顔合わせと会館利用の説明会

1)はじめのことば(会館主事挨拶;集会の目的を主とした話)

2)スタッフの紹介

3)会館で生活する上でのルールの説明-寺田会館事務員

国際交流会館入居者の心得､家庭用ゴミの処理について

4)懇親会;入居者自己紹介､ボランティア団体(AVIS)の活動紹介

5)おわりのことば

(あとがき:始終なごやかな雰囲気で行われ､留学生もしっかり説明に耳を傾けていて､集会は非常に

スムーズに進んだ｡入居者紹介の際はユーモアを交えた自己紹介があり歓声があがった｡後かたづけ

も留学生の協力があり､作業する中で入居者相互の和がさらに深まったと思われる)

1･2国際交流会館オリエンテーション(後期)

日時:平成17年10月28日18時30分～20時

担当:国際交流センター教員､国際課職員

(*)前期と同様の内容･方法で行う

1･3岩手大学国際学生宿舎H17年度留学生オリエンテーション

日　時:平成17年4月18日　18時30分～20時

場　所: G21教室

担当:学生支援課職員　国際課教職員

出席:北謳寮､紅梅寮自治会役員数名

留学生11名(北謳寮5名/9名､紅梅寮6名/13名)

内容:学生寮の運営を効果的に進めるに当って､留学生と日本人学生の相互理解を図る｡

1)学生支援課より､資料に基づき説明

2)国際交流会館主事より昨年の問題を踏まえた上で､この会-の出席の趣意説明

3)北謳寮､紅梅寮の両自治会役員から､自治会活動についての説明と､留学生への連絡の

ための責任者の選出依頼
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(あとがき‥学寮の在り方について､日本の伝統的な部分は残しつつも現代に即した考え方を取り入れ､

学寮自治の習慣を見直し､生かすべき点､改めるべき点を探りつつ､運営をしていくことが望まれる｡ )

2.平成17年度国際交流会館避難訓練

会館居住者の安全確保ために､本年度も昨年同様火災時の避難訓練を盛岡消防署(上田署)の協

力を得て計画し､実施した｡訓練終了後､消防署の方から種々の災害時の対処法について解説をし

ていただき､火災のみならず地震など日本における自然災害発生時における対応方法-の理解を

深めた｡

国際交流会館避難訓練実施報告

【実施日時】　平成17年12月10日(土)午前10時～午前10時40分

【天　候】　雪

【訓練指導】　盛岡中央消防署上田出張所消防署員

【参加人員】　会館居住者11名､小笠原会館主事､国際課高橋､高田

【訓練概要】 ･ 2階ランドリー室からの出火を想定し､会館内に緊急放送(居住者により日本語･英

語･中国語)

･盛岡中央消防署上田出張所-の通報

･会館前庭-の避難､人数確認し､消化器使用訓練

【実施内容】

AM9:30　消化器･灯油･バケツ等準備､出火想定場所表示

AM 10:00　火災警報鳴動

AM 10:00館内放送担当:フィールズウイリーゾーン(日本語及び英語)､張継元(中国語)

AM 10:02　上田出張所-の通報(担当:フィールズウイリーゾーン)

避難開始

AM 10:08　避難完了･会館前集合人数確認11名

AM 10:10　消火訓練(訓練:張継元･呂仁国･許佳･クルスロクエナハンかこハン)

(灯油を燃やし､消化器の実技訓練)

災害時の対処法についての全般的な解説

AM 10:20　避難訓練終了後､会館集会室に集合し､上田消防署員より下記各事項についての解

説､および質疑応答

･盛岡で起こり得る災害についての対処法

･避難の際の消火確認について

･消防署等-の通報について

･地震の際の対処法

【反省点】

今回の避難訓練は､各居住者-の通知･ポスター掲示にも関わらず11名の参加者しかいなかった｡
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原因には以下のことがあげられるだろう｡

･天候に恵まれなかったこと

･アルバイトや試験などで､避難訓練の前に外出する居住者が多数いたこと

･館内放送が部屋でよく聞こえない事

今後､改善を要する点等については､下記事項があげられる｡

･館内放送の修繕(各居窒-の放送)

･館内放送装置の使用方法および放送内容の掲示(日本語･英語ヰ国語等)

･非常時の通報方法についての掲示;これには､連絡先及び会館住所も記し､英語･中国語の

説明文を併記する

3.施設利用関係

留学生の日本語の学習､情報交換や交流を深めるために施設使用許可書を備え､広く施設活用

の便宜を図った｡本年度の利用状況を下表に記す｡

岩手大学国際交流会館の利用(平成17年度)

年月日 倬隴B�目的(世話人) 伜����ﾈ蹴�

17.4.16 ��#｣3�ﾓ�c｣���留学生との懇親.懇談会(第3土曜日)(AVⅠS) �#�kﾂ�

17.4.23 ���｣��ﾓ�Ε���新入生歓迎会(マレーシア留学生) 鼎��

17.4.24 ��C｣��ﾓ�c｣���新留学生の歓迎会(AVⅠS) 鼎��

17.5.15 涛｣3�ﾓ�#｣���活動説明会(世界とあそばう.じゃらんじゃらん) �#��

17.6.23 ��Ε3�ﾓ#�｣3��集会(岩手大学留学生会) 鉄��

17.6.25 ��s｣��ﾓ#�｣���マレーシア学生交流会 鉄��

17.7.1-2 ��Ε��ﾓ�Ε���)?｢��留学生ガ-デイン.パーティ �����

17.9.30 ��Ε��ﾓ##｣���集会(岩手大学留学生会) 鉄��

17.10.7 ��謄��ﾓ#�｣���大学祭の打ち合わせ(岩手大学留学生会) �#��

17.10.ll 免ﾃ｣��ﾓ�#｣���附属養護学校と留学生との交流 �#��

17.10.13 免ﾃ｣��ﾓ�#｣���附属養護学校と留学生との交流 �#��

17.10.30 免ﾃ｣��ﾓ�c｣���新留学生歓迎会(AVⅠS) �3��

17.ll.12 ��#｣��ﾓ�C｣���チューターとの交流 途�

17.ll.2-12.28 ��3｣3�ﾓ�S｣3��日本語学習(毎週;月､水､木､金) �2�

17.12.10 ��3｣��ﾓ�s｣���忘年パーティー(AVⅠS) �#��

18.1.3 ���｣��ﾓ�C｣���餅つき大会(地球市民の会) 鉄��

18.1.10 涛｣��ﾓ�#｣���お祈り(イスラム) �3��

18.2.19 ��謄��ﾓ##｣���送別会(インドネシア) �#��
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4.駐車場の管理について

会館専用の駐車場に無許可の車が常時駐車されており､環境整備等に支障をきたすので管理強

化を行う｡昨年同様の管理を行い､教職員･学生-の駐車場利用の規則遵守を呼びかけた｡

5.その他

環境整備:会館庭園内の樹木の勢定をおこなった｡また､除草について今年度は､業者による刈

り払いを実施した｡

(文責:主事　小笠原　洋光)
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留学生実地見学旅行報告

毎年30-40名の留学生(時にはプラス若干名の日本人学生)が参加して毎年実施される見学

旅行であるが､ 2005年は9月5-7日､ 2泊3日の日程で新潟･佐渡方面に赴いた｡

今回の参加者は､留学生20名と引率の教職員3名の計23名｡例年よりやや少なめであった｡出

発の2-3日前から大型台風が日本に接近､日本海を北上して9月6-7日佐渡地方を直撃するよ

うな予報が出ており､心配であったが､予定通り決行した｡

初日は朝6‥30に大学をバスで出発､東北自動車道を南下して郡山から西-向かい新潟県-0

黒塗りの大鳥居で知られる弥彦神社と､上杉謙信の居城として名高い春日山城を雨に濡れながら

見学｡夜は上越市のホテルハイマートに宿泊した｡夕食後カラオケを楽しもうと思ったが､あいにく

ホテルには設備がなく､希望者がタクシーに分譲して2kmほど離れたカラオケ店-｡夜中まで大い

に盛り上がった｡

翌6日､直江津港から佐渡汽船で佐渡-｡幸い台風はまだ遠い西の海にあり､波も静か｡昼ごろ

小木港に到着､昼食後真野御陵(順徳上皇陵)を見学｡順徳上皇は､ 1221年承久の乱に敗れて

鎌倉幕府に捕らえられ､この島に流罪となった悲運の人｡他にも日蓮や世阿弥など､佐渡に流され

た歴史上の人物は多い｡その日蓮ゆかりの妙宣寺と佐渡金山跡を､続いて見学｡金山跡では､江

戸時代ここに送られてきて重労働を強いられ命を落とした､大勢の金掘り人足たちの哀史に思いを

はせる｡同夜､両津やまきホテルに宿泊｡佐渡鬼太鼓､佐渡おけさの実演を楽しんだ｡

7日の最終日､心配していた大型台風がいよいよ佐渡に接近｡しかし9:40両津港発の汽船は､

予定通り出航するというoそのあとの船は､台風の影響で全部欠航｡いや～危なかった｡もう少し台

風のスピードが速かったら､佐渡を出ることができず､帰りが1日延びるところだった｡

さすがに波が荒くなってきた日本海を渡って､ 12‥00頃新潟港に到着｡港内には北朝鮮の例の

万景峰号が停泊しており､皆注目o午後は新潟大学を訪問して､同大の留学生らに歓迎され､そ

の後バスで一路盛岡-0 20:30岩手大学に到着｡

毎年感じることだが､やはりこうした実地見学旅行は､留学生たちが日本の歴史や文化､風土を体

験を通して学ぶことができる貴重な機会である｡今後もいろいろなところを訪れたいと思う｡

(文責:岡崎正道)
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平成1 7年度岩手大学外国人留学生スキー研修

実施要項
目　　的　　　岩手大学に学ぶ外国人留学生が､スキーを通じて雪国である岩手の冬に親しむ｡更に留学生

相互､並びに教職員との交流を図り､留学生活の適応と留学生教育の効果を高めること

内　　　容　　スキー実技指導

期　　　日　　平成18年1月5日(木)～1月7日(土)(2泊3日)

実施場所　安比高原スキー場(八幡平市安代町安比高原TEL0195-73-5111)

宿泊場所　　安比グランドホテル(八幡平市安比高原TEL0195-73-6511)

講　　　師　　工学部助教授　　　　　　藤田尚毅

安比高原スキー場スキー指導員　7名

参　加　者　　外国人留学生　　38名

統　導　者　　工学部助教授　　藤田尚毅

国際交流センター　小笠原洋光

国際課　　　　吉田　京･大矢真

移　　　動　借り上げバス(安比高原スキー場所有)

準備する物　　スキーウエア･手袋･帽子･ゴーグル(借りる人は不要)

スキー用具一式(借りる人は不要)

着替え

そ　の　他　　※ 1月　5日(木) 9時までに学生センター前に集合

※昼食は各自でとること

日　程　表

第1日目 涛｣���学生センター集合(時間厳守) 

1月5日(木) 涛｣#��学生センター出発 

10:30 ��NH4�8�986�7ｨ6X8ｹ9�(R�

ll:00 �4�8ｨ4x986X�ｸ5h8x92�

ll:30 �5�4ﾈ�ｸ��ｵｨ��OR�

12:00 �(ｹ�ｈｦX齟��

13:00 們�ｵ｢育y;�蹴��

16:00 俾冰"�?ﾉx�,�,r��

18:00 冰ｹ�りﾏ�zﾂ�

第2日目 都｣���朝食 

1月6日(金) 涛｣���実技(指導員) 

12:00 �(ｹ�ｈｦX齟��

13:00 們�ｵ｢育y;�蹴��

16:00 俾冰"�?ﾉx�,�,r��

18:00 冰ｹ�りﾏ�zﾂ�

第3日目 都｣3��朝食 

1月7日(土) 涛｣���実技(指導員) 

12:00 �(ｹ�ｈｦX齟��

12:40 偬�ﾘ��OR�

13:00 ��NHﾘ(ﾋH5�4ﾈ�ｸ�ｨ�Jﾒ�

14:20 乂y�h5ｨ985��ｹ9�(R陝�薐�
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北東北国立大学法人3大学外国人留学生合同合宿研修会報告

1.実施概要

第2回目となる弘前大学､秋田大学､岩手大学の外国人留学生合同合宿研修会は幹事校が弘前大学となっ
た0 3大学担当者の事前協議において協働作業型の合宿にしたいという希望が出たので､共同調理をすること

に決まった｡

実施期間‥2005年11月12日(土)～11月13日(日)

場所:青森県青年の家､青森産業会館､沖館市民センター

主催:北東北3大学連携推進会議教育専門委員会(幹事大学:弘前大学)

参加大学:秋田大学11名(学生9名､引率2名)

弘前大学10名(学生8名､引率2名)

岩手大学7名(学生6名､引率1名)全28名

(注‥岩手大学の参加者が他大学より少ないが当初予定していた学生1名が事前にキャン

セルし､ 1名は当日体調を崩して欠席となった)

プログラム

11月12日(土)　09:20

09:40

11:55

12:00

12:40.-13:15

14:15-15:30

16:30.-17:00

17:45-18:45

18:45-19:15

19:15-21:00

21:00-21:30

21:30-22:00

22:30

11月13日(日)　06:30

07:00-07:15

07:15-07:45

07:45.-08:45

08:45-09:00

09:00

09:30

10:00-12:00

12:00-13:00

13:00-14:00

14:00

15:15

15:55

18:10

盛岡駅北口集合
盛岡駅西口発(高速バス)

弘前バスターミナル着

弘前バスターミナル11番(岩手大学乗車)出発

昼食(道の駅｢なみおか｣レストラン)

青森産業会館着農林水産祭見学等

青年の家着オリエンテーション･宿泊室移動

夕食(青年の家食堂)
ベッドメイキング説明

交流会(研修室)

室長打合せ

入浴

就寝
起床･洗面　宿泊室清掃

モーニングタイム

クリーンタイム

朝食

出発準備

青森県青年の家出発(借上げバス)

沖館市民センタ一着

調理体験実習(調理実習室)

昼食

後かたづけ

沖館市民センター出発

弘前駅着(岩手大学,秋田大学･降車)

弘前バスターミナル発

盛岡駅西口着｡解散｡

秋田大学､弘前大学の参加学生はほとんどが特別聴講学生であったのに対し､岩手大学は色々なプログラ
ムが混ざり合っての参加であったo留学生の国籍は韓国が一番多く､中国､タイ､ロシア､アメリカ､フィリピンな

どであった｡

2.合宿の様子

秋田大学の借り上げバスに集合してそのままレストランで昼食を取った｡移動中のバスの中で二日目の調理
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の班分けが発表され､昼食時に各大学1名ずつ3人の班ごとに一緒に座って調理についての打ち合わせをす

るように指示された｡翌日に予定された調理は班ごとに一品テーマ食材が決められていて､学生はそれを使っ

た料理を一致協力して作るというルールが決められていたoテーマ食材は菊の花､にんじん､牛肉､イカ､タラ､

ホタテ､大根､かぼちゃといった弘前の地場産品で､これを含む必要な食材をすぐ後に訪れる青森産業会館

で開催されている農林水産祭で決められた予算内で購入するよう指示された｡会場では試食コーナーなども

あり普段目にすることの少ない｢市場｣の雰囲気を味わった｡

青年の家に移動してからは館内の説明があり宿泊室に移動した｡夕食後研修室にて交流会を実施した｡ま

ず各大学ごとに大学の紹介をした｡その後､国別早口言葉コンテストをした｡各国の代表がじゃんけんであみ

だくじを引いて組み合わせを決め､ある国の早口言葉を別のチームがまねをして､誰が一番上手に言えたかを

競うというアクティビティをした｡お互いの間違いを笑い合ってなごやかな雰囲気ができた｡

交流会後は室長に対する宿舎管理者からの連絡会があったが､会合の連絡が室長に徹底しておらず､また

留学生にとっては説明の日本語がかなり難しかったようなので､今後は平易な日本語版を用意してもらうなどの

対応が必要である｡

翌日は朝食後沖館市民センターに移動し､前日に購入した食材を

使ってそれぞれ調理に取りかかった｡油や塩､醤油といった基本的な

調味料はあらかじめ用意しておいたが､学生の希望に従ってハーブ

などの香辛料を追加した｡調理する料理は留学生の出身国のものに

限定しなかったので､農林水産祭で得た情報で｢和食｣に挑戦し､ユ
ニークな味付けをする班もあった｡調理の時間は班ごとにばらつきが

あったが､なんとか時間内に全ての班が調理を終了することができた｡

参加人数に対する食材の量がやや多かったのが反省点である｡市

民センターにいた日本人におすそわけした班もあった｡

参考資料(アンケート結果より) (回収率　91.3%)

F学生数 坦�

1.合宿の時間の長さについて ��2�61.9 

ちようどよかりた 

もつと短い方がよい �"�9.5 

もつと長い方がよい 澱�28.6 

2.宿泊施設について 唐�38.1 

よかレつた 

ふつう ��2�61.9 

他の場所の方がよい ���0 

場所はどこでもいい ���0 

3.土曜日の午後の活動(青森県農林水産祭の見学と買い物)について ��2�61.9 

面白かつた 

ふつう 澱�.28.6 

違う活動をした方が良い ���】 0 

どんな活動でも良い ���0 

4.土曜日の夜の懇親会について ��"�57.1 

面白かつた 

ふつう 唐�38.1 

違う活動をした方が良い ���0 

どんな活動でも良い ���4.8 

5.日曜日の調理実習について �#��95.2 

面白かつた 

ふつう ���4.8 

違う事をした方が良い ���0 

なんでもいい ����0 

記述式では多数意見として他大学の留学生との交流が有意義だった､色々な国の人々との交流が楽しかった

し色々な国の料理が食べられたのがよかったとの感想が寄せられた｡

(文責:尾中夏美)
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国際交流センター組織図

○　岩手大学国際交流センター組織図

研究交流部国際課
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平成17年度留学生関連行事

実施月日 行　　　　　事　　　　　名

4月　1日(金)

1 1月

12月

1月

7日(木)

～11日(月)

～27日(土)

､ 4日(日)

～7日(水)

23日

24日

～14日(水)

～23日(日)

～29日(土)

～6日(日)

～13日(日)

～　7日(土)

～22日(日)

～26日(日)

～13日(月)

学年開始､ 2年次以上前期授業開始
4月入学留学生の諸手続き

特別コースプレースメントテスト

岩手大学入学式

新入生オリエンテーション
1年次･編入生授業開始
日本語研修コース開講式
日本語研修コース前期授業開始

国際交流科目(日本語)前期授業開始
外国人留学生オリエンテーション(前期)
スーパーイングリッシュ(7月8日まで)

国際交流会館オリエンテーション
ジョージ･シオリス氏講演会

AⅥS 4月入学留学生歓迎会

チューター･会話パートナーオリエンテーション(日本人学生)

国際学生宿舎留学生オリエンテーション
開学記念日
海外留学オリエンテーション(日本人学生)

岩手大学公開説明会
岩手県留学生交流推進協議会運営委員会･総会

岩手県留学生推進協議会交流懇談会
岩手大学長と岩手大学外国人留学生との懇談会
前期国際交流センター日本語研修コース修了発表会
盛岡さんさ踊り

夏季休業(8/5-9/30)

2005年度韓国群山大学サマープログラム

ア-ラム大学SICEプログラム(12月8日まで)

日本留学フェア(釜山､ソウル)

外国人留学生見学旅行(新潟･佐渡)
前期日本語研修コース及び日本語･日本文化研修コース修了式
後期授業開始
スーパーイングリッシュ(12月まで)

特別コースプレースメントテスト

後期国際交流センター日本語研修コース開講式
国際交流科目(日本語)後期授業開始
国連大学グローバルセミナー
日本語研修コース､日研生コース後期授業開始
SICEハローパーティ

外国人留学生オリエンテーション(後期)

国際交流会館オリエンテーション
不来方祭(オープンキャンパス)
ガーデンパーティ

タイ･クマサート大学との交流会

中国石河子大学との受入れ･交流
AmS10月入学留学生歓迎会

日本留学フェア(タイ)

北東北国立3大学外国人留学生合同合宿研修会(弘前)
冬季休業(12/24-1/14)

外国人留学生スキー研修旅行(安比高原スキー場)
大学入試センター試験

後期国際交流センター日本語研修コース修了発表会

個別学力試験(前期日程)
前期国際センター日本研修コース修了式

個別学力試験(後期日程)
岩手大学長と岩手大学外国人留学生との懇談会

外国人留学生卒業(修了)生送別会
岩手大学卒業式･修了式
春季休業(3/24-3/31)
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過去5年間の男女別留学生数(各年5月1日現在)

年度 ��2�14 ��R�16 ��r�

男 ���r�113 ��#b�114 ��#B�

女 鉄R�63 鉄��63 都2�

計 ��s"�176 ��ィ�177 ��途�

外国人留学生の推移

経費別留学生数

年度. 俛�N��i■政府派針篭若そ緬計 

13 田��.11…1 冤 100 ��s"�

14 鉄"�l 15 ���109 ��sb�

15 鉄��21 ���l l 104;184 

16 鼎2�18 ���116 ��sr�

17 鼎b�22 ���129 ��途�
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外国の大学との交流協定

大学間協定unlVerSitles

国名 ��Xｧy9冖ﾂ�初締結年月日 偃X,委�zﾉ>�vR�6�FV蹠6�U�6��誚W2�

Country 疲�ﾖV�V謨fW'6宥��FirstDateof Agreement 乂x��ﾏ�zﾂ��6�FVﾖ�2�U�6��誚R�学生交流 Student EXchange 

中華人民共和国 People'sRepubllcof 伜)�ﾉ�Xｧr�6��蜀彪謨fW'6ﾇG��2001.10.ll ��ｲ� 

曲阜師範大学 QufuNormalUniVersity �#��"纈�#R�(⊃ ��ｲ�

北京大学.石河子大学 �#��2��"絣�○ ��

China ��Vｶ匁uV謨fW'6宥貞6��ｦ彪謨fW'6宥��
西北大学 NorthwestUniVersity �#��2ﾃ�"纈�○ ��

大連理工大学 DalianUniVersltyofTechnology �#��R絣�#2�○ ��

大韓民国 RepublicofKorea 俛�zy~ﾙ�Y�Xｧxﾕ｢�薮7T��F柳��ﾅV謨fW'6宥��2001.10.17 ��ｲ� 

明知大学校 MyongjiUniVersity �#��B縒��2�○ ��ｲ�

タイ王国 �5H484�8��Xｧr�2002.7.2 ��ｲ� 

KingdomofThalland �6��ﾕV謨fW'6宥��

ロシア連邦 �5H984�6r�7�6X8ｸ7X8ｸ4��zy[h嶌ﾇﾈ���Xｧr�2000.3.28 ��ｲ�○ 

RussianFederation �7B��WFW'6'W&u7F�FT�6�FVﾗ柳d7VﾇGW&R�

アメリカ合衆国 UnitedStatesof �4��ｸ6�99�Xｧr��V'W&薹謨fW'6宥��1998.ll.6 ��ｲ� 
ア-ラム大学 �#��2繧貳ﾂ�○ ��ｲ�

America 之�&ﾆ��ﾔ6�ﾆVvR�

テキサス大学オーステイン校 TheUniVersityofTeXasatAustin �#��B����#��○ ��ｲ�

カナダ �5ｨ986r�8�4�8ｨ�ｸ5��Xｧr�2003.7.31 ��ｲ�(⊃ 

Canada �6�也F��'蜘5V譌fW'6宥��

部局間協定Faculties

部局名 Faculty 俛�kﾂ�大学等名 傀�/xﾈｹD霾�?｢�主な交流内容 ContentsofEXchanges 

in Charge �6�蹠'��NameofUniVersity 杷�'7DF�FV���w&VVﾖV蹌�学術交流 Academic EXchange 乂y�hﾏ�zﾂ�7GVFV蹌�U�6��誚R�

EZ教 喜育 芝学 岩'部 :⊃ �(h揄�ﾉj�I��ﾙ��北京大学哲学系(宗教学系) PeklngUniVersity DepartmentofPhilosophy(Religion) ��涛ゅゅ#��○ ��

清華大学中文系 �#�����"��R�○ ��ｲ�

People'sRepublicof 膝6匁vⅢ�V譌fW'6宥柳f6�觚6Tﾆ�誣V�vW2�

China 壇ﾆ友W&�GW&R�

寧波大学外語学院 NlngboUniVersitytheFacultyofForeign Languages �#��B�2��r�○ ��ｲ�

アメリカ合衆国 �6ﾘ�ｸ5り5ｨ986x8�8ｲ�4ｨ8ﾈ6(5r�2002.9.6 ��ｲ�○ 

UnitedStatesofAmerica 疲�'F�6V蹠&�ﾄ6�ﾆVvR�

カナダ �7X8ｨ6X4(6(5h8R�5(8ﾘ987(4��Xｧr�2001.7.17 ��ｲ� 

Canada 彦�V謨fW'6宥柳d'&友�6�6�Vﾖ&ﾆ��

ETl工 �(h揄�ﾉj�I��ﾙ��西安建築科技大学 ��涛偵b�#R�○ ��
:コ oqI.学 ��V��ﾆRw5&W�V&ﾆ�6��XianUniVersityofArchitectureand 

諾部 くつ Li ト一. コ Oq �6����Technology 

中国科学院地理科学与資源研究所 ⅠnstituteofGeographicalSciencesand NaturalResources,ChineseAcademyof Sclences �#����(�ｳ#B�○ ��

西安交通大学理学院 XianJiaotongUniVersityofschoolo∫ SClenCe �#���絣�3��○ ��
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中国科学院蘭州化学物理研究所 LanzhoulnstituteofChemicalPhysics, chineseAcademyofSciences �#��"纈�#b�○ ��

北京大学化学与分子工程学院 pekingUniVersityCollegeofChemistryand MolecularEngineering �#��2�2����○ ��

新彊農業大学 XlnjiangAgriculturalUniVersity �#��2貳ﾂ貳ﾂ�○ ��

華南理工大学 SouthChlnaUniVersityofTechnorogy �#��B縒綯�○ ��

新彊大学機械工程学院 xinjiangUni'ersitycollegeofMechanica1 Engineering �#��B縒����○ ��

大韓民国 RepublicofKorea �6�986�6(6y�Xｧxﾕｩ�i�hﾝ靫逢yYB����&�D��F柳��ﾅV謨fW'6ﾇG墜F蒜�6柳踐b��Ef��6VDﾖ�FW&��ﾄV誚匁VW&匁r�1999.3.19 ��ｲ� 

韓国原子力エネルギー研究所 KoreaAtomicEnergyResearchⅠnstitute (KAERⅠ) �#��b���#B�○ ��

タイ王国 �6�8h8�8ﾘ985(99�Xｧr�2002.1.10 ��ｲ� 

KingdomofThailand �6Ⅲﾆ�ﾆ�vｶ�&薹謨fW'6宥��

ハ1'ンク～ラデシユ人民共和国 �6���984���8�6h5h8hﾔ���Xｧxﾔ逢yYB�2003.12.23 ��ｲ� 

people'sRepublicof 杷�7VﾇG柳dV誚匁VW&匁rﾄ&�誚ﾆ�FW6��

Bangladesh 彪謨fW'6宥柳dV誚匁VW&匁v�襴FV6�����

ドイツ連邦共和国 FederalRepublicof �6h8X6(5ｨ8ｸ6�8ｸ7I�Xｧr��也&�6фV匁UV謨fW'6宥柳dGW76VﾆF�&b�1999.8.30 ��ｲ� 

ブラウンホープ7-非破壊検査技術研究所 �#��B�2��"�○ ��

Germany 波&�V諞�W"ﾘuF�7FﾇGWFVf�$踐襷W7G'V7F蒜R�FW7F匁r�

フランス共和国 �784x�ｸ8ｲ�4r�7ﾘ8ｨ�ｸ4ﾈ8X�ｸ8ｩ�Xｧr�1997.4_19 ��ｲ� 

RepublicofFrance ��妨'&Rdﾖ�&傍7W&剖V謨fW'6宥��

ポーランド共和国 �7ﾈ�ｸ8�986�逢x4�4ｨ6h7��ｲ�1995.3.3 ��ｲ� 

RepublicofPoland ����6��6�FVﾗ柳e66坊�6R�

の.q>農 �(h揄�ﾉj�I��ﾙ��吉林農業大学 ��塔b纈��2�○ ��ｲ�
r三.学 芸部 ト.一 ｢◆ ⊂= ~1 ��V��ﾆRw5&W�V&ﾆ�6��6����J111nAgriculturalUniVersity 

アメリカ合衆国 �7�6h8X�ｹ�Xｧr�1996,4.4 ��ｲ�○ 

unitedStatesofAmerica ��W&GVUV謨fW'6宥貞66����w&�7VﾇGW&R�

君P地 �(h揄�ﾉj�I��ﾙ��上海高分子材料研究開発センター �#����2ﾃ��○ ��
器己域 CL:rT､ ��V��ﾆRw5&W�V&ﾆ�6��shanghalResearchandDeVelopmentfor 

3→連 �6����PolymerlCMaterlals 

工 賢を亨 岩▲∩ コe. ト一一 n) t⊃- ｡ トづ 凸) ｢十 〇 :⊃ ト｣一 コ ��Xｭ泳���&W�V&ﾆ�6�ｶ�&V��慶北大学校トライボロジー研究所 EngineeringTribologyResearchⅠnstltute TyungpookNationalUniVersity ��涛b絣�3��○ ��

成均館大学校技術革新センター TechnologyⅠnnoVationCenter, SungkyunkwanUniVersity �#���綯�#2�○ ��

東亜大学校産学協力研究センター centerforCooperativeResearchand DeVelopmentDong-AUniVersity �#��"�2�#R�○ ��

ハンバット大学校産学協力総合センター HanbatNationalUniVersityCooperatiVe ResearchCenter �#��"����#2�○ ��
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平成1 7年度海外学生派遣実績

短期語学.文化研修 ･(部局名は主催部局) �+xｯｩF位ﾒ卯ﾉD����D竰�インターンシップ 

人文社会科学部 �4��ｸ5�6x8�8ｨ4�"�米国1 ��

カナダ13 韓国2 �4ｨ6�5�"�

教育学部 �(hﾙ��2�米国3 中国2 韓国1 ��

農学部 兔Hﾙ�B�中国1 ��

工学部 �4��ｸ5�6x8�8ｨ4��R� �(hﾙ�2�

国際交流センター �(hﾙ�R� ��
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岩手大学留学生地域派遣実績一覧(平成17年度) 

派遣先 僥位ﾙ?ｩ/b�交流児童. 生徒数 僥位ﾙz�y�b��B渥ﾈ彿����参加者の国籍 佰�zﾈ,ﾉ>�vR�

紫波町国際交流協会 滴ﾈ�#y?｢�35 �2�ザンビア.カザフスタ ン.ロシア 兌h嶌��樞�

地球市民の会 滴ﾈ�#�?｢�70 �3��不明 �Hﾊ定6�484ﾈ984��zﾂ�

日本語交流室｢じよい｣ 滴ﾈ��22 釘�中国.バングラデシュ �Hﾊ帝[h嶌ﾏ�zﾂ�

スマトラ地震救援ライブ 店ﾈ綺?｢�100 �2�インドネシア �+ｸ,ﾉ�ﾂ�

ダーナの輪の会 店ﾈ���?｢�300 ���タイ 俎X�檍辷腕�

見前南小学校 塗ﾈ�#�?｢�98 �2�インドネシア.バングラ ー一十､ 7-ン/ユ 兌h嶌��樞�

黒沢尻東小学校 塗ﾈ�#Y?｢�50 ����中国.モンゴル.マ レーシア.中国ウイグ ル.バングラデシュ 兌h嶌��樞�

個人 度ﾈ����1 ���タイ 佩ｨｧxｧx��

留学生ガーデンパーティ 度ﾈ�)?｢�150 鉄��中国.韓国.マレーシ ア.バングラデシュ.ア ルゼンチン.タンザニ ア.ガーナ.グアテマ ラ.ウルグアイ.米国. ブラジルなど 佰�zﾂ�

岩手県立大学 度ﾈ綺?｢�2 �"�中国.韓国 兌h嶌��樞�

小軽米中学校 度ﾈ繧ﾓ��?｢�61 迭�インドネシア.バングラ デシュ.ロシア.カザフ スタン.米国 ��ﾎｨｻ8屍饉h嶌��樞�

地球市民の会キャンプ. バスツアー 度ﾈ��rﾓ��?｢�22 ��R�中国.台湾.南アフリ カ.ウルグアイ.タンザ ニア.ガーナ.ロシア 佰�zﾂ�

川井村教育委員会 度ﾈ�#�ﾓ#)?｢�91 ���韓国 �,ｩo2�

不来方高校 度ﾈ�#bﾓ#y?｢�26 ���マダガスカル 佩ｨｧxｧx��

県立児童館いわて子ど もの森 度ﾈ�3�?｢�7 ���マレーシア 几�ﾘﾏ�zﾂ�

個人 嶋ﾈ��1 ���米国 佩ｨｧxｧx��

河北小学校 嶋ﾈ��?｢�1 ���タンザニア �5�985X6ｨ4�馼���

ホストファミリー 嶋ﾈ��蔦#�?｢�30 ����韓国 兌h嶌��樞�

東松園小学校 嶋ﾈ�#I?｢�127 ����韓国 兌h嶌��樞�

緑ヶ丘4丁目町内会 嶋ﾈ�#i?｢�15 迭�アルゼンチン.タンザ ニア.中国.マレーシ ア 兌h嶌��樞�

祝賀会 嶋ﾈ�#�?｢�100 �"�中国.中国ウイグル 兌h嶌��樞�

厨川中学校 嶋ﾈ�3�?｢�6 �"�米国.中国 兌h嶌��樞�

老人大学 嶋ﾈ�3�?｢�30 ���ガーナ 兌h嶌��樞�

個人 祷ﾈ���(ﾈ��1 ���米国 佩ｨｧxｧx��

松園中学校 祷ﾈ繪?｢�9 �2�韓国.米国 兌h嶌��樞�
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平舘⊥校 祷ﾈ�#i?｢�24 ���中国 兌h嶌��樞�向父 山手県体大協JA 祷ﾈ�3�?ｨ�����ﾈ緤?｢�175 途�中国.韓国 亊異�ﾎｩ,ｩo2�

石ヽ日フ三 下橋中JB校 ���ﾈ���?｢�280 �"�マダガスカル.インドネ シア �7�6ﾈ8ｸ6h4(5�4ｨ6(5h8x92�JﾙUﾈ�"�

.千 山手大JS附属養護学校 ���ﾈ���?｢�10 澱�インドネシア.バングラ デシュ.グアテマラ 佰�zﾂ�

市子tJ 山手大JB附属養護学校 ���ﾈ��9?｢�10 迭�インドネシア.米国.ロ シア.ブラジル 佰�zﾂ�

石子ロ 滝沢村公民館 ���ﾈ��9?｢�10 釘�バングラデシュ.中国. グアテマラ 兌h嶌��樞�

屯 留学生秋のガ-デン- ノヽーフ~イ ���ﾈ�#"ﾓ#2�?｢�50 �3��中国.中国ウイグル.ロ シア.韓国.マレーシ ア.バングラデシュ.莱 国.アルゼンチン.グア テマラ.タイなど 兌h嶌��樞�

もりおか老人大学上田分校 ���ﾈ�#Y?｢�30 ���ロシア 兌h嶌��樞�

黒沢尻東小学校 ���ﾈ絣ﾓi?｢�40 湯�中国.米国.ロシア.モ ンゴル.韓国 佰�zﾂ�

平舘高校 ���ﾈ繦?｢�24 ���ロシア 兌h嶌��樞�

盛岡女子高校 ���ﾈ繪?｢�156 迭�韓国.グアテマラ.ロ シア.フランス.中国 佩ｨｧxｧx��

滝沢村公民館 ���ﾈ��)?ｨ����(ﾈ�9?｢�20 �"�ブラジル 兌h嶌��樞�

城北小学校 ���ﾈ�#)?｢�30 澱�バングラデシュ.中国. マレーシア 兌h嶌��樞�

太田小学校 ���ﾈ�#Y?｢�44 釘�バングラデシュ.ブラジ ル.中国 兌h嶌��樞�

盛岡ゾンタクラブ主催日 本享五スピーチコンテスト ���ﾈ�#Y?｢�100 迭�米国.中国.中国ウイ グル.バングラデシュ �5�78�ｸ6�靠�zﾂ�

ロ口 城南小学校 ���ﾈ�#�?｢�80 ���インドネシア 兌h嶌��樞�

宮古市山口小学校 ���ﾈ�3�?｢�136 澱�バングラデシュ.中国. 韓国.グアテマラ 兌h嶌��樞�

岩手大学附属養護学校 ��(ﾈ絣ﾓy?｢�15 ����タイ.バングラデシュ. ブラジル.インドネシ ア.中国.マレーシア 几�ﾘﾏ�zﾂ�

滝沢村公民館 ��(ﾈ繪?｢�10 �2�バングラデシュ.中国. アルゼンチン 兌h嶌��樞�

永井小学校 ��(ﾈ��I?｢�116 �"�中国.ロシア 兌h嶌��樞�

日本語交流室｢じよい｣ ��(ﾈ��24 免ﾂ�中国.バングラデシュ 兌h嶌ﾏ�zﾂ�

新春餅つき会 ��ﾈ�9?｢�40 ����インドネシア.中国.韓 国.中国ウイグル.バン グラデシュ 佰�zﾂ�

岩手大学附属養護学校 ��ﾈ��y?｢�15 迭�ブラジル.グアアマフ. 中国.マレーシア 佰�zﾂ�

遠野市宮守中学校 ��ﾈ�#�?｢�135 ����フィリピン.ブラジル. 韓国.米国.ロシア.イ ンドネシア.バングラデ シュ.中国ウイグル 兌h嶌��樞�

盛岡女子高校 好摩小学校 ��ﾈ�#i?｢�122 迭�中国.グアテマラ.マダ ガスカル.韓国 佩ｨｧxｧx�饉h嶌��樞�

1月27日 �#"�1 �6�984�8�6h5h8R�文化紹介 

平和集会 ��ﾈ�#�?｢�100 ���中国 �7�6ﾈ8ｨ5�6r�
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大慈寺小学校 �(ﾈ��I?｢�33 �2�中国.韓国.米国 兌h嶌��樞�

北松園中学校 �(ﾈ�#�?｢�140 �#��中国.中国ウイグル.栄 国.ロシア.アルゼンチ ン.韓国.インドネシア 兌h嶌��樞�

日本語交流室｢じよい｣ �(ﾈ��21 唐�中国.バングラデシュ. エジプト 兌h嶌��樞�

のべ参加人数 ��3367 �3cb� ��

(担当:岡崎正道･尾中夏美)
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執筆者一覧

堀江暗(はりえひろし)

岡崎正道(おかざきまさみち)

尾中夏美(おなかなっみ)

小笠原洋光(おがさわらひろみつ)

松岡洋子(まつおかようこ)

中村ちどり(なかむらちどり)

平原英俊(ひらはらひでとし)

岩手大学国際交流センター長(工学部教授)

岩手大学国際交流センター教授(教育部門長)

岩手大学国際交流センター助教授(国際企画部門長)

前岩手大学国際交流センター助教授

岩手大学国際交流センター助教授

岩手大学国際交流センター助教授

岩手大学工学研究科助教授
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